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其
の
六
十
九

鳥取県倉吉市・はこた人形師

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
建
造
さ
れ
た
赤
瓦
の
白
壁
土
蔵
群

や
京
風
町
家
の
並
ぶ
風
情
を
醸
す
の
は
、
鳥
取
県
倉
吉
市
で
あ
る
。

白
壁
の
映
え
る
街
並
み
は
玉
川
に
沿
っ
て
独
特
の
情
緒
と
光
景
を
演

出
し
て
い
て
見
応
え
が
あ
る
。
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
た
の
は
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）。
今
回
は
白
壁

土
蔵
群
の
中
に
「
は
こ
た
人
形
師
」
の
三
好
明
さ
ん
（
八
十
五
歳
）

を
訪
ね
た
。
人
形
づ
く
り
を
始
め
て
五
十
年
、
そ
の
表
情
に
は
深
い

皺
が
刻
ま
れ
長
い
歳
月
の
職
人
魂
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
は
こ
た
人
形
」
は
江
戸
時
代
か
ら
倉
吉
に
伝
わ
る
張
り
子
人
形

で
、
一
体
一
体
を
手
づ
く
り
す
る
だ
け
に
「
弟
子
に
し
て
く
れ
と
、

訪
ね
て
来
る
若
者
が
お
る
が
、
な
か
な
か
続
か
ん
」
と
手
厳
し
い
。

ど
の
工
程
が
大
変
で
す
か
と
、
水
を
向
け
る
と
「
人
形
と
は
言
え
、

品
の
あ
る
顔
を
描
く
の
が
一
番
、
重
要
だ
し
、
む
ず
か
し
い
な
」
と

端
的
に
語
る
。
工
房
の
内
部
に
は
沢
山
の
人
形
達
が
、
三
好
さ
ん
の

や
さ
し
い
筆
づ
か
い
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
微ほ

ほ

笑え

ま
し
い
。

　

歴
史
的
伝
統
工
芸
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
） 

観光文化224風致探訪_表2.indd   2 2015/01/08   16:12



　

こ
こ
数
年
「
着
地
型
旅
行
」
が
が
ぜ
ん
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
旅
行

と
ま
で
言
え
な
い
簡
単
な
も
の
も
含
め
れ
ば
、「
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
だ
。

　

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
四
月
に
は
観
光
庁
「
観
光
産
業

政
策
検
討
会
」
が
「
世
界
最
高
・
最
先
端
の
観
光
産
業
を
目
指
し
て
」

と
い
う
提
言
の
中
で
「
高
付
加
価
値
型
・
需
要
創
出
型
サ
ー
ビ
ス
の

定
着
・
拡
大
等
」
と
題
し
て
「
着
地
型
旅
行
の
さ
ら
な
る
拡
大
」
を

図
る
べ
き
こ
と
を
謳う

た

っ
た
。

　

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
二
月
に
は
和
歌
山
で
第
一
回
地
旅

博
覧
会
な
る
着
地
型
旅
行
の
展
示
会
が
開
か
れ
、
同
年
五
月
に
は
観

光
産
業
政
策
検
討
会
の
提
言
を
受
け
た
観
光
庁
「
旅
行
産
業
研
究
会
」

が
「
旅
行
産
業
の
今
後
と
旅
行
業
法
制
度
の
見
直
し
に
係
る
方
向
性

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
書
の
中
で
、「
着
地
型
旅
行
の
普
及
に
向

け
た
商
品
造
成
の
促
進
・
販
売
経
路
の
拡
大
」
を
謳
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
国
土
交
通
省（
現
観
光
庁
）は
、二
〇
〇
七
年（
平
成
十
九
年
）

五
月
十
二
日
に
旅
行
業
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、
第
三
種
旅
行
業
者

の
業
務
範
囲
を
拡
大
し
営
業
所
所
在
地
の
隣
接
市
町
村
に
限
定
し
て

募
集
型
企
画
旅
行
の
実
施
を
可
能
に
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
七
月
二
十
三
日
に
は
「
観
光
圏
の
整

備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
観

光
圏
整
備
法
）
が
施
行
さ
れ
、
観
光
圏
内
の
宿
泊
事
業
者
が
登
録
を

要
せ
ず
に
旅
行
業
者
代
理
業
を
営
む
の
を
可
能
に
し（
沖
縄
・
奄
美
群

島
に
も
同
様
の
制
度
）、
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
四
月
一
日
に

は
地
域
限
定
旅
行
業
と
い
う
着
地
型
旅
行
を
専
門
に
扱
う
事
業
者
を

想
定
し
た
新
区
分
を
旅
行
業
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
創
設
し
た
。

　

こ
う
し
た
行
政
の
矢
継
ぎ
早
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
売
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
深
刻
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
誌
が
「
売
れ
る
と
は
」
ど
う
い
う

こ
と
か
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

着
地
型
振
興
を
目
指
し
た
旅
行
業
法
制
の
規
制
緩
和
も
、
こ
れ
以

上
は
全
体
の
体
系
を
ゆ
が
め
る
弊
害
も
あ
り
、
根
本
的
議
論
な
し
に

進
め
る
こ
と
に
は
限
界
が
き
て
い
る
。
今
後
は
制
度
改
正
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
地
域
に
密
着
し
た
旅
行
業
者
が
一
番
地
域
を
理
解
し
て
い

る
と
い
う
地
域
発
の
原
点
に
返
り
、
か
つ
、
旅
行
業
と
は
宿
泊
、
運
輸
、

ガ
イ
ド
と
い
っ
た
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
ま
と
め
役
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
て
、
地
域
の
旅
行
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
ご
と
に

連
携
組
織
を
作
っ
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
全
国

に
流
通
販
売
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
旅
行
会
社
と
の
連
携
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
も
模
索
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
際
重
要
な
の
は
、
宿
泊
事
業
者
・
ガ
イ
ド
事
業
者
と
の
連
携

で
あ
る
。
観
光
庁
が
旅
行
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い
っ
た
の
も
、
宿

泊
事
業
者
を
通
じ
て
の
地
域
発
旅
行
商
品
の
消
費
者
へ
の
販
売
を

意
図
し
て
い
た
よ
う
に
、
宿
泊
事
業
者
と
ガ
イ
ド
事
業
者
は
時
間
的
、

空
間
的
に
消
費
者
と
密
な
接
点
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
販
売
経
路
と

し
て
欠
か
せ
な
い
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
事
業
者
の
横
の
組
織
づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
ガ
イ
ド
事

業
者
の
み
は
全
国
的
な
同
業
者
団
体
が
な
く
孤
立
し
て
い
る
。
共
同

し
て
よ
り
安
全
で
快
適
な
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
、
販
売

を
促
進
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ガ
イ
ド
事
業
者
の
組
織
化
が
望
ま
れ
る
。

（
み
う
ら　

ま
さ
お
）

巻　頭　言
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地域に根差した
旅行業とガイド事業者への期待

弁護士　　三浦　雅生
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我
が
国
の
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
以
下
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
流
通
・

販
売
に
お
い
て
は
、
各
地
の
観
光
協
会

な
ど
の
観
光
推
進
組
織
が
中
心
的
な
役

割
を
担
う
こ
と
に
つ
い
て
の
期
待
が
高
い
。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、

・
観
光
客
や
旅
行
会
社
に
と
っ
て
地
域

の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
と
な
り

得
る
こ
と

と
い
っ
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
通
・
販
売

の
円
滑
化
の
観
点
か
ら
の
効
果
に
加
え
て
、

・
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
と
人
材
が

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
地
域
内

外
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら

が
再
認
識
さ
れ
、
地
域
住
民
の
誇
り

や
気
づ
き
に
つ
な
が
る
こ
と

地域発
観光プログラムの流通・販売
｜｜「売れる」とは

特 集

1
2

・
観
光
推
進
組
織
を
核
と
し
て
多
様
な

主
体
が
そ
の
企
画
・
実
施
に
関
わ
る

こ
と
で
、
地
域
内
の
連
携
が
促
進
さ

れ
る
こ
と

と
い
っ
た
地
域
振
興
、
地
域
活
性
化
の
観

点
か
ら
の
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

上
記
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本

稿
で
は
、
観
光
推
進
組
織
を
対
象
と
し

て
当
財
団
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
実
施
概
要
は
７
ペ
ー
ジ
）の
結
果
分
析
と
、

三
つ
の
事
例
の
担
当
者
の
「
現
場
か
ら
の

声
」
を
通
し
て
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流

通
・
販
売
が
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
の

か
、
ま
た
そ
れ
ら
の
組
織
が
ど
の
よ
う
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

流
通
・
販
売
の
現
状

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
年
間
取
扱
商
品
数

各
組
織
に
お
け
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

観
光
推
進
組
織
に
よ
る

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
課
題

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
研
究
部
　
主
任
研
究
員

菅
野  

正
洋

観光文化224号 January 2015

観光プログラムの
年間取扱商品数 回答数 比率

1～4 15 22.1％

5～9 8 11.8％

10～29 24 35.3％

30以上 21 30.9％

総計 68 100.0％

表1 観光プログラムの年間取扱商品数

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売
に関するアンケート調査」
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年
間
取
扱
商
品
数
を
見
る
と
、『
一
〇
～

二
九
』
と
す
る
回
答
が
二
四
（
三
五
・
三

％
）、
次
い
で
『
三
〇
以
上
』
が
二
一

（
三
〇・九
％
）、『
一
～
四
』が
一
五（
二
二・一

％
）と
続
い
て
お
り
、い
わ
ば「
品
ぞ
ろ
え
」

の
規
模
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
（
表
１
）。

主
力
と
し
て
い
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
類

各
組
織
に
お
い
て
、
主
力
と
し
て
い
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
類
を
見
る
と
、
農

業
や
漁
業
、手
工
業
な
ど
を
体
験
す
る『
産

業
体
験
』
が
三
二・
四
％
と
最
も
回
答
し

た
割
合
が
高
く
、『
ま
ち
あ
る
き
・
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
』
と
『
自
然
の
中
を
歩
く
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
』
が
そ
れ
ぞ
れ
一
七・六
％
で
続

い
て
い
る
（
図
１
）。

な
お
、『
そ
の
他
』
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
た
も
の
と
し
て
は
、「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

「
伝
統
芸
能
」「
写
真
撮
影
ツ
ア
ー
」
な
ど

が
あ
っ
た
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
施
の

方
法

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
施
方
法

に
つ
い
て
全
体
的
な
傾
向
を
把
握
す
る
た

め
、企
画
・
実
施
方
法
別
の
比
率
に
つ
い

て
平
均
を
見
る
と
、『
企
画
か
ら
実
施
ま

で
全
て
自
組
織
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
し
て

い
る
も
の
』が
五
八・七
％
、『
実
施
に
当
た

っ
て
の
ガ
イ
ド
な
ど
、
一
部
外
部
に
委
託

（
外
部
か
ら
仕
入
れ
）
し
て
い
る
も
の
』が

三
六・三
％
、『
他
の
団
体
が
企
画
・
実
施

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
代
理
販
売
（
受
託
販

売
）し
て
い
る
も
の
』が
五・〇
％
と
な
っ

て
お
り
、
各
組
織
内
で
完
結
し
て
企
画
・

実
施
し
て
い
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
（
表

２
）。

地域の観光推進組織や民間事業者などが主体となった

地域発観光プログラム開発の取り組みは各地で行われるようになりました。

これにより、まちあるきや自然体験、エコツアーといった地域固有の資源を活かしたさまざまな

観光プログラムが企画され、販売されていますが、一方で「作っても売れない」という声も聞かれます。

今号では、地域発観光プログラムの流通・販売面に着目し、現状と課題を調査し、

このような取り組みが各地で定着し、拡充するための手掛かりを探ります。

3 特集◉地域発観光プログラムの流通・販売——「売れる」とは
特集1 観光推進組織による地域発観光プログラムの現状と課題

図1 主力としている観光プログラムの種類（複数回答）　（N=68）
20％ 40％ 60％ 80％ 100％0％

産業体験（農業、漁業、手工業など） 32.4％

17.6％

17.6％

8.8％

7.4％

5.9％

14.7％

まちあるき・ウオーキング

自然の中を歩くガイドツアー

地域内を巡るバスツアー

野外活動

水上活動（カヌー、カヤック、ラフティングなど）

その他

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアン
ケート調査」

企画・実施方法 比率の平均

企画から実施まで全て自組織のスタッフで対応しているもの 58.7％

実施に当たってのガイドなど、一部外部に委託（外部から仕入れ）しているもの 36.3％

他の団体が企画・実施するプログラムを代理販売（受託販売）しているもの 5.0％

計 100.0％

表2 観光プログラムの企画・実施方法別比率の平均

＊回答を得た59の組織について、販売している観光プログラムの数の企画・実施方法別比率を算出し、その平均を取った。
資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査」
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観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
発
信
の

方
法

情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て
は
、『
組

織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
』

が
九
四・一
％
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も

高
く
、『
組
織
の
作
成
し
た
印
刷
物
』
が

八
五・
三
％
、『
組
織
の
事
務
所
・
窓
口
』

が
七
五・〇
％
と
続
い
て
い
る
（
図
２
）。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
ル
ー
ト

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
方
法
に
つ
い

て
全
体
的
な
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
販

売
ル
ー
ト
別
の
比
率
に
つ
い
て
平
均
を
見

る
と
、『
参
加
者
に
直
接
販
売
し
て
い
る

も
の
（
直
接
販
売
）』
の
比
率
が
七
五・一

％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
『
旅
行
会
社
の

旅
行
商
品
の
一
部
と
し
て
販
売
し
て
い
る

も
の
（
卸
売
販
売
）』
が
一
一・五
％
、『
直

接
販
売
と
卸
売
販
売
の
両
方
を
行
っ
て

い
る
も
の
』
が
一
三・五
％
と
な
っ
て
お
り
、

“
直
接
販
売
”が
主
と
な
っ
て
い
る（
表
３
）。

直
接
販
売
の
申
し
込
み
・
受
付
の

方
法

『
参
加
者
に
直
接
販
売
し
て
い
る
も
の

（
直
接
販
売
）』
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
申
し
込
み
・
受
付
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
全
体
的
な
傾
向
を
把
握
す
る
た

め
、
申
し
込
み
・
受
付
方
法
別
の
比
率

の
平
均
を
見
る
と
、『
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
』

が
六
二・
七
％
、『
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
』
が

一
六・二
％
、『
店
頭
に
来
訪
し
て
の
受
付
』

が
一
〇・六
％
と
な
っ
て
い
る
（
表
４
）。

4観光文化224号 January 2015

採算性 回答数 比率

採算が合う（事業として黒字の状態にある） 13 19.1%

採算はほぼ“収支トントン”である 12 17.6%

採算は合わない（事業として赤字の状態にある） 42 61.8%

わからない 1 1.5%

計 68 100.0%

表5 観光プログラムの販売を単体の事業として見た場合の採算性

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査」

販売ルート 比率の平均

参加者に直接販売しているもの（直接販売） 75.1％

旅行会社の旅行商品の一部として販売しているもの（卸売販売） 11.5％

直接販売と卸売販売の両方を行っているもの 13.5％

計 100.0％

表3 観光プログラムの販売ルート別比率の平均

＊�回答を得た58の組織について、販売している観光プログラムの数の販売ルート別比率を算出し、そ
の平均を取った。
資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査」

申し込み・受付方法 比率の平均

店頭に来訪しての受付 10.6％

電話・ファクス 62.7％

電子メール 9.4％

ウェブサイト 16.2％

その他 1.2％

計 100.0％

表4 申し込み・受付方法別比率の平均

＊�回答を得た62の組織について、申し込み・受付方法別の比率の平均を取った。
資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査」

図2 観光プログラムの情報発信の方法（複数回答）　（N=68）
20％ 40％ 60％ 80％ 100％0％

組織のホームページ・ブログ・SNS 94.1％

85.3％

75.0％

41.2％

36.8％

36.8％

35.3％

30.9％

27.9％

25.0％

23.5％

16.2％

7.4％

組織の作成した印刷物

組織の事務所・窓口

旅行ガイドブック・雑誌

市町村の作成した印刷物

広域の行政・協議会などの作成した印刷物

フリーペーパー・無料情報誌

市町村のホームページ・ブログ・SNS

テレビやラジオの番組

その他有料情報誌

広域の行政・協議会などの
ホームページ・ブログ・SNS

地域外の旅行会社のホームページ・
ブログ・SNS・印刷物・窓口など

その他

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関
するアンケート調査」

224観光文化_特集1_P2_P9.indd   4 2015/01/08   13:39



っ
て
補
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に

取
り
組
む
目
的

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
取
り
組
む

目
的
に
つ
い
て
見
る
と
、「
強
く
意
識
し

単
体
の
事
業
と
し
て
見
た
場
合
の

採
算
性

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
を
単
体
の
事

業
と
し
て
見
た
場
合
の
採
算
性
に
つ
い
て

見
て
み
る
と
、『
採
算
は
合
わ
な
い
（
事

業
と
し
て
赤
字
の
状
態
に
あ
る
）』
と
す

る
回
答
が
四
二
（
六
一・
八
％
）
で
最
も

多
く
、
次
い
で
『
採
算
が
合
う
（
事
業

と
し
て
黒
字
の
状
態
に
あ
る
）』
が
一
三

（
一
九・一
％
）、『
採
算
は
ほ
ぼ
“
収
支
ト

ン
ト
ン
”
で
あ
る
』
が
一
二
（
一
七・六
％
）

と
な
っ
て
い
る
（
表
５
）。

組
織
の
収
入
の
内
訳

組
織
の
収
入
に
つ
い
て
全
体
的
な
傾
向

を
把
握
す
る
た
め
、
各
項
目
の
比
率
の
平

均
を
見
て
み
る
と
、『
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
販
売
』
が
二
六・三
％
と
な
っ
て
い
る
一

方
で
、『
行
政
か
ら
の
補
助
金
』
は
そ
れ

を
上
回
っ
て
二
七・四
％
と
最
も
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
か
ら
の

委
託
事
業
や
指
定
管
理
者
と
し
て
の
施

設
の
管
理
運
営
な
ど
が
含
ま
れ
る
『
業
務

委
託
受
任
』
も
そ
れ
に
続
く
二
一・四
％

を
占
め
て
い
る
（
図
３
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
事
業
と
し
て
の
採
算

性
は
低
く
、
収
支
を
公
的
財
源
な
ど
に
よ

て
い
る
」
と
す
る
回
答
が
最
も
多
か
っ
た

の
は
『
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た
地
域

の
魅
力
の
再
発
見
・
誇
り
の
醸
成
』（
五
一

組
織
、
七
五・
〇
％
）
で
あ
り
、
多
く
の

組
織
に
お
い
て
、
主
要
な
目
的
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
地
域
産

品
の
活
用
を
通
じ
た
地
域
経
済
へ
の
貢

献
』（
三
二
組
織
、
四
七・一
％
）
も
そ
れ

に
続
い
て
い
る
。

一
方
、「
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
い
」

と
す
る
回
答
が
見
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、

『
地
域
人
材
の
活
用
を
通
じ
た
雇
用
創
出
』

5 特集◉地域発観光プログラムの流通・販売——「売れる」とは
特集1 観光推進組織による地域発観光プログラムの現状と課題

図3 全収入の項目別の比率（平均）　（N=52）

20％

40％

60％

80％

100％

0％
全体

＊�有効な回答を得た52の組織について、収入の各項目の比率の平均を取った。
資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査」

■ その他

■ 行政からの補助金

■ 会費収入

■ 業務委託受任

■ その他自主事業

■ 飲食・物販・宿泊業

■ グッズ製造販売

■ 観光プログラムの販売

21.4％

27.4％

4.3％

3.1％

26.3％

8.7％

7.6％

1.2％

図4 観光プログラムの販売に取り組む目的　（N=68）
20％ 40％ 60％ 80％ 100％0％

①観光プログラムを通じた地域の
魅力の再発見・誇りの醸成

②地域人材の活用を通じた
雇用創出

③地域産品の活用を通じた
地域経済への貢献

④観光プログラムでの活用を通じた
地域資源の保全

⑤自組織の事業における
主要な収入源として

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査」

■ 強く意識している　■ やや意識している　■ あまり意識していない
■ ほとんど意識していない　■ 無回答

75.0％

22.1％

47.1％

38.2％

41.2％ 32.4％ 20.6％ 4.4％ 1.5％

47.1％ 11.8％ 2.9％

45.6％ 5.9％ 1.5％

54.4％ 14.7％ 7.4％ 1.5％

22.1％ 1.5％

1.5％
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6観光文化224号 January 2015

し
て
い
く
と
す
る
意
向
が
強
い
（
表
６
）。

『
販
路
・
取
扱
規
模
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
る
』
と
す
る
回
答
に
つ
い
て
、
そ
の

理
由
を
見
る
と
「
需
要
が
あ
る
と
信
じ
て

い
る
」「
必
ず
採
算
が
合
う
は
ず
な
の
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
」「
収
入
源
と
し

た
い
」
と
い
っ
た
、
今
後
の
需
要
拡
大
や

採
算
性
の
向
上
、
収
入
源
と
し
て
の
位
置

づ
け
な
ど
、
組
織
の
経
営
面
で
の
効
果
に

期
待
す
る
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
五
組
織
、
七・四
％
）
お
よ
び
『
自
組
織

の
事
業
に
お
け
る
主
要
な
収
入
源
と
し

て
』（
三
組
織
、
四・四
％
）
と
い
っ
た
も

の
が
あ
る
（
図
４
）。

地
域
の
魅
力
の
再
発
見
や
誇
り
の
醸

成
と
い
っ
た
地
域
振
興
の
目
的
が
強
く
、

雇
用
や
組
織
の
収
入
源
と
し
て
の
目
的
に

つ
い
て
は
優
先
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
事
業
と
し
て
の
採
算
性

が
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
現
状
が

背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に

取
り
組
む
方
向
性

今
後
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
取
り

組
む
方
向
性
と
し
て
は
、『
販
路
・
取
扱

規
模
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
』
と
す
る

回
答
が
四
六
（
六
七・
六
％
）
と
七
割
弱

を
占
め
た
。

一
方
、『
現
状
の
販
路
・
取
扱
規
模
の

ま
ま
を
想
定
し
て
い
る
』
と
す
る
回
答
は

一
六
（
二
三・五
％
）、『
販
路
・
取
扱
規
模

を
絞
り
込
む
予
定
で
あ
る
』
と
す
る
回
答

は
四
（
五・
九
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
組
織
に
お
い
て
、
今
後
も
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
販
売
に
つ
い
て
は
規
模
を
拡
大

そ
の
他
、「
地
域
振
興
の
手
段
の
ひ
と

つ
と
し
て
」「
当
地
域
の
良
さ
を
よ
り
多

く
の
お
客
様
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
」

と
い
っ
た
地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
期

待
す
る
意
見
が
見
ら
れ
た
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

流
通・販
売
に
お
け
る
課
題

直
接
販
売
の
課
題

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
通
・
販
売
に
お

け
る
課
題
の
う
ち
、“
直
接
販
売
”
に
関

す
る
も
の
を
見
る
と
、『
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
情
報
発
信
が
十
分
で
は
な
い
』

と
、
六
一・
八
％
が
回
答
し
て
最
も
高
い

割
合
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、『
季
節

や
天
候
、
担
当
す
る
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
内

容
が
左
右
さ
れ
、
安
定
的
に
提
供
で
き
な

い
』が
四
五・六
％
で
続
い
て
い
る（
図
５
）。

自
由
回
答
で
は
、「
ほ
と
ん
ど
自
社
販

売
の
み
で
行
っ
て
い
る
販
路
の
拡
大
」「
顧

客
以
外
の
販
売
ル
ー
ト
を
開
拓
し
切
れ
て

い
な
い
」
と
い
っ
た
販
路
の
不
十
分
さ
に

関
す
る
回
答
や
、「
マ
ス
化
さ
せ
な
い
と
商

品
と
し
て
成
り
立
た
な
い
」「
催
行
人
数
が

十
人
以
上
で
な
い
と
採
算
が
取
れ
な
い
」

「
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
手
数
料
を
い
た
だ
く
の

み
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
採
算

性
の
低
さ
に
関
す
る
回
答
が
見
ら
れ
た
。

以
上
よ
り
、
直
接
販
売
の
課
題
と
し
て
、

・
不
十
分
な
情
報
発
信

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
の
不
安
定
さ

・
不
十
分
な
販
路
開
拓

・
低
い
採
算
性

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

卸
売
販
売
の
課
題

“
卸
売
販
売
”
に
お
け
る
課
題
と
し
て

は
、『
旅
行
会
社
が
要
求
す
る
条
件
（
価

格
、
内
容
、
安
全
管
理
基
準
、
人
数
な
ど
）

を
満
た
さ
な
い
』
が
二
九・四
％
、『
旅
行

会
社
に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
や
そ
の

魅
力
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
』
が

二
七・九
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
６
）。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
自
由
回
答
で
も
、「
商
品

を
取
り
扱
っ
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
や
関
係
づ
く
り
」「
大
手
旅
行
会
社

の
営
業
マ
ン
の
知
識
や
経
験
が
不
足
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
回
答
が
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、「
ツ
ア
ー
内
容
が
顧
客
や
旅

行
会
社
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い

な
い
」「
多
く
の
観
光
客
を
相
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
実
施
可
能
日
も
限
ら
れ

る
」
と
い
っ
た
旅
行
会
社
の
要
求
条
件
と

観光プログラムの販売に取り組む方向性 回答数 比率

販路・取扱規模の拡大を目指している 46 67.6％

現状の販路・取扱規模のままを想定している 16 23.5％

販路・取扱規模を絞り込む予定である 4 5.9％

無回答 2 2.9％

計 68 100.0％

表6 観光プログラムの販売に取り組む方向性

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査」
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の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
指
摘
す
る
意
見
が
見
ら

れ
た
。

以
上
よ
り
、
卸
売
販
売
の
課
題
と
し
て
、

・
旅
行
会
社
の
理
解
（
あ
る
い
は
旅
行

会
社
へ
の
情
報
発
信
）
不
足

・
旅
行
会
社
の
要
求
条
件
と
の
ミ
ス
マ

ッ
チ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

図5 “直接販売”における課題（複数回答）　（N=68）

図6 “卸売販売”における課題（複数回答）　（N=68）

20％

20％

40％

40％

60％

60％

80％

80％

100％

100％

0％

0％

観光プログラムに対する情報発信が
十分ではない

旅行会社が要求する条件（価格、内容、
安全管理基準、人数など）を満たさない

61.8％

29.4％

45.6％

27.9％

35.3％

19.1％

20.6％

10.3％

20.6％

季節や天候、担当するガイドによって
内容が左右され、安定的に提供できない

旅行会社に観光プログラムの存在や
その魅力が十分に理解されていない

顧客が気軽に観光プログラムに参加・
申し込みできる状態になっていない

旅行会社から要求される
取扱手数料が高い

顧客が求めるニーズと、プログラムの
コンセプトや内容がマッチしていない

取引先の旅行会社の販売力が弱い

顧客が求める価格と実際の
観光プログラムの価格がマッチしていない

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアン
ケート調査」

資料：（公財）日本交通公社「観光プログラムの流通・販売に関するアン
ケート調査」

観光プログラムの流通・販売に関するアンケート調査　実施概要

調査項目

・ 組織の概要（旅行業登録の有無と区分、人員数、年間総収
入額、収入構成、主力商品）

・ 観光プログラムの販売状況（造成・仕入れ、販売、申し込み
方法、販売・流通における課題、講じている工夫）

・観光プログラム販売の採算性

・観光プログラム販売の目的

・観光プログラム販売のための情報発信の方法

・観光プログラム販売に対する今後の意向

調査時期 平成26年10月

調査対象 全国の観光協会などの観光推進組織（220組織）

調査方法
調査票を郵便で送付し、ファクスで回収した。回収率を向
上させるため、電話にて回答協力への依頼を行った。

回収数

95組織（回収率43.2％）

うち、観光プログラムの販売を行っている68組織を対象と
して分析。

①旅行業登録の区分
組織の属性

旅行業登録の区分 回答数 比率
第2種 20 29.4%
第3種 22 32.4%
地域限定 9 13.2%
登録なし 16 23.5%
無回答 1 1.5%
計 68 100.0%

②人員規模
人員数 回答数 比率

5人未満 5 7.4%
5人～9人 8 11.8%
10人～ 14人 10 14.7%
15人～ 29人 14 20.6%
30人以上 31 45.6%
総計 68 100.0%

③年間総収入額
年間総収入額 回答数 比率
1,000万円未満 5 7.4%
2,000万円未満 3 4.4%
5,000万円未満 14 20.6%
1億円未満 14 20.6%
5億円未満 26 38.2%
5億円以上 5 7.4%
無回答 1 1.5%
総計 68 100.0%
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今
後
の

取
り
組
み
策
を
探
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
「
現
場
か

ら
の
声
」（
10
～
15
ペ
ー
ジ
）
を
踏
ま
え
、

観
光
推
進
組
織
に
よ
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
流
通
・
販
売
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を

整
理
し
、
方
向
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
発
信
や

受
付
応
対

情
報
発
信
は
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流

通
・
販
売
に
お
け
る
主
要
な
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
（
７
ペ
ー
ジ 

図
５
）。

そ
の
中
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
他
、
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
紙
媒
体

や
、
電
話
や
窓
口
で
の
応
対
と
い
っ
た
方

法
を
と
っ
て
い
る
組
織
が
多
い（
４
ペ
ー

ジ 

図
２
）。

ま
た
、
申
し
込
み
や
受
付
に
関
し
て
は
、

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
、
直
接
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
手
段
と
な
っ
て
い

る
（
４
ペ
ー
ジ 

表
４
）。

今
日
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
隆
盛
を
極
め
て
い
る
が
、

「
紙
媒
体
も
依
然
と
し
て
有
効
」（
楠

田
氏
）

「
お
客
様
の
信
頼
感
を
得
る
た
め
に
電

話
口
で
の
応
対
も
重
要
」（
大
西
氏
）

の
よ
う
に
、
直
接
手
に
取
っ
て
も
ら
う
、

あ
る
い
は
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
情
報
を
届
け
る
ア
ナ
ロ
グ
な
発

信
の
方
法
や
申
し
込
み
受
付
の
有
効
性

が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、『
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
の
番
組
』（
４
ペ
ー
ジ 

図
２
）

に
つ
い
て
は
他
の
情
報
発
信
手
段
と
比
較

す
る
と
回
答
し
た
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
が
、

「
公
的
な
媒
体
は
情
報
に
信
頼
感
が
得

ら
れ
、
申
し
込
み
に
つ
な
が
る
」（
大

西
氏
）

の
よ
う
に
、
報
道
発
表
（
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
）
な
ど
を
通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
に
報
道
と

し
て
取
り
組
み
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
、

い
わ
ゆ
る
“
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
”
も
情
報
発

信
の
手
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
費
用
が

ほ
と
ん
ど
掛
か
ら
な
い
こ
と
に
加
え
て
、

数
多
く
の
人
々
に
情
報
を
届
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
費
用
対
効
果
が
高
い
。
た
だ
し
そ

の
反
面
、
自
ら
行
う
広
告
宣
伝
と
は
異
な

り
、
必
ず
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら

え
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ

に
結
果
が
出
な
く
と
も
、
腰
を
据
え
て
情

報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
心
構
え
が
必

要
で
あ
り
、
楠
田
氏
か
ら
も
同
様
の
趣
旨

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
各
地
の
組
織
が
取
り
組
み
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

「
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
、
ま
ず
は
試

行
的
に
で
も
実
際
に
参
加
者
を
受
け

入
れ
て
そ
の
様
子
や
改
善
の
過
程
も

含
め
て
情
報
発
信
し
て
い
く
の
が
よ

い
」（
楠
田
氏
）

の
よ
う
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
試
行
を
重

ね
、
そ
の
過
程
も
含
め
て
情
報
発
信
し
て

い
く
姿
勢
も
重
要
で
あ
る
。

連
携
先
と
し
て
の
旅
行
会
社
と
の

関
係

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
ベ
ー
ス
の
平
均
で
見
た

場
合
、
直
接
販
売
と
旅
行
会
社
へ
の
提
供

の
両
方
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
含
め
る
と
、

約
九
割
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
直
接
参
加

者
に
販
売
し
て
い
る
（
４
ペ
ー
ジ 

表
３
）

現
状
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
旅
行
会
社
を
介
し
た
販
売

が
主
流
で
な
い
現
状
に
つ
い
て
は
、ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
結
果（
７
ペ
ー
ジ 

図
６
）や
、

「
旅
行
会
社
の
旅
行
商
品
は
多
く
の
立

ち
寄
り
地
が
組
み
込
ま
れ
、
一
カ
所

当
た
り
の
滞
在
時
間
が
限
ら
れ
る
た

め
、
お
客
様
に
伝
え
た
い
内
容
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
に
く
い
」（
楠
田
氏
）、

「
ツ
ア
ー
の
魅
力
を
旅
行
会
社
の
担
当

者
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と

が
多
く
、
取
引
を
断
ら
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
」（
大
西
氏
）

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
提
供
に
あ
た

っ
て
条
件
が
折
り
合
わ
な
い
こ
と
や
旅
行

会
社
（
の
担
当
者
）
が
内
容
を
よ
く
理
解

し
て
い
な
い
た
め
に
売
れ
な
い
、
と
い
っ

た
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
販
売
を
事
業
と
し
て
見
た
場
合

に
採
算
性
が
低
い
現
状
が
あ
る
中
で
、

「
事
業
経
営
の
安
定
性
と
い
う
視
点
か

ら
は
、旅
行
会
社
を
通
じ
た
方
が
集
客

し
や
す
く
収
益
も
大
き
い
」（
楠
田
氏
）

の
よ
う
に
、
旅
行
会
社
が
有
す
る
販
売
力

や
流
通
ル
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
は
、「
経

営
的
な
安
定
性
」「
規
模
拡
大
の
可
能
性
」

と
い
っ
た
点
で
は
大
き
な
利
点
を
持
っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
各
組
織
に
お
い
て
、
経
営
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的
な
安
定
性
や
規
模
拡
大
を
志
向
す
る

場
合
に
は
、
所
要
時
間
の
短
縮
化
や
ガ
イ

ド
内
容
の
平
準
化
な
ど
、
旅
行
会
社
の
商

品
に
組
み
込
ん
で
も
ら
い
や
す
く
す
る
た

め
の
工
夫
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
旅
行
会
社
（
の
担
当
者
）
に
対

し
て
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
機
会
な
ど
を

活
用
し
た
営
業
訪
問
や
、
各
種
資
料
の

送
付
、
担
当
者
を
招
い
た
視
察
会
の
実
施

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
継
続
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
価
値
に
つ
い
て
理
解

度
を
高
め
る
努
力
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
際
留
意
し
た
い
の
は
旅
行
会
社
と

の
連
携
に
あ
た
っ
て
の
意
識
で
あ
る
。
筆

者
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
地
域
に
お
い

て
、
観
光
協
会
な
ど
、
観
光
推
進
組
織
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
事
業
に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
中

で
地
域
関
係
者
や
行
政
の
方
か
ら
聞
か
れ

る
の
は
、
旅
行
会
社
と
連
携
さ
え
で
き
れ

ば
、
一
気
に
販
路
が
開
拓
で
き
る
の
で
は
、

と
い
う
強
い
期
待
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
旅
行
会
社
の
送
客
に
頼
り
す
ぎ
る
と
、

数
字
が
変
動
し
た
時
に
受
け
る
影
響

も
大
き
い
た
め
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
販
売
努
力
を
大
事
に
し
た
い
」（
高

野
氏
）

の
よ
う
に
、
過
度
に
期
待
・
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
販

路
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
し
な
が
ら
、
あ
く

ま
で
販
売
方
法
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て

捉
え
る
意
識
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
流
通
・
販
売
の

採
算
性
か
ら
見
え
る
こ
と

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
れ
ば
、
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
を
単
体
の
事
業
と
し
て

見
た
場
合
、『
採
算
は
合
わ
な
い
（
事
業

と
し
て
赤
字
の
状
態
に
あ
る
）』
と
す
る

回
答
が
六
割
、『
採
算
は
ほ
ぼ
“
収
支
ト

ン
ト
ン
”
で
あ
る
』
と
す
る
回
答
が
二
割

弱
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
（
４
ペ
ー

ジ 

表
５
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
販

売
を
単
体
の
事
業
と
し
て
見
た
場
合
、
必

ず
し
も
大
き
な
利
益
が
見
込
め
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
、
組
織
の

収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、『
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
販
売
』が
占
め
る
割
合
よ
り
も『
行

政
か
ら
の
補
助
金
』
の
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
か
ら
の
委
託
事
業

や
指
定
管
理
者
と
し
て
の
施
設
の
管
理
運

営
な
ど
が
含
ま
れ
る
『
業
務
委
託
受
任
』

も
、
そ
れ
に
続
く
高
い
比
率
を
占
め
て
い

る
（
５
ペ
ー
ジ 

図
３
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
行
政
か
ら
の
委
託
収
入
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
赤
字
を
免
れ
て
い
る
」（
楠

田
氏
）

の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
販
売
だ
け
で
は
採
算
が
合
わ
な
い
現
状

が
あ
る
中
で
、
補
助
金
も
し
く
は
業
務

の
受
託
・
受
任
と
い
う
形
で
、
行
政
か
ら

公
的
な
財
源
に
よ
る
収
入
を
得
る
こ
と
で
、

組
織
と
し
て
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。

一
方
で
、
今
後
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

流
通
・
販
売
に
取
り
組
む
方
向
性
と
し
て
、

今
後
の
需
要
拡
大
や
採
算
性
の
向
上
、
収

入
源
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
ど
の
組
織
の

経
営
面
で
の
効
果
や
、
地
域
活
性
化
の
手

段
と
し
て
の
期
待
か
ら
、『
販
路
・
取
扱

規
模
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
』
と
す
る

前
向
き
な
回
答
が
七
割
弱
と
な
っ
て
い
る

（
６
ペ
ー
ジ 
表
６
）。

こ
れ
に
関
し
て
は
、

「
公
益
性
を
持
っ
た
施
設
・
組
織
と
し

て
、
必
ず
し
も
大
き
な
収
益
は
見
込

め
な
い
が
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
伝
え
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

販
売
は
引
き
続
き
続
け
て
い
き
た
い

し
、
そ
れ
が
役
割
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
」（
高
野
氏
）

と
い
っ
た
明
確
な
コ
メ
ン
ト
が
位
置
づ
け

と
方
向
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
観
光

推
進
組
織
と
し
て
、
地
域
振
興
や
地
域
活

性
化
に
対
す
る
期
待
や
使
命
が
取
り
組

み
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
際
、
利
益
を
追
求
す
る
民
間
企

業
と
同
様
に
合
理
的
な
経
営
判
断
を
求

め
る
こ
と
は
難
し
く
、
多
く
の
場
合
に
お

い
て
不
採
算
を
前
提
と
し
た
事
業
経
営

が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
行
政
が
公
的
な
財
源

を
も
っ
て
下
支
え
す
る
こ
と
も
必
要
に
な

ろ
う
。

ま
た
、
流
通
・
販
売
の
面
に
限
ら
ず
、

行
政
に
は
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実

施
を
担
う
ガ
イ
ド
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
の
人
材
育
成
、
あ
る
い
は
地
域
内
の

関
係
者
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

い
っ
た
面
で
取
り
組
み
を
側
面
支
援
す
る

役
割
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
か
ん
の　

ま
さ
ひ
ろ
）
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観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
販
売
・
流
通
の
状
況

地
元
の
漁
師
さ
ん
が
操
縦
す
る
小
型

漁
船
で
海
上
の
奇
岩
岩
穴
を
巧
み
に
く

ぐ
り
抜
け
る
「
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ
」
な
ど
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
そ

れ
ら
を
組
み
込
ん
だ
着
地
型
の
旅
行
商
品

を
年
間
約
六
十
販
売
し
て
い
ま
す
。

年
間
で
約
一
万
人
の
お
客
様
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
客
へ
の
直
接
販
売

と
旅
行
会
社
経
由
の
割
合
は
売
り
上
げ
ベ

ー
ス
で
お
お
む
ね
八
対
二
と
な
っ
て
い
ま

す
。
バ
ラ
ン
ス
的
に
こ
れ
く
ら
い
の
割
合

が
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
三

陸
地
方
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
そ
う
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

第
三
種
旅
行
業
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
ん
だ
着
地
型

の
旅
行
商
品
も
土
日
を
中
心
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ち
ら

は
集
客
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
が
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
交
通
手
段

を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
旅
行
商
品
（
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
）
と
し
て
は
売
れ
て
お
ら

ず
、
単
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
売
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

情
報
発
信
は
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と

チ
ラ
シ
の
二
段
構
え
で

個
人
客
へ
の
直
接
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、

大
型
連
休
と
お
盆
休
み
の
前
に
は
岩
手
県

内
の
新
聞
に
広
告
を
打
ち
ま
す
。
そ
れ
以

外
は
で
き
る
だ
け
費
用
を
掛
け
ず
に
情
報

発
信
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
番
組
や
新
聞
な

ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
記
事
と
し
て
取
り
組

み
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
、い
わ
ゆ
る“
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ
”の
活
用
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
は
、

チ
ラ
シ
な
ど
紙
媒
体
も
依
然
と
し
て
有
効

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
印
刷
費

も
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ま

ず
は
地
元
、
次
に
都
市
部
の
主
要
な
テ
レ

ビ
局
、と
い
っ
た
よ
う
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

対
象
と
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
そ
の
上

で
ふ
ら
っ
と
田
野
畑
村
に
来
訪
さ
れ
る
観

光
客
を
対
象
と
し
て
、
道
の
駅
や
宿
泊
施

設
に
チ
ラ
シ
を
配
置
す
る
、
と
い
う
二
段

構
え
の
方
法
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、Facebook

やTw
itter

と
い
っ

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
に
対

し
て
の
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
は
効
果

的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
く
知
ら
な
い

人
に
対
し
て
は
そ
も
そ
も
情
報
と
し
て
引

っ
掛
か
っ
て
こ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

旅
行
会
社
に
商
品
の
内
容
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫

旅
行
会
社
と
の
関
係
で
言
う
と
、サ
ッ

パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
は
一
人
三
、五
〇
〇

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
な
二

泊
三
日
の
旅
行
に
組
み
込
む
と
、
そ
の
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
当
初

高
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
実
際
に
値
下
げ
の
要
求
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
来
価
格
競
争
の
し
わ
寄
せ
は
地
域
に

来
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
旅
行
会
社
の
担
当
者
が
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
を
ご
存
じ
な
い
の
で
高
い
と
い

う
印
象
を
持
た
れ
た
側
面
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
実
際
に
、
そ
の
後
、
年
に
数
回
は

旅
行
会
社
の
担
当
者
を
訪
問
し
て
内
容

観
光
推
進
組
織
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」「
一
般
社
団
法
人
」「
指
定

管
理
者
と
し
て
の
民
間
企
業
」
と
い
っ
た
異
な
る
法
人
格
を
持
つ
三
組

織
を
取
り
上
げ
、
現
場
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
担
当
者
に
地
域
発
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
整
理
い
た
だ
い
た
。

現場からの
声

岩
手
県
・
田
野
畑
村
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

事
務
局
長　
　

楠
田 

拓
郎

サッパ船アドベンチャーズ
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に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

写
真
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
を
送
付
し
た
り
、
あ
る
い
は
田
野
畑
村

ま
で
視
察
に
お
招
き
し
た
り
と
い
っ
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
と
価
格
に
見
合
っ
た
価
値
を
伝
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、旅
行
商
品
と
し
て
扱
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、

全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
番
組
で
放
送
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
知
り
合
い
の

旅
行
会
社
の
担
当
者
に
知
ら
せ
て
内
容
を

把
握
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

旅
行
会
社
の
商
品
に
組
み
込
ん
で
も

ら
い
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
所
要
時
間
を
一

時
間
程
度
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
旅
行
会
社
か
ら
は
ガ
イ
ド
の

解
説
の
内
容
（
話
の
内
容
や
見
せ
る
写
真

な
ど
）
を
平
準
化
し
て
ほ
し
い
、
と
い
っ

た
要
望
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、

ガ
イ
ド
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

内
容
を
定
型
化
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
場
合
に
も
、
定
型
化

す
る
部
分
は
全
体
の
四
～
五
割
と
し
、
残

り
は
ガ
イ
ド
の
創
意
工
夫
で
個
性
が
出
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

旅
行
会
社
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
コ
ス
ト
が

掛
か
ら
な
い
内
容
で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け

改
善
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
「
粘
り
強
さ
」
と

「
ス
ピ
ー
ド
感
」
が
必
要

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
流
通
さ
せ
て
い
く

に
あ
た
っ
て
の
取
り
組
み
は
、
す
ぐ
に
成

果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
は
情
報
を
発
信
し

続
け
る
こ
と
で
担
当
者
の
潜
在
意
識
に
訴

え
か
け
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
数
年
の
間

は
参
加
者
が
な
く
て
も
我
慢
し
て
や
り
続

け
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
言
い
換

え
る
と
、
地
域
の
姿
勢
と
し
て
必
要
な
の

は
こ
う
い
っ
た
一
種
の
「
粘
り
強
さ
」
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
も

重
要
視
し
て
い
ま
す
。
試
行
的
に
で
も
実

際
に
参
加
者
を
受
け
入
れ
て
、
ニ
ー
ズ
を

聞
こ
う
と
い
う
態
勢
や
心
構
え
が
必
要
で

す
。
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
実
際
に
や
っ
て
み
て
、

そ
の
様
子
や
改
善
の
過
程
も
含
め
て
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
発
信
し

て
い
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
地
域
の
魅
力
を
伝
え
や
す
い

個
人
客
が
メ
イ
ン

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
年
間
約
四
千
万
円

の
収
入
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
補
助
金
な

ど
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
社

売
り
上
げ
が
メ
イ
ン
で
あ
る
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
田
野
畑
村
か

ら
の
委
託
収
入
が
収
入
全
体
の
約
一
〇
％

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
赤
字
を

免
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

事
業
経
営
の
安
定
性
と
い
う
視
点
か

ら
見
た
場
合
、
田
野
畑
村
は
交
通
の
便
が

良
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
旅
行
会
社
を
通

じ
て
の
方
が
集
客
し
や
す
い
面
が
あ
り
収

益
も
大
き
い
の
は
確
か
で
す
。
た
だ
、
旅

行
会
社
の
旅
行
商
品
は
ど
う
し
て
も
一
つ

の
旅
行
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
立
ち
寄
り

地
が
組
み
込
ま
れ
、
一
カ
所
当
た
り
の
滞

在
時
間
が
限
ら
れ
る
た
め
に
、
お
客
様
に

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
私
た
ち
が
お

伝
え
し
た
い
内
容
を
理
解
い
た
だ
く
の
が

難
し
い
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。

観
光
客
に
喜
ん
で
も
ら
う
の
は
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
地
域
活

性
化
と
い
う
目
的
に
対
す
る
手
段
で
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
疲
れ
て
し
ま

っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

取
り
扱
い
の
規
模
拡
大
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
よ
り
地

域
の
魅
力
を
伝
え
や
す
い
個
人
の
お
客
様

を
メ
イ
ン
に
と
捉
え
て
い
ま
す
。

楠
田
拓
郎
（
く
す
だ 

た
く
ろ
う
）

一
九
八
一
年
東
京
都
生
ま
れ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・

た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
。
大
学
卒
業
後
、

都
内
生
協
に
就
職
す
る
が
二
年
半
で
退
職
。
一
年
以
上

日
本
各
地
を
旅
し
、
観
光
業
を
志
し
二
〇
〇
六
年
よ
り

現
職
。
事
務
局
と
し
て
観
光
客
の
受
付
窓
口
業
務
を
す

る
傍
ら
、
自
ら
ガ
イ
ド
と
し
て
現
場
に
出
か
け
る
。
移

住
者
の
視
点
で
田
野
畑
村
の
魅
力
を
ど
う
観
光
客
へ
伝

え
る
か
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

ガイド研修の風景
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観
光
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の
状
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「
な
べ
く
ら
高
原
・
森
の
家
」
は
、
飯

山
市
最
北
部
の
な
べ
く
ら
高
原
に
あ
る
施

設
で
す
。
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
は

喫
茶
や
各
種
研
修
に
利
用
で
き
る
セ
ン
タ

ー
ハ
ウ
ス
や
、
森
に
囲
ま
れ
た
十
棟
の
コ

テ
ー
ジ
、
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
半
野

外
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

随
時
実
施
し
て
い
る
も
の
と
、
特
定
の

日
時
を
設
定
し
て
実
施
す
る
も
の
を
合
わ

せ
る
と
、
年
間
で
約
二
百
の
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
販
売
し
て
お
り
、一
万
人
ほ
ど
の
参

加
者
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
あ
ら
か
じ
め

日
時
を
設
定
し
て
実
施
す
る
も
の
は
、ほ

ぼ
全
て
に
参
加
が
あ
る
と
い
う
状
況
で
す
。

販
売
し
て
い
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全

て
が
自
社
ス
タ
ッ
フ
も
し
く
は
二
百
四
十

人
ほ
ど
い
る
市
民
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
っ
て
企
画
、
実
施
さ
れ
ま
す
。
完
全
に

自
社
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
実
施
す
る
も
の
だ

け
で
も
五
割
以
上
に
な
り
ま
す
。

販
売
方
法
の
内
訳
は
、
人
数
ベ
ー
ス
で
、

・
直
接
販
売
が
七
割

・
局
内
観
光
部
門
経
由
が
二
割

・
大
都
市
圏
の
旅
行
会
社
経
由
が
一
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
比
率
は
意
図
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
き
な
知
名
度
を
持
つ
観
光

地
で
な
い
だ
け
に
、
旅
行
会
社
の
送
客
に

頼
り
す
ぎ
る
と
、
何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ

て
そ
の
数
字
が
変
動
し
た
時
に
受
け
る
影

響
も
大
き
い
た
め
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

販
売
努
力
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
考
え

が
あ
り
、
そ
れ
が
表
れ
た
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。

メ
イ
ン
は
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
の
情
報
発
信

参
加
者
に
占
め
る
リ
ピ
ー
タ
ー
割
合

は
五
～
六
割
と
な
っ
て
お
り
、
森
の
家
の

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
お
い
て
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
持
つ
力
は
大
変
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
約
七
千
五
百

人
分
の
顧
客
リ
ス
ト
を
持
っ
て
お
り
、
Ｄ

Ｍ
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
五
～
十
一
月
、
十
二

月
か
ら
冬
、
五
月
の
大
型
連
休
、
夏
休

み
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
対
象
と
し
て
各

三
万
部
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
例

え
ば
十
年
前
に
は
頻
繁
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
て
も
、
こ
こ
五
年
間
で
利
用

が
な
い
お
客
様
は
リ
ス
ト
か
ら
外
す
な
ど
、

現
時
点
で
よ
り
参
加
の
見
込
み
が
あ
る
客

層
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

森
の
家
と
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設

し
て
お
り
、
そ
こ
で
も
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
に
対

し
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す
る
と

と
も
に
、
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
で
情
報
を

送
り
、
リ
ン
ク
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

誘
導
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
お
客
様
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
年
間
の
予
定
を
伝
え
て
お

く
と
、
そ
れ
を
心
に
留
め
て
お
い
て
、
そ

の
時
期
に
予
定
が
合
え
ば
参
加
す
る
と
い

っ
た
申
し
込
み
の
パ
タ
ー
ン
が
多
い
よ
う

で
す
。

ま
た
、
地
元
や
首
都
圏
の
ア
ウ
ト
ド
ア

シ
ョ
ッ
プ
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
来
訪
す
る
お

客
様
は
、
こ
の
情
報
源
を
参
考
に
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
活
用

大
き
な
広
告
予
算
を
掛
け
ら
れ
な
い
の

で
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
報
道
発
表
（
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
）
資
料
を
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど

に
送
付
す
る
だ
け
で
す
が
、

定
期
的
に
情
報
を
発
信

し
続
け
る
こ
と
で
、
担
当

者
が
気
に
掛
け
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
地
元
テ
レ
ビ

局
の
夕
方
六
時
台
の
報

道
の
番
組
で
は
、
そ
の
日

長
野
県
・
飯
山
市
か
ら

一
般
社
団
法
人
信
州
い
い
や
ま
観
光
局

な
べ
く
ら
高
原
・
森
の
家　

支
配
人　
　

高
野 

賢
一

リピーター向けパンフレット
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に
放
送
す
る
内
容
を
探
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、「
ネ
タ
に
困
っ
た
ら
森
の
家
に
聞

け
」
と
い
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら

い
や
す
く
す
る
た
め
、
発
信
す
る
側
と
し

て
も
「
目・

・

・

・

新
し
さ
」
や
「
公・

・

・
益
性
」
と
い

っ
た
点
に
留
意
し
て
情
報
発
信
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

旅
行
会
社
と
の
関
係

局
内
観
光
部
門
か
ら
送
客
さ
れ
る
二

割
の
う
ち
の
さ
ら
に
八
割
が
学
校
な
ど
の

団
体
で
す
。
信
州
い
い
や
ま
観
光
局
は
第

二
種
の
旅
行
業
登
録
を
行
っ
て
お
り
、「
飯

山
旅
々
。」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
宿
泊
や
交
通
手
段
を
組
み

合
わ
せ
た
着
地
型
の
旅
行
商
品
も
造
成

し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
組
み
入
れ
ら
れ

る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
は
全
体
の

二
～
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
会
社
経
由
の
一
割
は
ほ
と

ん
ど
が
生
協
の
旅
行
部
門
で
あ
る
コ
ー
プ

ト
ラ
ベ
ル
経
由
で
す
。
実
際
に
は
飯
山
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
し
て
受
け

入
れ
て
お
り
、観
光
協
会
や
農
協
が
間
に

入
る
た
め
、
森
の
家
と
し
て
旅
行
会
社
と

直
接
や
り
と
り
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、受
け
入
れ
の
内
容
に
つ
い
て

は
地
域
側
か
ら
提
案
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
伝
え
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売

地
域
発
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
自
然
や
歴
史
、
生
活
文
化
と
い
っ
た

地
域
な
ら
で
は
の
内
容
に
興
味
の
あ
る
お

客
様
の
参
加
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
売
り
上
げ
を
拡
大
し
よ

う
と
対
象
を
広
げ
る
と
、
他
の
お
客
様
に

は
内
容
が
響
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
番
の
農
村
体
験
や
、
非
日
常
的
な

体
験
を
提
供
す
れ
ば
、
都
市
部
の
お
客

様
が
確
実
に
反
応
す
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
内
容
と
私

た
ち
が
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
お
伝

え
し
た
い
こ
と
、
感
じ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
と
の
間
に
は
若
干
の
距
離
が
あ
る
の
が

現
状
で
す
。

森
の
家
で
提
供
す
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
も
、
三
百
人
以
上
の
参
加
が
あ
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
十
人
以
下
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
宿
泊
と
体
験
（
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
と
い
う
大
き
な
事
業
の
柱
が

あ
り
ま
す
が
、
赤
字
で
は
な
い
ま
で
も
大

き
く
利
益
が
出
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。
も
ち
ろ
ん
宿
泊
と
体
験

を
セ
ッ
ト
で
売
っ
て
い
る
こ
と
で
旅
行
商

品
を
作
る
際
に
は
小
回
り
が
利
く
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。

今
後
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
な
ど

一
定
の
収
益
性
が
見
込
め
る
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
取
り
扱
い
を
伸
ば
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
公
益
性
を
持
っ
た
施
設
・
組
織
と
し
て
、

必
ず
し
も
大
き
な
収
益
は
見
込
め
な
い
が
、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
伝
え
る
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
は
引
き
続
き
続
け

て
い
き
た
い
で
す
し
、
そ
れ
が
私
た
ち
の

役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

商
品
を
作
る
こ
と
に
は
力
を
掛
け
ら

れ
て
も
、
販
売
の
段
階
で
は
大
き
な
資
金

と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
掛
け
る
こ
と
は
難
し
く
、

ブ
ロ
グ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
発
信
な
ど

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
旅
行
会
社
と
の
連
携
が

有
効
な
方
法
で
あ
る
は
ず
で
す
が
、
現
状

で
は
、
商
品
を
魅
力
的
に
見
せ
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

点
、
今
後
は
地
域
に
密
着
し
た
旅
行
会

社
で
も
あ
る
信
州
い
い
や
ま
観
光
局
経
由

の
販
売
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

高
野
賢
一
（
た
か
の 

け
ん
い
ち
）

一
般
社
団
法
人
信
州
い
い
や
ま
観
光
局　

な
べ
く
ら

高
原
・
森
の
家
支
配
人
。
財
団
法
人
知
床
財
団
で
自
然

解
説
、
野
生
動
物
調
査
や
森
林
再
生
活
動
に
従
事
後
、

二
〇
〇
四
年
に
飯
山
市
に
移
住
。
同
時
に
、
飯
山
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
施
設

「
な
べ
く
ら
高
原
・
森
の
家
」
に
勤
務
、
現
在
に
至
る
。

主
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
・
広
報
・
実
施
、
ガ
イ
ド
養

成
・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
担
当
し
、「
信
越
ト
レ
イ
ル
」

や
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
い
い
や
ま
」
の
事
務
局
運
営

も
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
よ
り
森
の
家
支
配
人
と

し
て
、
宿
泊
用
コ
テ
ー
ジ
や
遊
歩
道
の
管
理
活
用
を
含

め
、
施
設
運
営
全
般
を
見
て
い
る
。

かんじきづくり体験
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観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
販
売
・
流
通
の
状
況

私
た
ち
が
活
動
す
る
山
梨
県
早
川
町

で
は
町
全
体
を
博
物
館
と
見
立
て
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
考
え
方
に
基
づ

い
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
態
計
画
研
究
所
で
は
、
旧
中
学
校

校
舎
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
「
ヘ
ル
シ
ー

美
里
」
と
、
自
然
観
察
が
で
き
る
「
南
ア

ル
プ
ス
邑む

ら

野
鳥
公
園
」（
以
下
、野
鳥
公
園
）

の
二
つ
の
町
営
施
設
を
二
〇
〇
八
年
（
平

成
二
十
年
）
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
し
な
が
ら
、
地
域
の
自
然
や
文
化
を
テ

ー
マ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

・
早
川
町
の
自
然
や
文
化
の
魅
力
を

ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
二
～
三
日

か
け
て
じ
っ
く
り
体
験
す
る
「
エ
コ

ツ
ア
ー
」

・
宿
泊
に
一
～
二
時
間
の
体
験
を
組
み

合
わ
せ
た
「
宿
泊
プ
ラ
ン
」

・
日
帰
り
の
イ
ベ
ン
ト

・
常
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
合
計
で
年
間
七
十

～
八
十
に
な
り
ま
す
。
メ
イ
ン
商
品
は
自

然
や
環
境
教
育
の
専
門
家
に
よ
る
本
物
を

重
視
し
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
あ
り
、
宿

泊
施
設
と
し
て
も
そ
う
い
っ
た
専
門
家
が

経
営
し
て
い
る
と
い
う
点
を
特
徴
と
し
て

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
数
は
、
子
供
さ
ん
を
含
め
て
約

三
千
八
百
人
あ
り
、
う
ち
約
二
千
四
百
人

が
個
人
客
、
約
千
四
百
人
が
学
校
な
ど
の

団
体
客
と
な
っ
て
い
ま
す
。
団
体
も
直
接

申
し
込
み
を
受
け
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
全

て
が
直
接
販
売
で
す
。

多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
る
観
光
地
で

は
な
い
だ
け
に
、
実
際
に
は
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
販
売
だ
け
で
経
営
的
に
成
り
立
た

せ
る
の
は
厳
し
い
の
で
す
が
、
当
社
で
は

地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
と
い
う
公
益
的
な

目
的
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
指
定
管
理
者
と

し
て
宿
泊
施
設
を
運
営
し
て
お
り
、
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
宿
泊
を
一
体
で
販
売
す
る

こ
と
で
利
益
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

参
加
に
あ
た
っ
て
の
情
報
源
と

参
加
者
の
特
徴

お
客
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

ツ
ア
ー
参
加
の
き
っ
か
け
と
し
て
最
も
多

い
の
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
人
数
ベ
ー
ス

で
全
体
の
約
四
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
南
ア
ル
プ
ス
生
態
邑
と
し
て

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
や
「
宿
泊
プ
ラ
ン
」
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
自
社
サ
イ
ト
の
他
、

楽
天
ト
ラ
ベ
ル
や
じ
ゃ
ら
ん
と
い
っ
た
宿

泊
予
約
サ
イ
ト
を
含
み
ま
す
。

次
い
で
、
口
コ
ミ
が
一
五
％
と
な
っ
て

い
て
、
申
し
込
み
が
多
い
の
は
「
エ
コ
ツ

ア
ー
」
に
な
り
ま
す
。
友
人
な
ど
に
紹
介

さ
れ
る
と
信
頼
感
に
つ
な
が
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
ヘ
ル
シ
ー
美
里
や
野
鳥
公
園

の
窓
口
で
の
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ

ラ
シ
を
見
て
の
参
加
が
一
四
％
と
続
い
て

い
ま
す
。
窓
口
で
の
申
し
込
み
は
宿
泊
施

設
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
で
、
宿
泊
客
が

参
加
す
る
と
い
う
相
乗
効
果
も
あ
る
他
、

野
鳥
公
園
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
通
り
す
が

り
に
立
ち
寄
っ
て
申
し
込
む
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
は
、
ヘ
ル
シ

ー
美
里
の
施
設
や
常
設
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
万
部
、「
エ
コ

ツ
ア
ー
」
や
「
宿
泊
プ
ラ
ン
」
を
紹
介
す

る
チ
ラ
シ
を
年
間
一
万
部
と
季
節
ご
と
に

四
千
五
百
部
か
ら
五
千
五
百
部
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

少
し
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
早
川
町

と
品
川
区
が
「
ふ
る
さ
と
交
流
協
定
」
を

結
ん
で
い
る
関
係
で
、
月
三
回
発
行
さ
れ

る
品
川
区
報
（
広
報
し
な
が
わ
）
に
当
社

の
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
の
情
報
が
掲
載
さ
れ

ま
す
。
小
さ
な
記
事
で
す
が
毎
回
反
応
は

よ
く
、
申
し
込
み
の
き
っ
か
け
と
し
て
は

全
体
の
一
〇
％
を
占
め
ま
す
。
費
用
対
効

果
の
面
で
は
と
て
も
有
効
な
方
法
で
す
。

顧
客
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
お
り
、

Ｄ
Ｍ
で
も
ツ
ア
ー
情
報
を
送
り

ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た

参
加
は
全
体
の
五
％
で
、
参
加
者

に
占
め
る
リ
ピ
ー
タ
ー
は
約
五
割

と
な
っ
て
お
り
、
Ｄ
Ｍ
が
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

現
状
で
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
が
主
で

あ
り
、「
宿
泊
プ
ラ
ン
」
へ
の
参
加

山
梨
県
・
早
川
町
か
ら

株
式
会
社
生
態
計
画
研
究
所　

早
川
事
業
所

南
ア
ル
プ
ス
生
態
邑　

所
長
・
主
任
研
究
員　
　

大
西 

信
正

エコツアーの様子
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へ
と
い
か
に
広
げ
ら
れ
る
か
が
課
題
で
す
。

情
報
源
と
な
る
媒
体
に
よ
っ
て
お
客
様

の
特
徴
も
異
な
る
た
め
、
情
報
の
出
し
方

も
若
干
変
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
雑
誌
の
記
事
な
ど
を
見
て
申
し

込
み
い
た
だ
く
お
客
様
、
あ
る
い
は
窓
口

で
申
し
込
み
い
た
だ
く
お
客
様
は
自
然
や

人
文
的
な
内
容
に
興
味
が
あ
り
、
単
価

も
高
め
の
大
人
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
経
由
の
客
層

は
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
い
う
よ
り
は
家

族
で
施
設
そ
の
も
の
を
楽
し
み
た
い
と
い

っ
た
、
も
う
少
し
気
軽
な
参
加
動
機
を
お

持
ち
の
方
が
多
く
、
単
価
も
低
め
に
設
定

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
気
軽
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
反
面
、
キ
ャ
ン
セ
ル
率

も
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

旅
行
会
社
と
の
関
係

旅
行
会
社
か
ら
の
送
客
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
れ
に
海
外
か
ら
の
視
察
や

県
外
か
ら
の
慰
安
旅
行
な
ど
を
受
け
入

れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
旅
行
会
社
が
間

に
入
る
程
度
で
す
。
施
設
の
運
営
を
開
始

し
た
当
初
は
い
わ
ゆ
る
大
手
の
旅
行
会
社

と
の
取
引
も
考
え
て
営
業
に
も
行
き
ま
し

た
が
、
町
内
の
道
路
は
狭
く
な
っ
て
い
る

場
所
も
多
く
、
大
型
バ
ス
が
通
行
で
き
な

い
と
大
手
旅
行
会
社
の
商
品
に
な
り
に
く

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
そ
の
も
の
の
魅
力
を
伝

え
よ
う
と
し
て
も
旅
行
会
社
の
担
当
者
に

理
解
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
多
く
、
取
引

を
断
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
何
よ
り
大
手
の
旅
行
会
社
に
よ
る
団

体
型
の
旅
行
形
態
は
当
社
の
方
針
と
は
マ

ッ
チ
せ
ず
、
必
然
的
に
自
分
た
ち
で
や
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
方
向
性

に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
現
在
は
週
末
や
休
日
に
集

客
が
集
中
し
て
お
り
、
今
後
は
平
日
を
ど

の
よ
う
に
埋
め
て
平
準
化
を
図
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
教

育
旅
行
の
受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
そ
の
場
合
に
は
、
学
校
と
直
接
や
り

と
り
す
る
か
、
あ
る
い
は
教
育
旅
行
に
強

社
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

合
わ
せ
て
個
人
の
お
客
様
を
主
な
対
象
と

し
て
「
生
態
邑
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
「
自
然
の

生
態
」
と“
邑む

ら

”
と
い
う
字
で
表
現
さ
れ

る
「
人
文
」
の
両
分
野
の
専
門
家
が
運
営

し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
醸
し
出
さ

れ
る
よ
う
意
図
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す

る
よ
う
に
、「
生
態
」
と
「
人
文
」
の
両

方
の
要
素
を
強
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

販
売
の
方
法
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

大
西
信
正
（
お
お
に
し 

の
ぶ
ま
さ
）

京
都
府
出
身
。
株
式
会
社
生
態
計
画
研
究
所
早
川

事
業
所 

南
ア
ル
プ
ス
生
態
邑
所
長
・
主
任
研
究
員
。

一
九
八
九
年
か
ら
宮
城
県
金
華
山
島
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

研
究
を
始
め
継
続
中
。
一
九
九
二
年
よ
り
軽
井
沢
で
自

然
ガ
イ
ド
に
な
る
。
二
〇
〇
八
年
よ
り
㈱
生
態
計
画
研

究
所
に
入
社
、
現
在
に
至
る
。
山
梨
県
早
川
町
に
赴
任

し
、
旧
中
学
校
を
改
装
し
た
宿
泊
施
設
「
ヘ
ル
シ
ー
美

里
」
と
「
南
ア
ル
プ
ス
邑
野
鳥
公
園
」
を
拠
点
に
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ご
案
内
で
は
「
思
い
や

り
の
心
と
科
学
の
目
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
講
習
会
も
各
所
で
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
早
川
町
観
光
協
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所
理
事
、
甲
斐
け
も
の
社
中

理
事
、
南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
副
会
長
を
務
め
る
。

コンセプト

み
を
持
つ
旅
行
会
社
と
の
連
携
も
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
信
頼
感
を
得
ら
れ
る
か
が
重
要

販
売
や
流
通
を
考
え
る
際
に
大
事
な
の

は
「
信
頼
感
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
品

川
区
の
広
報
の
よ
う
に
、
媒
体
が
あ
る
程

度
公
的
な
も
の
で
あ
る
と
、
お
客
様
は
掲

載
さ
れ
て
い
る
情
報
に
も
信
頼
感
を
抱
き
、

申
し
込
み
に
つ
な
が
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
チ
ラ
シ
で
情
報
を
見
た
と
し
て
も

す
ぐ
に
は
申
し
込
ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
で
内
容
を
確
認
し
て
お
申
し
込
み
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
際
に

は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
見
栄
え

に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
な

い
と
、
申
し
込
み
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
信
頼
感

を
得
る
た
め
に
は
、
電
話
口

で
の
丁
寧
で
き
め
細
か
い
対

応
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

何
よ
り
一
番
重
要
な
の
は
、

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ・

ン・

セ・

プ・

ト・

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。そ
れ
が
な
い
と
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
も
信
頼
感

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
の
点
は

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
、
当
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事
の
き
っ
か
け
は
、
以
倉
さ
ん
が
大
阪

在
住
時
に
仕
事
を
通
じ
て
「
大
阪
あ
そ

歩ぼ

」
に
出
会
い
、
ま
ち
歩
き
の
魅
力
を
実

感
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

「
大
阪
あ
そ
歩
」
は
、「
長
崎
さ
る
く
」

を
成
功
さ
せ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
茶
谷

幸
治
氏
を
大
阪
市
が
招
い
て
二
〇
〇
八
年

（
平
成
二
十
年
）
に
始
め
た
ま
ち
歩
き
事

業
。
以
倉
さ
ん
は
京
都
へ
移
住
し
た
の
を

機
に
「
京
都
に
も
ま
ち
歩
き
が
あ
れ
ば
」

と
活
動
を
始
め
た
。

「
ま
い
ま
い
」
で
は
、季
節
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
三
カ
月
間
程
度
を
会
期
と
し
、
主
に

週
末
に
集
中
し
て
多
数
の
コ
ー
ス
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
参
加
費
は
一
人
二
、〇
〇
〇

～
二
、五
〇
〇
円
程
度
で
、内
容
に
よ
っ
て

は
二
〇
、〇
〇
〇
円
に
な
る
も
の
も
あ
る

な
ど
、「
長
崎
さ
る
く
」
が
お
お
む
ね
一

コ
ー
ス
五
〇
〇
円
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す

る
と
単
価
は
高
い
。

「
ま
い
ま
い
」
と
は
京
都
の
言
葉
で
「
う

ろ
う
ろ
す
る
」
と
い
う
意
味
。
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は
「
京
都
の
住
民
が
ガ
イ
ド
す
る

京
都
ミ
ニ
ツ
ア
ー
」。
年
間
参
加
者
数
は

約
五
、〇
〇
〇
人
、定
員
稼
働
率
は
八
〇
％

台
後
半
以
上
を
保
っ
て
い
て
高
い︵
表
１
︶。

な
お
グ
ル
ー
プ
向
け
に
は
、
リ
ク
エ
ス
ト

地
域
の
魅
力
を
地
域
か
ら
発
信
す
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
言
え
ば
、
自
然
豊
か

な
地
域
の
事
例
が
多
く
目
立
つ
よ
う
だ
が
、

都
市
部
で
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
ま
ち

歩
き
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
日
本
で
初
め
て
の
ま
ち
歩
き
博
覧

会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
長
崎
さ
る
く

博
’06
」（
二
〇
〇
六
年
）
の
成
功
を
き
っ

か
け
に
、
地
域
活
性
化
策
と
し
て
「
ま
ち

歩
き
」
へ
の
注
目
度
は
高
ま
り
、
ガ
イ
ド

の
養
成
や
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
が
増
加
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
「
長
崎
さ
る
く
」︵
22

ペ
ー
ジ
︶を
き
っ
か
け
と
し
て
そ
の
土
地

独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
事
業
の
中
で
、

筆
者
が
注
目
し
て
い
る
「
ま
い
ま
い
京

16

久
保
田 

美
穂
子 2

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売

―
―
「
ま
ち
は
生
き
も
の
」、「
関
係
づ
く
り
」が「
集
客
」へ

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
研
究
情
報
室
長
・
主
任
研
究
員

観光文化224号 January 2015

以
倉
敬
之
（
い
く
ら 

た
か
ゆ
き
）
氏

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
高
校
中
退
後
、吉
本
興

業
の
子
会
社
勤
務
。
二
〇
〇
七
年
株
式
会
社
イ

ロ
ト
リ
を
設
立
し
代
表
取
締
役
就
任
、二
〇
一
一

年
「
ま
い
ま
い
京
都
」
を
開
始
、
現
在
に
至
る
。

都
」「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」
を
取
り
上
げ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
流

通
・
販
売
拡
大
の
た
め
の
考
え
方
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
、
会
話
の
や
り
と

り
の
中
か
ら
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

売
り
方
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

ま
い
ま
い
京
都

ま
ず
は
京
都
へ
「
ま
い
ま
い
京
都
（
以

下
、「
ま
い
ま
い
」）」
の
事
務
局
の
以
倉
敬

之
さ
ん
を
訪
ね
た
。「
ま
い
ま
い
」
は
、
圧

倒
的
に
行
政
に
よ
る
仕
掛
け
、
支
援
に
よ

る
ま
ち
歩
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
い
我
が
国

で
は
数
少
な
い
民
間
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
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に
応
じ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
ツ
ア
ー
も
請

け
負
っ
て
い
る
。

以
倉
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
滞
在
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
一
般

財
団
法
人
京
都
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
と

組
ん
で
「
ま
い
ま
い
京
都
実
行
委
員
会
」

を
発
足
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）、

第
一
回
の
「
ま
い
ま
い
京
都
」
は
開
催
さ

れ
た（
全
三
十
コ
ー
ス
）。
京
都
市
な
ど
公

的
諸
団
体
か
ら
は
「
後
援
」
な
ど
の
支
援

を
受
け
つ
つ
、
経
理
的
に
は
以
倉
さ
ん
の

個
人
事
業
で
、
京
都
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協

会
が
電
話
窓
口
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

―
徹
底
し
た
顧
客
志
向
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

魅
力
が
強
み

次
の
三
点
が
特
長
的
だ
。

ガ
イ
ド
の
個
性
と

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
価
値

「
ま
い
ま
い
」は
、コ
ー
ス

と
ガ
イ
ド
数
が
と
て
も
多

く
、
直
近
の
二
〇
一
四
年

（
平
成
二
十
六
年
）秋
（
九

～
十
二
月
）
で
は
百
七
十

コ
ー
ス
、ガ
イ
ド
は
一
〇
〇

人
以
上
に
達
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
は
募
集
・
養
成

す
る
も
の
で
は
な
く
、
以

倉
さ
ん
ら
が
「
探・

し・

て・

お・

願・

い・

す・

る・

」
と
こ
ろ
が
「
ま

い
ま
い
」
の
特
徴
だ
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
ガ
イ
ド
紹

介
」
を
見
る
と
、
自
称
と

公
職
混
在
の
極
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
顔
ぶ
れ
が
並
ん
で

い
る
。
女
性
僧
侶
、
京
都
府
立
植
物
園
園

長
、
京
町
家
大
工
棟
梁
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

レ
ポ
ー
タ
ー
、
造
園
会
社
代
表
取
締
役
、

老
舗
呉
服
店
店
主
、
占
い
師
、
妖
怪
の
子

孫（
！
）な
ど
一
部
を
見
て
も
そ
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
驚
か
さ
れ
る
。

以
倉
さ
ん
は
、
知
人
の
紹
介
や
書
籍
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
つ
ぶ
や
き
な
ど
で
、
ユ
ニ

ー
ク
な
発
信
を
し
て
い
る
人
、
仕
事
、
趣

味
で
面
白
い
人
、
何
よ
り
愛
あ
ふ
れ
る

人
を
「
と
に
か
く
探
す
」
と
い
う
の
だ
が
、

そ
の
セ
ン
ス
と
労
力
が
価
値
づ
く
り
の
中

核
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
面
白
い
人
＝
ガ
イ
ド
が
い
れ
ば
コ
ー

ス
は
あ
る
意
味
無
限
に
創
り
出
せ
る
」

と
以
倉
さ
ん
。

ガ
イ
ド
は
対
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

ガ
イ
ド
と
の
関
係
に
も
独
自
性
が
あ
る
。

ガ
イ
ド
に
は
ツ
ア
ー
売
り
上
げ（
参
加
費

×
参
加
人
数
）
の
五
〇
％
が
支
払
わ
れ
る
。

ガ
イ
ド
は
、
事
前
に
ウ
ェ
ブ
掲
載
用
素

材
（
コ
ー
ス
写
真
や
内
容
紹
介
文
、
ル
ー

ト
と
距
離
、
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
顔

写
真
な
ど
）
と
、
当
日
配
布
用
資
料
（
マ

ッ
プ
原
稿
な
ど
）、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を

事
務
局
に
提
出
す
る
。
つ
ま
り
、
コ・

ー・

ス・

	 具体的内容	 備考
コース数	 150コース　　　　　　　　　　　　（14年春）
最少催行人員	 1人	
予約	 電話またはウェブ	 電話は10：00～18：00（水・日・祝休み）
当日受付	 定員に空きがあれば可	
料金	 大人2,000円～2,500円程度	
	 	 最高20,000円まで、幅広く設定あり	
ツアー時間	 2～3時間程度	
ガイド数	 100人以上	
参加者数	 約5,000人　　　　　　　　　　　（13年度）
稼働率（対定員）	 99％　　　　　　　　　　　　			　（14年春）
旅行会社経由率（人数）	 なし	
参加者特性	 	 	
	 満足度	 たいへん良かった79％	 良かった19％、普通2％（13年春）
	 リピーター比率	 79％（図2参照）　　　　　　　　（13年春）
	 府外客	 49％	 大阪府21％、兵庫県10％、滋賀県7％、
	 	 	 他11％（14年春）
	 府内客	 51％	
	 年代層特性	 図1参照	 平均年齢41.77歳（14年春）
資料：HP、パンフレット、ヒアリングにより筆者作成（2014年11月取材時）

表1   「まいまい京都」の概要と参加者

“
軍
都
”
深
草
！
戦
争
の
な
か
の
京
都
を
訪
ね
て
～
師
団

司
令
部
、
軍
道
、
軍
人
湯
…
京
の
戦
争
遺
産
を
歩
く
～

（
ガ
イ
ド
：
京
都
高
低
差
崖
会
崖
長　

梅
林 

秀
行
さ
ん
）

女
性
僧
侶
・
英
月
さ
ん
と
め
ぐ
る
、
仏
光
寺
界
隈
か
ら
大

行
寺
へ
～
仏
教
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
、ミ
ニ
法
話
、ち
ょ
っ
と
か
わ
っ

た
写
経
ま
で
～
（
ガ
イ
ド
：
真
宗
佛
光
寺
派
大
行
寺
副
住

職
英
月
さ
ん
）
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づ・

く・

り・

は・

原・

則・

ガ・

イ・

ド・

が
行
っ
て
い
る
。

な
お
、「
ガ
イ
ド
自
身
が
飽
き
る
と
ツ

ア
ー
の
魅
力
が
落
ち
る
の
で
」、
ニ
ー
ズ

は
あ
っ
て
も
し
ば
ら
く
休
む
（
シ
ー
ズ
ン

を
空
け
る
）
コ
ー
ス
も
あ
る
。
ガ
イ
ド
一

人
が
シ
ー
ズ
ン
中
に
担
当
す
る
ツ
ア
ー
回

数
も
一
回
か
ら
数
回
程
度
。

ガ
イ
ド
自
身
の
緊
張
感
や
ワ
ク
ワ
ク
感

も
参
加
者
を
引
き
つ
け
る
重
要
な
要
素

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

事
務
局
は
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

以
倉
さ
ん
た
ち
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
交

代
で
、
原・

・

・

・

・

・

・

・

則
全
て
の
ツ
ア
ー
に・

同・

行・

す
る

の
も
「
ま
い
ま
い
」
の
特
徴
だ
。

集
合
場
所
で
の
参
加
費
収
受
と
注
意

事
項
の
説
明
、
ツ
ア
ー
中
の
安
全
管
理
、

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布
と
回

収
が
主
な
業
務
で
あ
る
が
、
重
要
な
役
割

と
し
て
、
予
約
状
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け

で
は
見
え
づ
ら
い
実
際
の
様
子
、
空
気
感

の
把
握
と
い
う
目
的
が
あ
る
。
主
催
者
と

し
て
の
責
任
意
識
、
ク
オ
リ
テ
ィ
管
理
意

識
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
次
の
シ
ー
ズ
ン
の
企
画
構
成

に
活
か
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

「
民
間
の
事
業
と
し
て
、
お
客
様
の
参

加
費
で
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

顧
客
満
足
の
追
求
は
基
本
。
シ
ン
プ
ル
で

す
」
と
以
倉
さ
ん
が
言
う
通
り
、

ま
さ
に
徹
底
し
た
顧
客
志
向
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
魅
力
が
、“
売
れ
る
”
理
由

に
な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。　

―
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
も

リ
ピ
ー
ト
を
生
む

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
春
シ

ー
ズ
ン
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

参
加
者
の
年
代
は
図
１
の
通
り
幅
広
く
、

表
１
の
よ
う
に
府
内
お
よ
び
近
場
か
ら
の

参
加
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

リ
ピ
ー
タ
ー
比
率
は
八
割
で
、
五
回

以
上
の
ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
半
数
を
超

え
て
い
る︵
図
２
︶。聞
け
ば
百
回
以
上
の

超
ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
な
ど
、
相

当
熱
心
な
フ
ァ
ン
層
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

趣
味
と
し
て
写
真
を
撮
り
な
が
ら
参
加

し
て
い
た
参
加
者
ら
に
よ
る
「
写
真
部
」

と
い
う
ク
ラ
ブ
活
動
的
な
動
き
も
あ
る
。

実
際
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
驚
い
た
の
は
、

顔
な
じ
み
の
参
加
者
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
排
他
的
な
雰
囲
気
は
な
く
、「
普
通

の
観
光
ば
か
り
で
は
面
白
く
な
い
と
思
っ

て
」
と
い
う
初
参
加
の
母
娘
観
光
客
が
違

和
感
な
く
な
じ
ん
で
い
た
こ
と
だ
。

京
都
の
新
た
な
一
面
を
知
る
ま
ち
歩
き

の
楽
し
さ
は
、
年
代
や
居
住
地
を
超
え
て

共
有
で
き
る
と
実
感
し
た
。

「
地
域
発
」「
観
光
」
と
い
う
言
葉
が
規

定
し
て
し
ま
う
思
い
込
み
が
、
地
元
客
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か

と
気
づ
か
さ
れ
る
。

―
自
立
運
営

以
倉
さ
ん
は
、“
自
立
運
営
”
に
つ

い
て
も
、
惜
し
み
な
く
教
え
て
く
れ
た
。

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
の
ツ
ア

ー
総
売
上
は
約
一
、一
一
〇
万
円
。
先
述
の

通
り
、
ガ
イ
ド
に
五
〇
％
が
支
払
わ
れ
る

の
で
、
半
分
の
五
五
〇
万
円
が
事
務
局
経

費
と
な
る
。

そ
こ
か
ら
、
大
ま
か
に
販
促
費
や
備

品
な
ど
の
約
三
〇
万
円
を
抜
い
た
残
り

約
五
二
〇
万
円
の
二
分
の
一
が
以
倉
さ
ん
、

四
分
の
一
ず
つ
を
事
務
局
の
他
ス
タ
ッ
フ

の
人
件
費
と
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
分
け
て

い
る
と
の
こ
と
。
販
促
費
が
少
な
い
の
は
、

チ
ラ
シ
の
印
刷
代
程
度
で
基
本
は
ウ
ェ
ブ

に
よ
る
集
客
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。

「
質
素
に
暮
ら
し
て
い
け
ば
や
っ
て
い

け
ま
す
（
笑
）」「
小
さ
な
子
供
が
い
る
の

で
、
平
日
は
子
守
。
土
日
は
楽
し
い
仕
事

で
す
。
収
入
は
少
な
く
て
も
自
由
な
時
間

が
多
い
の
で
、
若
い
人
に
は
お
ス
ス
メ
し

た
い
で
す
ね
」
と
以
倉
さ
ん
。

「
そ
も
そ
も
ま
ち
歩
き
は
資
本
が
い
ら

な
い
。
人
さ
え
い
れ
ば
で
き
る
も
の
。
最

初
に
資
本
投
下
さ
れ
れ
ば
、
打
ち
切
ら
れ

た
時
に
危
機
を
迎
え
る
の
で
は
な
い
で
す

か
」
と
行
政
の
資
金
的
支
援
に
つ
い
て
は
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図1   「まいまい京都」参加者の
年代

資料：まいまい京都

（n=2282）（2014春）

70代
（2％） 10代

（0％）
80代
（0％）

30代
（20％）

40代
（35％）

60代
（13％）

50代
（22％）

20代
（8％）

図2  「まいまい京都」参加者の
リピーター比率

資料：まいまい京都

（n=2218）（2013春）

5回目以上
（59％）

初めて
（21％）

2回目
（9％）

3回目
（7％）

4回目
（4％）
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19 特集◉地域発観光プログラムの流通・販売——「売れる」とは
特集2 まち歩きガイドツアーの流通・販売——「まちは生きもの」、「関係づくり」が「集客」へ

警
鐘
を
鳴
ら
す
。

―
ウ
ェ
ブ
販
売
に
な
じ
む
商
品
特
性

旅
行
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
商
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
か
っ
た
と
い
う

経
験
が
あ
る
。
載
せ
る
な
ら
催
行
を
確

約
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
苦
労
し
た
。

ま
た
、
載
せ
て
も
販
売
量
の
見
通
し
は
自

分
の
努
力
で
は
如い

か
ん何

と
も
し
難
く
、
そ
の

後
積
極
的
に
考
え
て
は
い
な
い
。

一
つ
一
つ
の
コ
ー
ス
と
ガ
イ
ド
が
評
価
さ

れ
、
ウ
ェ
ブ
中
心
の
や
り
方
で
現
在
の
規

模
程
度
の
集
客
は
で
き
て
い
る
た
め
、
現

在
は
ほ
と
ん
ど
が
直
販
だ
。

「
ま
い
ま
い
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
非
常

に
分
か
り
や
す
い
。
コ
ー
ス
名
は
特
徴
を

よ
く
表
し
て
い
る
。
申
し
込
み
手
続
き

は
簡
単
で
、
予
約
状
況
も
一
覧
し
や
す
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
連
動
し
て
終
了
し
た
ば

か
り
の
コ
ー
ス
の
楽
し
げ
な
写
真
が
次
々

と
ア
ッ
プ
さ
れ
、
気
を
引
か
れ
る
。
コ
ー

ス
は
お
お
む
ね
一
カ
月
前
に
発
表
さ
れ
る

が
、
告
知
と
同
時
に
定
員
に
達
し
て
し
ま

う
コ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
た
め
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
ま
い
ま
い
京
都
」は

ま
ち
歩
き
事
業
の
自
立
可
能
性
を
示
し
、

ま
た
、

商
品
の
特
質
と
し
て
、「
多
様
性
」「
固

有
性
」「
新
鮮
さ
」
が
売
り
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
直
販
と
親
和
性
が
高
い

こ
と
も
示
し
て
い
る
。

那
覇
ま
ち
ま
～
い

「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」（
以
下
、「
ま
ち

ま
～
い
」）は
一
般
社
団
法
人
那
覇
市
観
光

協
会
が
主
催
し
て
い
る
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
事
業
で
、や
は
り
「
長
崎
さ
る
く
」

を
参
考
に
し
て
始
ま
っ
た
も
の
。

長
崎
同
様
、
公
的
資
金
の
投
入
に
よ

り
地
域
活
性
化
を
目
的
と
す
る
タ
イ
プ
で

あ
る
。
加
え
て
、「
ま
い
ま
い
京
都
」
な

ど
民
間
事
業
の
研
究
に
も
熱
心
で
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

に
取
り
組
む
、
官
民
双
方
の
強
み
を
組
み

合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
プ
を
目
指

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。　

立
ち
上
げ
か
ら
足
か
け
七
年
関
わ
っ
て

き
た
同
観
光
協
会
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
千
住

直
広
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

―
危
機
感
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

取
り
組
み
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
二
〇
〇
八

年
（
平
成
二
十
年
）、
国
土
交
通
省
ニ
ュ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
出
・
流
通
促
進
事
業
の

採
択
事
業
と
し
て
策
定
さ
れ
た
一
コ
ー
ス

に
端
を
発
す
る
。
背
景
に
は
、
高
速
道
路

の
延
長
と
レ
ン
タ
カ
ー
観
光
の
進
展
な
ど

に
よ
り
那
覇
市
が
通
過
観
光
地
に
な
る
こ

と
へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。

翌
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
に

も
観
光
庁
事
業
に
よ
り
四
コ
ー
ス
を
策
定
、

そ
し
て
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）、

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
を

活
用
し
、
学
芸
員
経
験
者
、
ガ
イ
ド
経
験

者
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
八
人
を
新

規
採
用
し
て
体
制
を
強
化
、
本
格
的
に

「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」
と
し
て
事
業
を
開

始
し
た
。　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
四
季
に
応
じ
て
三
カ

月
ご
と
に
発
行
さ
れ
、
毎
回
約
三
十
コ
ー

ス
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。「
ま
～
い
」
と

は
沖
縄
の
言
葉
で
廻
る
、
巡
る
と
い
っ
た

意
味
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
ガ
イ
ド
と

歩
く
ま
ち
ま
～
い 

人
・
ま
ち
・
出
逢
い
、

再
発
見
。」。

コ
ー
ス
づ
く
り
は
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

が
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
い
エ
リ
ア
を
選
び
、

取
材
を
行
い
企
画
す
る
。
ガ
イ
ド
は
養
成

講
座
に
よ
り
「
ま
ち
ま
～
い
ガ
イ
ド
」
と

し
て
育
成
、
認
定
さ
れ
、
現
在
そ
の
数
は

約
一
〇
〇
人
。

修
学
旅
行
や
企
業
団
体
な
ど
か
ら
の

オ
ー
ダ
ー
ツ
ア
ー
も
請
け
負
っ
て
お
り
、

年
間
四
、〇
〇
〇
人
程
度
と
全
体
の
四
割

近
く
を
占
め
て
い
る
︵
表
２
︶。

千
住
直
広
（
せ
ん
じ
ゅ
う 

な
お
ひ
ろ
）
氏

宮
崎
県
宮
崎
市
出
身
。一
般
社
団
法
人
那
覇
市

観
光
協
会
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。沖
縄
国
際
大
学
卒
業
。

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
一
般
社

団
法
人
那
覇
市
観
光
協
会
に
所
属
。二
〇
一
〇
年

に
那
覇
市
内
の
名
所
を
ガ
イ
ド
と
歩
く
「
那
覇

ま
ち
ま
～
い
」
を
ス
タ
ー
ト
、
現
在
に
至
る
。
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ま
ず
、「
作・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

り
手
の
想
い
だ
け
で
は
ダ・

メ・

だ
と
い
う
こ
と
で
す
」。

二
〇
〇
八
年（
平
成
二
十
年
）、最
初
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
は
、体
験
し
て
も
ら
い

た
い
内
容
を
と
に
か
く
目
い
っ
ぱ
い
盛
り

込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
仕
立
て
た
が
、応
募

状
況
と
参
加
者
の
反
応
を
見
て
悟
っ
た
と

い
う
千
住
さ
ん
。

参
加
者
目
線
が
重
要
と

考
え
て
、「
ま
い
ま
い
京
都
」

な
ど
参
考
事
例
の
情
報
収
集

や
視
察
を
重
ね
て
き
た
。

当
初
は
、「
観
光
客
が
来
て

い
な
い
場
所
」
を
売
る
こ
と

か
ら
考
え
て
取
り
組
ん
だ
が
、

首
里
城
な
ど
の
集
客
力
あ
る

場
所
に
絡
め
た
コ
ー
ス
づ
く

り
に
力
を
入
れ
、
ま
ず
は
フ
ァ

ン
づ
く
り
、
そ
し
て
拡
大
に
つ

な
げ
る
よ
う
考
え
方
を
変
え

た
と
い
う
。

「
ま
い
ま
い
」
の
よ
う
に

特
徴
的
な
ガ
イ
ド
を
前
面
に

出
す
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
も

増
設
し
た
。
例
え
ば
「
ブ
ラ

ジ
ル
雑
貨
店
主
と
歩
く
多
国

籍
店
と
南
米
に
華
咲
く
沖
縄

文
化
」「
栄
町
市
場
商
店
街
振
興
組
合
事

務
局
長
と
巡
る
栄
町
市
場
」
な
ど
。

沖
縄
到
着
後
に
行
動
計
画
を
立
て
る

旅
行
者
な
ど
に
も
配
慮
し
、
気
軽
な
参

加
を
促
す
仕
組
み
も
整
え
た
。
ほ
ぼ
全
て

の
コ
ー
ス
で
、
予
約
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当

日
予
約
が
可
能
。
ま
た
都
合
に
合
わ
せ
て

参
加
し
や
す
い
よ
う
毎
日
あ
る
い
は
一
日

二
回
催
行
の
コ
ー
ス
も
あ
る
。

も
っ
と
も
、
参
加
者
の
満
足
度
を
重
視

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
売
れ
な
い
コ

ー
ス
を
見
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。「
人・

気・

の・

な・

い・

コ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ー
ス
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
再

度
載
せ
ま
す
」
と
、
地
域
活
性
化
と
い
う

目
的
は
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、
魅
力
開
発
に

は
余
念
が
な
い
。

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
観
光
客

が
あ
ま
り
歩
か
な
い
裏
道
な
ど
で
那
覇

の
暮
ら
し
や
考
え
方
に
触
れ
る
体
験
が

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ク
イ
ズ

を
取
り
入
れ
た
り
、
参
加
者
の
質
問
を

ガ
イ
ド
が
地
元
の
方
に
声
を
か
け
て
解
決

す
る
な
ど
、

シ
ナ
リ
オ
性
と
ラ
イ
ブ
感
の
あ
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト

に
な
っ
て
い
た
。

20観光文化224号 January 2015

	 具体的内容	 備考
コース数	 最大54コース（うち毎日開催4コース6本程度）　（14年春）
最少催行人員	 1人	
予約	 電話またはウェブ	 電話は毎日9：00～17：00
当日受付	 定員に余裕があれば参加可能	
料金	 基本料金　大人1,000円　子供500円	 保険料込み、入場料別	
	 	 スペシャルコースとして、1,500円、2,000円、
	 	 2,500円、4,000円コースもあり	
ツアー時間	 60～120分	
ガイド数	 約100人	 ガイド養成講座4期生を含む	
参加者数	 約10,000人　　　　　　　　　　　　　　 （13年度）（14年度は12,000人目標）
稼働率（対本数）	 61.7％	 設定本数2,652本中の出発本数（13年度）
旅行会社経由率（人数）	 5割	
参加者特性	 	 	
	 リピーター比率	 多いが数値は不明
	 県外客	 8割
	 県内客	 2割
	 年代層特性	 40～60代で60％　　　　　　　　　　　　（11年調査）

資料：HP、パンフレット、ヒアリングにより筆者作成（2014年11月時点）

表2 「那覇まちま～い」の概要と参加者 ―
や
り
な
が
ら
分
か
っ
て
き
た

参
加
者
目
線
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

参
考
に
し
た
い
の
は
、
取
り
組
み
開
始

か
ら
七
年
、
そ
の
過
程
で
千
住
さ
ん
が
得

た
い
く
つ
か
の
発
見
と
知
見
で
あ
る
。
回

数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
見
え
て
き
た
こ

と
、
変
え
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

壺屋のツボ やちむん通りとすーじぐゎーめぐり
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―
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
、

ま
ち
は
生
き
て
い
る

コ
ー
ス
数
の
理
想
や
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
ま
ち
は
生
き
て

い
る
の
で
、
定
番
コ
ー
ス
だ
け
に
な
っ
た

ら
ま
ち
が
伝
わ
ら
な
い
」
と
千
住
さ
ん
。

「
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
動
い
て
い

る
の
が
ま
ち
な
の
で
」「
大
変
で
す
け
ど
、

ず
っ
と
新
コ
ー
ス
の
開
拓
を
や
っ
て
い
く

ん
で
し
ょ
う
ね
」。

「
ま・

・ち
」
は
「
生・

・

・

・

き
も
の
」
な
の
だ
。

こ
の
考
え
方
に
の
っ
と
り
、「
ま
ち
ま

～
い
」
で
は
季
節
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
の

開
発
と
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
、
朝
に
も
夜
に
も

コ
ー
ス
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
那
覇
の
夏
は
暑
い
、
梅
雨
は

雨
が
降
る
。
で
あ
れ
ば
、
屋
内
や
木
陰
を

歩
い
て
夏
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
コ
ー

ス
を
つ
く
っ
た
。
毎
日
夕
刻
ス
タ
ー
ト
の

「
首
里
・
ゆ
っ
た
り
・
散
歩
」
で
は
、
い
わ

ゆ
る
首
里
城
観
光
で
は
パ
ス
し
て
し
ま
う

周
辺
の
円
覚
寺
跡
や
弁
財
天
堂
な
ど
に
も

足
を
延
ば
し
な
が
ら
日
没
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
展
望
ポ
イ
ン
ト
に
た
ど
り
着
き
、
美

し
い
夕
暮
れ
を
楽
し
む
。「
早
起
き
は
三

文
の
得 

農
連
市
場
ま
～
い
」
は
、
朝
六

時
に
出
発
し
て
市
場
の
賑に

ぎ

わ
い
を
感
じ
る
。

新
規
コ
ー
ス
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

二
〇
一
二
年
度
（
平
成
二
十
四
年
度
）
か

ら
は
ガ
イ
ド
に
よ
る
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
始
し
た
。

地
域
に
対
す
る
想
い
と
ガ
イ
ド
経
験
に

よ
っ
て
得
た
参
加
者
目
線
を
活
か
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
が
提
案
さ
れ
、
グ
ラ
ン

プ
リ
に
選
ば
れ
た
コ
ー
ス
は
実
際
催
行
さ

れ
て
い
る
。

―
地
元
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
と
存
在
感

タ
ー
ゲ
ッ
ト
客
層
に
つ
い
て
も
や
り
な

が
ら
見
え
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
当
初
は

観
光
協
会
会
員
の
宿
泊
施
設
の
こ
と
を

考
え
、
で
き
る
だ
け
県
外
客
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
県
内

客
の
参
加
が
思
っ
た
よ
り
多
く
、
か
つ
リ

ピ
ー
タ
ー
化
す
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
県
内
と
い
っ
て
も
隣
町
の
こ
と

は
案
外
知
ら
な
い
も
の
で
、
そ
れ
が
ウ
ケ

る
と
い
う
発
見
で
あ
る
。

県
内
客
が
混
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
参

加
者
同
士
の
交
流
が
一
層
楽
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
と
気
づ
い
て
か
ら
は
、
県
内
、

県
外
客
の
比
率
は
五
対
五
程
度
が
理
想
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

確
か
に
実
際
の
ツ
ア
ー
で
も
、
県
外
客

の
質
問
に
県
内
か
ら
の
参
加
者
が
語
り
出

す
な
ど
参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

―
地
域
活
性
化
の
た
め
に

千
住
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
ま
ち
ま
～
い
」

事
業
の
目
的
は
、「
地
域
活
性
化
」
と
極

め
て
明
快
で
あ
る
。

三
、〇
〇
〇
万
円
（
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
費
）の
補
助
金
を
投
入

し
、売
り
上
げ
は
約
一
、〇
〇
〇
万
円
と
の

こ
と
か
ら
「
も
ち
ろ
ん
自
立
し
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
」
と
千
住
さ
ん
。「
た
だ
、

私
見
で
す
が
、地
域
活
性
化
事
業
と
し
て

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
へ
の
行
政
支
援
は
ア

リ
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
の
支
援
も

あ
る
程
度
は
ア
リ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

理
由
は
、
こ
の
事
業
は
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
仕
掛
け
で
あ
り
、
滞
在
型
観
光
を

創
出
す
る
た
め
だ
か
ら
。
市
民
ガ
イ
ド
養

成
は
人
づ
く
り
で
あ
り
、
地
域
へ
の
愛
着
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
な
ど
が
結
果

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
か
ら
だ
。

沖
縄
総
合
事
務
局
の
調
査
（
二
〇
一
三

年
七
月
発
表
）
に
よ
れ
ば
、
経
済
効
果
は

約
三
、四
〇
〇
万
円
と
推
計
さ
れ
、
滞
在

日
数
の
長
期
化
、
消
費
行
動
の
喚
起
に
つ

な
が
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
長
崎
さ
る
く
ク
ラ
ス
の
集

客
数
七
万
～
八
万
人
の
規
模
に
な
れ
ば
、

自
立
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
自
立
モ
デ
ル
も
視
野
に
は
入
れ
て
い
る
。

旅
行
会
社
経
由
比
率
は
現
在
約
五
割
で

比
較
的
大
き
く
、
中
で
も
修
学
旅
行
な

ど
の
団
体
向
け
が
主
流
で
あ
る
。
個
人
客

向
け
の
旅
行
商
品
と
し
て
は
、
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
の
他
パ
ッ
ケ
ー
ジ
タ
イ
プ
も

造
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ

し
、
こ
ち
ら
は
売
れ
行
き
が
よ
い
と
は
言

い
難
く
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
る
こ
と
で

効
果
的
な
情
報
発
信
に
な
る
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
。

情
報
発
信
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
モ

ノ
レ
ー
ル
駅
、
ホ
テ
ル
、
公
民
館
、
図

書
館
や
東
京
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
に
置
き
、
あ

と
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
雑
誌
の
取

材
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
努
め
て
い
る
。

「
ま
ち
ま
～
い
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
。
分
か
り
や
す

さ
、
操
作
ス
ト
レ
ス
の
な
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
表
示
や
、
新
し
い
コ
ー

ス
が
ど
ん
ど
ん
投
入
さ
れ
て
い
る
様
子
が
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伝
わ
っ
て
く
る
。

―
個
人
と
の
つ
な
が
り
で
観
光
の

質
的
変
化
に
挑
む

こ
の
よ
う
に
進
化
を
続
け
て
い
る
の
が

「
ま
ち
ま
～
い
」
で
あ
る
。
観
光
協
会
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
一
層
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
千
住
さ
ん
は
、
今
、
観

光
客
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
を
意
識
し
て

い
る
。

「
テ
ロ
や
外
交
な
ど
外
的
要
因
に
左
右

さ
れ
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
観
光
で
す
が
、

ま
ち
ま
～
い
の
お
客
さ
ん
は
、
我
々
が
困

っ
た
時
に
応
援
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人

と
個
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
。
そ
れ
が

足・

・

・
腰
の
強・

・

・

・

い
観
光
で
す
」。

新
し
い
関
係
づ
く
り
が
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

共
通
点
か
ら

「
売
れ
る
」
を
考
え
る

以
上
の
二
つ
の
事
例
を
総
括
し
、
売
り

方
の
ヒ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

―
人
、
ラ
イ
ブ
感
、
商
品
力
が
決
め
手

や
は
り
何
と
い
っ
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

魅
力
そ
の
も
の
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
が

販
売
力
に
直
結
し
て
い
た
。「
人
」
と
「
ラ

イ
ブ
感
」
が
魅
力
の
根
源
だ
と
い
う
考
え

方
は
必
ず
し
も
「
ま
ち
」
限
定
で
は
な
く
、

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
要
諦
で

あ
る
。
顧
客
目
線
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
顧
客
満
足
度
の
把
握

と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
仕
組
み
を
持
つ
こ

と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

―
「
ナ
マ
モ
ノ
」
の
流
通
に
強
い
ウ
ェ
ブ

個
人
客
の
期
待
に
応
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
商
品

で
、
季
節
ご
と
の
品
ぞ
ろ
え
が
重
要
で
あ

る
。
多
様
性
と
鮮
度
の
魅
力
を
伝
え
る
流

通
ル
ー
ト
と
し
て
は
ウ
ェ
ブ
販
売
と
の
親

和
性
が
高
い
。

―
地
元（
近
場
）の
住
民
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ま
さ
に
“
灯
台
下
暗
し
”、
地
元
客
は

有
望
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
参
加
者
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

に
も
な
り
得
る
と
い
う
認
識
と
併
せ
て
、

地
元
客
の
存
在
を
も
う
一
度
見
直
す
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

―
新
た
な「
関
係
づ
く
り
」が「
集
客
」へ

ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
て
新
し
い
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
見
落
と

せ
な
い
。

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
と
は
、

体
験
の
「
提
供
」
の
域
を
超
え
た
「
関

係
づ
く
り
」
で
あ
る
と
捉
え
直
し
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。「
長
崎
さ
る
く
」
然し

か

り
、「
ま

い
ま
い
京
都
」
も
「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」

も
「
関
係
づ
く
り
」
を
と
て
も
大
事
に
し

て
い
る
。「
販
売
数
」
よ
り
も
「
新
た
な

関
係
づ
く
り
」
を
意
識
す
る
こ
と
か
ら
新

し
い
戦
略
が
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
く
ぼ
た　

み
ほ
こ
）
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まち歩きを大きく変えた「長崎さるく」
　いわゆる観光スポットよりもそこに住む人の日常生活色
の濃い「まち」、あるいはメーンストリートよりも一本脇やウ
ラの道への興味が高まっている。テレビ番組では「ぶらり
途中下車の旅」（1992年放送開始）、「ブラタモリ」（2008
年～2012年、2015年4月より再開予定）、雑誌では『散歩
の達人』（1996年創刊）などまち歩きを題材にしたメディア
も息が長い。
　「長崎さるく博’06」は、まち歩きだけの集客は難しいとい
う大方の予想に反し、7カ月の会期中に延べ700万人を超え
る人が長崎のまちを歩くという成果を上げた。その成功は、
人々の「まち」への関心の高まりをうまくとらえて「まち」と
参加者をつなげた市民ガイドの存在によるところが大きい。
立ち寄りスポットの知識や情報を伝える旧来型の観光案
内とは異なり、「長崎さるく」では、観光客と市民のコミュニ
ケーションによる「まちの体験」が醍醐味である。長崎市は
市の戦略としてこの「まち歩き」に取り組み、博覧会終了後
も「観光インフラ」として積極的に展開している。参加者数
は現在、年間約8万人程度。地域活性化策としてのまち歩
き“事業”ブームの原点となっている。

［
参
考
文
献
］

・
茶
谷
幸
治
『
ま
ち
歩
き
が
観
光
を
変
え
る
』

（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）

・
茶
谷
幸
治
『
「
ま
ち
歩
き
」
を
し
か
け
る
』

（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
一
二
）

・『
平
成
24
年
度
観
光
実
践
講
座 

講
義
録　

人
を
活
か
し
、
ま
ち
を
活
か
す
観
光
の
考
え
方
～

見
え
な
い
価
値
を
見
せ
る
「
ま
ち
歩
き
」
の
実
践
』

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、
二
〇
一
三
）

・
久
保
田
美
穂
子
、
吉
澤
清
良　

今
日
的
「
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
に
関
す
る
考
察

（
第
29
回
日
本
観
光
研
究
学
会
発
表
論
文
、二
〇
一
四
）
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オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
で

注
目
を
集
め
る

―
―
ま
ず
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
設
立
の
き
っ
か
け
や
、

事
業
の
現
状
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
ス
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
氏
（
以
下
、
ロ
ス
）

　
　

ス
キ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
低
迷
し
て
き
て
、

夏
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
ボ
ー
ト
や
テ
ニ
ス
は
日
本
中
に

す
で
に
あ
っ
た
の
で
、
何
か
他
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
が
よ
い
と
思
い
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
以
外
も
含
め
た
当
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
利

用
者
は
年
間
約
三
万
人
で
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
に
人
が
集
ま
っ
た
理
由
は
、「
オ

ン
リ
ー
・
ワ
ン
」
だ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。実
際
に
は
当
時
の
日
本
で
本
当
の「
オ

ン
リ
ー
・
ワ
ン
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
の
エ
リ
ア
と
し
て
独
特
の
も
の
で
、

運
良
く
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
、
日
本
で
は
北
海
道
で

し
か
で
き
な
い
と
印
象
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を

意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

―
―
現
在
で
も
一
番
人
気
が
あ
る
の
は
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
提
供
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン

ト
は
あ
り
ま
す
か
。

ロ
ス　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
今
で
も
一
番
の

人
気
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
や

り
方
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
の
基

準
に
な
っ
た
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来

る
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
場
所
で
、
誰
で
も

す
ぐ
に
で
き
る
も
の
、
す
な
わ
ち
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
大
き
い
も
の
は
何
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

こ
の
誰
で
も
で
き
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
上

に
、
少
し
難
し
い
も
の
、
そ
の
上
に
さ
ら

23 特集◉地域発観光プログラムの流通・販売——「売れる」とは
特集3 国際的視野から見た日本の地域発観光プログラム

守
屋  

邦
彦 3

国
際
的
視
野
か
ら
見
た

日
本
の
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
研
究
部 

主
任
研
究
員

日
本
で
の
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
流
通
販
売
を
よ
り
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
人
で
は
気
付
き

に
く
い
課
題
や
こ
つ
を
探
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
―
―
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
日
本
で
の
地
域
発
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
販
売
事
業
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
三
人
の
外
国
人
の
方
々
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Profile
　オーストラリア・メルボルン生まれ。株式会社NAC代表取締役。
1985年オーストラリア・キャンベラ大学スポーツスタディー卒業。
1990年来日、1992年倶知安町に移り住み、建設会社で働きなが
らスキーのインストラクターを行う。1996年NAC（ニセコアドベン
チャーセンター）を設立、現在に至る。「観光カリスマ百選」選定を
はじめ、北海道観光審議会委員、北海道ベンチャービジネスタス
クフォース委員他公職多数。

北
海
道
ニ
セ
コ
地
域
か
ら

株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｃ 

代
表
取
締
役

ロ
ス・
フ
ィン
ド
レ
ー
氏
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に
難
し
い
も
の
、
と
い
う
よ
う
に
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
状
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
難
し
い
も
の
ほ
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
小

さ
く
な
り
ま
す
。

―
―
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
事
業

と
し
て
行
っ
て
い
く
際
に
、
日
本
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

ロ
ス　
違
い
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
大
事

な
こ
と
は
、
ど
こ
の
国
で
も
い
ろ
ん
な
人

が
い
る
の
で
、
難
易
度
・
楽
し
さ
の
レ
ベ

ル
を
お
客
さ
ん
に
合
わ
せ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

―
―
修
学
旅
行
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

も
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
個
人
と

団
体
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

ロ
ス　
ほ
ぼ
半
々
で
す
。
修
学
旅
行
は
当

地
域
の
中
で
受
け
入
れ
る
宿
泊
施
設
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
修

学
旅
行
よ
り
採
算
の
良
い
高
級
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
動
い
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
理
由
で
、

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
不
透
明
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

―
―
旅
行
会
社
経
由
の
申
し
込
み
と
個
人

申
し
込
み
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ス　
旅
行
会
社
と
も
取
引
を
し
て
い
ま

す
が
、
今
は
自
分
で
リ
サ
ー
チ
し
て
ウ
ェ

ブ
予
約
す
る
個
人
の
動
き
の
ほ
う
が
大
き

い
で
す
。
旅
行
会
社
の
ヒ
ッ
ト
商
品
も
あ

り
ま
す
が
、
小
さ
い
旅
行
会
社
の
も
の
は

な
く
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性

―
―
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
売
る
時
に
難
し
い

こ
と
の
一
つ
と
し
て
「
ど
う
や
っ
て
知
っ
て
も

ら
う
か
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
ど
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

ロ
ス　
ま
ず
必
要
な
の
は
、
会
社
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
の

場
合
は
、
一
目
見
て
分
か
る
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
作
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
楽
し

そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
メ
デ
ィ
ア
で
繰
り
返

し
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
の
際
に
は
、
日
本
中
に
あ
る
も
の
で
は

な
く
、「
そ
こ
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と
訴

求
す
る
も
の
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
メ
イ
ン
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
で
は
札
幌
の
お
客
さ
ん

を
狙
う
た
め
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
を
展

開
し
、
ラ
ジ
オ
や
駅
前
広
告
な
ど
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
周
知
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
手
段
と
し
て

は
、
今
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
う
ま

く
使
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
雑
誌
広

告
で
あ
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
費
用
に
見
合
っ
た

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
に
絞
る
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

通
年
型
の
雇
用
の
場
を
用
意

―
―
受
け
入
れ
る
体
制
の
面
で
の
課
題
は

あ
り
ま
す
か
。

ロ
ス　
今
の
若
い
人
は
安
定
し
た
雇
用
志

向
で
、
ガ
イ
ド
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は

足
り
て
い
ま
せ
ん
。
会
社
と
し
て
は
通
年

型
の
雇
用
の
場
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
パ

ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
毎
年
変
わ
っ
て

し
ま
う
状
態
だ
と
ス
キ
ル
が
伸
び
な
い
の

で
、
あ
る
程
度
の
年
数
を
や
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番
理
想
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
に
修
学
旅
行
と
一
般
の
お
客
さ

ん
が
重
な
る
ピ
ー
ク
と
な
り
、
年
間
を
通

し
て
平
均
し
た
給
与
に
な
ら
な
い
こ
と
も

課
題
で
す
。

　

周
辺
も
真
夏
が
繁
忙
期
な
の
で
、
代
わ

れ
る
人
間
が
お
ら
ず
、
常
に
ガ
イ
ド
不
足

に
な
り
ま
す
。
今
後
こ
の
エ
リ
ア
で
ど
う

い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
け
ば
ス
タ
ッ
フ

の
給
与
を
賄
う
こ
と
が
で
き
、
経
営
と
し

て
成
り
立
つ
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

―
―
夏
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

冬
は
ス
キ
ー
と
い
っ
た
、
通
年
で
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ス　
ニ
セ
コ
は
冬
の
お
客
さ
ん
が
ほ
ぼ

全
て
外
国
人
と
い
う
独
特
の
環
境
で
、
英

語
が
話
せ
な
い
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
冬
に
な
る
と

別
の
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も

い
ま
す
が
、
通
年
型
の
雇
用
を
目
指
す
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、今
年
（
二
〇
一
四

一番人気のラフティング
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年
）
十
二
月
か
ら
ス
キ
ー
板
や
ボ
ー
ド
の

製
作
を
行
う
工
場
を
始
め
ま
す
。 

エ
リ
ア
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

―
―
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、
さ
ら
に
は

地
域
が
お
客
さ
ん
を
引
き
付
け
る
た
め
に
は

何
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ス　
「
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
」
を
作
る
こ
と

は
、
メ
デ
ィ
ア
や
人
を
引
き
付
け
る
力
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。
他
の
エ
リ
ア
を
見

て
感
じ
る
の
は
、
本
当
の
も
の
を
持
っ
て

い
な
い
か
、
持
っ
て
い
て
も
把
握
し
て
い

な
い
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
宣
伝
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が

あ
り
、
さ
ら
に
他
の
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
作
ら
れ
、
エ
リ
ア
と
し

て
リ
ピ
ー
ト
し
た
り
一
週
間
滞
在
し
た
り

し
て
も
楽
し
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
個
々
の
事
業
者
が
頑
張
る
だ
け
で
な

く
、
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ロ
ス　
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト

は
「
い
つ
も
新
し
い
も
の
を
出
し
て
い
く
」

こ
と
、
ま
た
「
な
い
も
の
を
埋
め
て
い
く
」

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
エ
リ
ア
の
中
で
の
競
争
も
あ

り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
当
然
協
力

し
合
い
ま
す
が
、
の
ん
び
り
皆
で
手
を
つ

な
い
で
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
必
死

で
戦
わ
な
け
れ
ば
お
客
さ
ん
は
取
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
次
に
何
を
出
せ
ば
い
い
の

か
を
常
に
考
え
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

地
元
の
人
も
観
光
客
も
集
ま

り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

―
―
他
の
エ
リ
ア
で
取
り
組
も
う
と
す
る
際

に
気
を
付
け
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

ロ
ス　
観
光
が
地
域
の
経
済
や
活
性
化
に

寄
与
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。長
く
滞
在
し
て
、商
店
街

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
消
費
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
地
元
の
人
も
観
光
客
も

集
ま
り
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
内
の
あ
る
施
設
だ
け
に
観
光
客
が

集
ま
る
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
こ
う
し
た
観
光
客
も
集
ま
り

た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

中
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
仕
組

み
が
日
本
で
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

日
本
中
で
個
人
旅
行
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ
て
い
て
、
そ

の
方
向
性
は
正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
魅
力
的
な
も
の
一
つ
だ
け
で
は
来

訪
者
も
限
定
的
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
的
な
も
の
を
作
り
、
来
訪
者
を
拡
大
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

東
京
な
ど
の
大
都
市
に
は
面
白
い
お
店
、

ア
ー
ト
な
ど
何
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
場
所
で
生
活
し
て
い
る
人
が
、
エ
リ
ア

全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
的
な
も
の
が

な
い
、
価
値
の
乏
し
い
地
方
の
ま
ち
に
は

わ
ざ
わ
ざ
行
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

何
の
産
業
が
そ
の
場
所
に
合
う
の
か
、
エ

リ
ア
ご
と
に
違
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
観

光
的
な
魅
力
の
少
な
い
エ
リ
ア
で
も
積
極

的
に
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
然
系
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
分
野

は
各
種
の
規
制
や
土
地
所
有
者
と
の
関
係

も
あ
り
、
非
常
に
行
政
の
協
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
分
野
に
は
ま
だ
日
本
に

な
い
タ
イ
プ
の
観
光
も
多
い
で
す
が
、
行

政
は
ど
う
し
て
も
事
例
が
な
い
新
し
い
も

の
に
対
し
て
は
動
き
に
く
く
な
り
ま
す
。 

　

例
え
ば
、
雪
上
車
で
山
に
登
っ
て
ス
キ

ー
を
し
た
い
、
と
い
う
時
、
国
有
地
や

地
方
自
治
体
所
有
林
で
は
ル
ー
ル
が
あ

り
、
そ
の
ル
ー
ル
に
う
ま
く
は
ま
り
ま
せ

ん
。
事
業
者
が
実
績
を
積
ん
で
い
く
こ
と

も
必
要
で
す
が
、
山
や
川
、
ま
ち
全
体
な

ど
を
使
う
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
年
十
一
月
七
日

聞
き
手
・
守
屋
主
任
研
究
員
）
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―
―
現
在
で
は
み
な
か
み
町
＝
ア
ウ
ト
ド
ア

の
イ
メ
ー
ジ
は
浸
透
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

始
め
た
こ
ろ
は
大
変
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

マ
イ
ク
・
ハ
リ
ス
氏
（
以
下
、
マ
イ
ク
）

　

み
な
か
み
町
で
商
業
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が

始
ま
っ
た
の
は
二
十
年
ぐ
ら
い
前
で
す
が
、

当
時
は
結
構
反
対
も
強
か
っ
た
で
す
。
当

時
の
み
な
か
み
町
は
団
体
の
観
光
客
が

メ
イ
ン
の
温
泉
地
だ
っ
た
の
で
、「
な
ぜ

そ
ん
な
危
険
な
こ
と
を
す
る
の
か
」
と
ね
。

で
も
、
私
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
活
動

に
参
加
し
た
こ
と
や
、
団
体
の
観
光
客
が

だ
ん
だ
ん
減
少
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が

あ
り
、
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
少
し
ず

つ
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
経
済
的
な
面
も
含
め
、
ア
ウ
ト
ド
ア

が
み
な
か
み
に
必
要
な
も
の
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
キ
ャ
ニ
オ
ン
ズ
の
事
業
の
現
状
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ク　
利
用
者
は
年
間
約
二
万
人
で
、

う
ち
外
国
人
が
二
五
％
の
五
千
人
く
ら
い

で
す
。
夏
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ほ
う
が
大
き
く

一
万
五
千
人
く
ら
い
で
す
が
、
今
年
の
冬

は
伸
び
そ
う
。
冬
の
五
千
人
の
九
割
く

ら
い
は
外
国
人
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
大
体

五
十
人
で
、
う
ち
フ
ル
タ
イ
ム
が
十
五
人
、

冬
だ
け
の
ス
タ
ッ
フ
が
約
四
十
人
、
夏
だ

け
が
三
十
五
人
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
売
展
開

―
―
夏
と
冬
で
は
利
用
者
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
ね
。

マ
イ
ク　
ア
ウ
ト
ド
ア
は
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ

ィ
が
一
つ
の
課
題
で
、
シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ

て
狙
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
異
な
り
ま
す
。
当

社
は
、
夏
は
日
本
人
が
メ
イ
ン
で
、
七
、八
、

九
月
は
約
九
割
が
日
本
人
の
お
客
さ
ん
で

す
。
一
方
で
冬
は
外
国
人
の
お
客
さ
ん
が

九
割
に
な
り
ま
す
。
日
本
は
雪
質
が
良
い

こ
と
に
加
え
、
今
は
日
本
文
化
へ
の
関
心

の
高
ま
り
や
円
安
の
効
果
も
あ
り
、
非
常

に
人
気
の
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
ス
キ
ー
客
も
増

加
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
割
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
施
設
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

野
沢
温
泉
、
軽
井
沢
、
み
な
か
み
近
辺
の

ス
キ
ー
場
か
ら
当
社
が
業
務
委
託
を
受

け
て
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
他
の
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て

は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

マ
イ
ク　
約
十
年
前
か
ら
国
内
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
い
ま
す
。
教
育
旅
行
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
世
の
中
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
づ

ら
く
安
定
し
て
お
り
、
五
、六
月
や
九
、十
、

十
一
月
と
い
っ
た
当
社
に
と
っ
て
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
来
て
く
れ
る
こ
と
が
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
は
Ｉ
Ｂ

（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
に
沿
っ
た
体
験
や
文
化
交
流
が
必

要
な
の
で
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
っ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
に
は
そ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

で
き
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
当

社
は
先
駆
け
て
実
績
と
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
い
う
と
ニ
ッ
チ
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

中
国
で
は
年
十
校
以
上
増
加
し
て
い
て
、

ア
ジ
ア
で
は
最
も
成
長
し
て
い
る
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
こ
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
富
裕
層
も
多
く
、
親
や
家
族
へ
波
及

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

直
接
販
売
が
メ
イ
ン

―
―
自
分
た
ち
に
と
っ
て
来
て
ほ
し
い
時
期

に
来
て
く
れ
る
、
ま
だ
手
が
付
け
ら
れ
て
い

な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
ほ
と
ん
ど
が
直
接

Profile
　1973年、ニュージーランド生まれ。株式会社キャニオンズ代表
取締役。大学にて日本語と会計学を学ぶ。大学在学中に初めて
来日し、卒業後、群馬県みなかみ町のアウトドア会社に就職。勤務
先会社内にキャニオニング部門を設立し、全国に先駆けて本格
的なキャニオニングツアーを開始、現在に至る。2000年に独立し、
株式会社キャニオンズを設立。仕事以外でも、まだ誰も下ったこと
のない渓谷を探してはキャニオニングアドベンチャーをしている。

群
馬
県
み
な
か
み
町
か
ら

株
式
会
社
キ
ャ
ニ
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役
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イ
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販
売
に
な
り
ま
す
か
。

マ
イ
ク　
そ
う
で
す
ね
。ま
ず
は
メ
ー
ル
や

電
話
を
し
て
、
興
味
が
あ
り
そ
う
な
ら
現

地
へ
行
っ
て
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
同
じ
国
の
学
校
の
休
み
は
大
体
一

緒
で
す
が
、当
社
で
は
複
数
の
学
校
を
同

時
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
調
整
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
国
の
旧

正
月
や
タ
イ
の
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
な
ど
、休
み

が
異
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

―
―
海
外
の
旅
行
会
社
と
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

マ
イ
ク　
冬
は
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
旅
行
会
社
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

多
い
で
す
。
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
旅
行
会
社
や
日

本
の
ス
キ
ー
専
門
の
旅
行
会
社
の
リ
ク
エ

ス
ト
が
多
い
で
す
。
野
沢
な
ど
は
十
五
年

く
ら
い
前
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
来

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
旅
行
会
社
を
通

さ
ず
直
接
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
度
来
る
と
翌
年
か
ら
直
接
連
絡

し
て
く
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
で
す
。

―
―
夏
は
約
九
割
が
日
本
人
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
個
人
の
お
客
さ
ん

で
す
か
。

マ
イ
ク　
そ
う
で
す
ね
。
最
近
は
ネ
ッ
ト

系
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
取
り
扱
う
旅
行

会
社
と
多
少
取
引
し
て
い
ま
す
が
、
メ
イ

ン
は
直
接
販
売
で
す
。
今
後
は
平
日
の
お

客
さ
ん
を
確
保
す
る
た
め
に
、
旅
行
会
社

と
の
取
引
も
多
少
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
人
数
よ
り
も
質
や
満
足
度
を

重
視
し
て
く
れ
る
旅
行
会
社
と
取
引
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
全
体
を
活
用
す
る

―
―
日
本
人
が
夏
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ク　
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
は
迫
力
あ
る

映
像
が
撮
れ
る
の
で
、最
初
に
メ
デ
ィ
ア
が

か
な
り
来
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
業
者
が
増
え
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

人
数
が
増
え
、
口
コ
ミ
に
よ
る
宣
伝
も
増

え
て
い
き
ま
し
た
。

―
―
や
は
り
実
績
を
積
ん
で
口
コ
ミ
の
力

で
発
信
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
時
代

は
早
い
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ク　
ウ
ェ
ブ
の
力
を
使
え
れ
ば
よ
い

で
す
し
、
み
な
か
み
の
場
合
は
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
確
立
し
て
き
て
い
ま
す
。
あ

と
は
、
単
発
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
な
く
、

宿
泊
な
ど
も
含
め
地
域
全
体
で
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
当
社
の
場
合
、

空
い
た
時
間
に
行
け
る
と
こ
ろ
や
楽
し

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ
が
紹

介
で
き
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
り
、

そ
う
し
た
情
報
を
ま
と
め
た
「
ア
フ
タ
ー

ブ
ッ
ク
」
を
利
用
者
に
提
供
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
実
際
に

行
っ
て
み
た
り
体
験
し
て
み
た
り
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
前
で
プ
レ

ゼ
ン
を
す
る
機
会
を
設
け
た
り
、
ア
フ
タ

ー
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
皆

で
共
有
す
る
と
い
っ
た
活
動
で
す
。
人
材

育
成
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
の
他
に
も
外

部
か
ら
講
師
を
お
呼
び
し
て
、
ガ
イ
ド
の

技
術
や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
研

修
も
し
て
い
ま
す
。

自
然
利
用
の
ル
ー
ル
が
必
要

―
―
み
な
か
み
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
よ
り
活
発

に
し
て
い
く
た
め
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ク　
今
み
な
か
み
に
は
キ
ャ
ニ
オ
ニ

ン
グ
の
事
業
者
が
十
四
社
あ
る
の
で
す
が
、

事
業
者
が
増
え
る
と
良
い
点
も
あ
る
反
面
、

増
え
た
時
に
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
下
が
っ
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
法
律
な

ど
で
き
ち
ん
と
監
理
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
業
者
が
多
く
な
る
と
協
力
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
ル
ー

ル
作
り
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
産
業
と
自

然
を
守
り
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
以
上
事
業
者
が
増
え
な
い
う
ち

に
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
決
め
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ク　
ま
ず
、
自
然
資
源
の
利
用
を
許

可
制
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
決
め
る
こ
と
で
自
然

を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用

ル
ー
ル
と
い
っ
た
安
全
面
で
の
規
制
を
決

め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ル
ー

ル
の
な
い
ま
ま
事
業
者
だ
け
が
増
え
れ
ば

事
故
が
増
え
、
質
が
低
下
し
ま
す
。
実 夏を堪能。身体も心もリフレッシュ
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際
に
海
外
で
悪
循
環
に
陥
っ
た
例
も
あ
り

ま
す
の
で
、
み
な
か
み
に
限
っ
た
話
で
は

な
く
、
日
本
全
体
を
対
象
と
し
て
こ
こ
五

年
く
ら
い
で
規
制
へ
と
動
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
条
例
は
で
き

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
中
途
半
端
な
印
象
な

の
で
、
国
全
体
で
取
り
組
ん
で
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ル

ー
ル
の
仕
組
み
な
ど
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
や
ス
イ
ス
な
ど
、
す
で
に
あ
る
良
い
シ

ス
テ
ム
を
学
べ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て

認
め
ら
れ
る

マ
イ
ク　
も
う
一
つ
は
、
ガ
イ
ド
の
資
格
づ

く
り
で
す
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
ガ
イ
ド
が

社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
ガ
イ
ド
が
国
家

資
格
で
す
が
、
こ
う
し
た
ス
テ
ー
タ
ス
が

あ
れ
ば
雇
用
も
生
ま
れ
ま
す
。
産
業
と
し

て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
教
育
の
機
会
も
充

実
し
、
人
材
育
成
が
進
み
、
商
品
の
質
も

よ
く
な
る
と
い
っ
た
良
い
循
環
が
成
り
立

ち
ま
す
。

　

日
本
に
は
ガ
イ
ド
の
専
門
学
校
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ガ

イ
ド
は
二
年
の
専
門
学
校
へ
通
い
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
や
安
全
管
理
、
ガ
イ
デ
ィ
ン

グ
技
術
、
話
術
な
ど
を
学
び
、
そ
の
後

イ
ン
タ
ー
ン
の
よ
う
な
形
で
ツ
ア
ー
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
場

合
、
ホ
テ
ル
マ
ン
向
け
の
専
門
学
校
で
お

も
て
な
し
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
も
っ
と
幅
広
い
教
育
機
関
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
産
業

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
に
合
う

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
探
す

―
―
今
後
、
各
地
域
で
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
販
売
を
よ
り
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に

は
何
が
必
要
と
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ク　
ま
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
一

生
懸
命
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掘
り
起
こ

し
て
い
ま
す
が
、
印
象
と
し
て
は
「
す
ご

く
面
白
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た

い
わ
ば
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
」
の
商
品
は
、

自
分
た
ち
自
身
が
ど
こ
か
で
体
験
を
す
る

か
、
外
か
ら
知
っ
て
い
る
人
を
連
れ
て
こ

な
い
と
提
供
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
素
材
が
良
く
て
も
、
紹
介
や
案
内
の

仕
方
が
上
手
で
は
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
な
の
で
、
本
当
に

感
動
す
る
も
の
を
作
れ
ば
ど
ん
ど
ん
口
コ

ミ
で
広
が
り
ま
す
。
友
達
に
紹
介
し
た
く

な
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
で
す
し
、
お
客
さ
ん
が
感
動

す
る
よ
う
な
紹
介
の
仕
方
を
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
、
最
近
は
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
旅
行
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。「
外
国

人
」
と
ひ
と
く
く
り
に
な
っ
て
い
て
、
そ

れ
以
上
の
き
め
細
か
い
対
応
に
は
な
っ
て

い
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ア
ウ
ト

ド
ア
で
言
え
ば
、
例
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
の

人
た
ち
に
は
運
動
量
の
多
い
も
の
は
好
ま

れ
ま
せ
ん
が
、
欧
米
の
人
た
ち
に
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
系
を
盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
喜

ば
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
身
近
な
対
象

者
で
あ
る
国
内
の
外
国
人
対
象
に
ま
ず
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
試
行
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
か
ら
海
外
へ
発
信
し
て
い
く

の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
提
供

し
た
ら
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
が
な
い
こ
と
も
多
く
、
改
善

が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
も
原
因
か
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
や
っ
て
い

る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
効
果
的
で
す
が
、一

回
、
二
回
や
っ
た
ら
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

特
に
最
初
の
こ
ろ
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
、

か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ど
ん
ど
ん
改
良
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
商
品
を

作
る
前
に
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
地
域
に
ど

う
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
合
う
か
、
価
値
観

が
共
通
す
る
か
ど
う
か
を
考
え
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
見
込
め

る
か
ら
と
短
期
的
に
無
理
に
合
わ
せ
て
も
、

長
期
的
に
は
持
続
し
て
い
き
ま
せ
ん
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
年
十
一
月
七
日

聞
き
手
・
守
屋
主
任
研
究
員
）

キャニオニングでスリリングな体験
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―
―
ま
ず
、
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ

ー
ロ
ー
（
以
下
、
熊
野
Ｔ
Ｂ
）
が
ど
の
よ
う
な

組
織
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

ブ
ラ
ッ
ド
・
ト
ウ
ル
氏
（
以
下
、
ブ
ラ
ッ
ド
）

　

我
が
ま
ち
に
は
、
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
熊

野
古
道
、
熊
野
本
宮
大
社
に
代
表
さ
れ
る
古

い
歴
史
や
文
化
、
龍
神
温
泉
、
湯
の
峰
温
泉

な
ど
の
温
泉
郷
、
特
産
品
な
ど
魅
力
あ
る
資

源
や
素
材
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し

て
、
田
辺
市
の
総
合
的
な
観
光
を
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
す
る
た
め
に
、
市
内
の
五
つ
の
観
光

協
会
が
構
成
団
体
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
六
年

（
平
成
十
八
年
）
に
当
組
織
は
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
一
〇
年（
平
成
二
十
二
年
）に
は
、

旅
行
業
（
第
二
種
）
に
着
手
し
ま
し
た
。

―
―
熊
野
Ｔ
Ｂ
の
ツ
ア
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

商
品
販
売
の
現
状
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ブ
ラ
ッ
ド　
い
わ
ゆ
る
旅
行
ツ
ア
ー
は
、二
〇
一一

年（
平
成
二
十
三
年
）の
台
風
被
災
後
、日

本
人
向
け
に
実
施
し
た
「
道
普
請
ウ
ォ
ー

ク
」
な
ど
期
間
限
定
の
も
の
で
、そ
う
多
く

は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
可
能
性
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、受
け
入
れ
る
側
が
本
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
先
々
の
日
程
を
確
約
し
た
安
定
的
な
商

品
に
ま
で
は
至
ら
ず
、
継
続
し
た
紹
介
や
販

売
が
し
づ
ら
く
、
テ
ス
ト
的
な
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
旅
行
者
が
参
加
し
や
す
く
、

安
定
的
に
手
配
で
き
て
い
る
の
が
、
語
り
部

と
一
緒
に
熊
野
古
道
を
歩
く
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
語
り
部
は
団
体

数
も
多
く
、
あ
る
団
体
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
れ

ば
、他
の
団
体
が
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
熊
野
古
道
の
体
験
で
も
、
語

り
部
と
は
少
し
案
内
の
仕
方
が
異
な
る
、
健

康
志
向
派
向
け
の「
セ
ラ
ピ
ス
ト
ウ
ォ
ー
ク
」

に
対
応
で
き
る
団
体
も
あ
り
、
こ
れ
も
日
本

人
に
向
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

熊
野
Ｔ
Ｂ
は
半
民
半
官
の
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
で
す
。
で
す
か
ら
、
大
手
の
旅

行
会
社
が
で
き
な
い
、
地
域
が
元
気
に
な

り
面
白
く
な
る
よ
う
な
挑
戦
が
で
き
ま
す
が
、

こ
れ
は
ハ
イ
リ
ス
ク
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
の
事
業

で
も
あ
り
、
そ
こ
が
着
地
型
観
光
の
長
所
で

あ
り
短
所
で
も
あ
り
ま
す
。

語
り
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
旅
行

会
社
経
由
が
販
売
の
中
心

―
―
販
売
の
方
法
と
し
て
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
直
接
案
内
所
へ
来
る
場
合
な
ど
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
状
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
日
本
人
の
旅
行
者
で
直
接
案
内

所
に
来
て
「
昼
か
ら
語
り
部
の
ツ
ア
ー
を
申

し
込
み
た
い
」
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
日

本
人
は
事
前
に
計
画
を
立
て
、
旅
の
前
に
泊

ま
る
と
こ
ろ
を
決
め
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

前
も
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
事
前
申
し

込
み
か
、
旅
行
会
社
と
組
ん
で
販
売
し
て
い

る
も
の
に
申
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
と
旅
行
会
社
経
由

で
は
ど
ち
ら
の
販
売
が
多
い
の
で
す
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
語
り
部
と
歩
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
者
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
、
日
本
人

旅
行
者
は
旅
行
会
社
経
由
、
中
で
も
大
手
旅

行
会
社
経
由
が
多
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
の
お
客
様
は
ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
将
来
的
に
若
い
人
の
利
用
が
増
え
て
く

れ
ば
、
申
し
込
み
が
増
え
る
可
能
性
が
高
く

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
旅
行
会
社
が
販
売
す
る
場
合
、
熊
野
Ｔ

Ｂ
は
ど
の
部
分
を
担
う
の
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
語
り
部
ガ
イ
ド
を
当
Ｔ
Ｂ
が
、

宿
や
交
通
を
旅
行
会
社
が
手
配
し
ま
す
。

―
―
旅
行
会
社
か
ら
ツ
ア
ー
商
品
の
中
に

語
り
部
ガ
イ
ド
を
入
れ
た
い
と
い
う
話
が

来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
こ
れ
に
は
当
Ｔ
Ｂ
が
設
立
さ
れ
る
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前
か
ら
の
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
〇
四
年

（
平
成
十
六
年
）
の
世
界
遺
産
登
録
の
際
に

は
観
光
協
会
が
窓
口
と
な
り
、大
手
旅
行
会

社
・
語
り
部
団
体
と
の
間
で
や
り
と
り
を
し

て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、二
〇
一
〇
年
（
平
成

二
十
二
年
）、
旅
行
業
免
許
を
取
得
し
た
当

Ｔ
Ｂ
が
、
事
業
を
引
き
継
ぎ
窓
口
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
旅
行
会
社
が
個
別
に

語
り
部
団
体
と
や
り
と
り
す
る
必
要
が
な
く

な
り
、
販
売
し
や
す
く
も
な
り
ま
し
た
。

素
材
を
つ
な
げ
て
ま
と
め
る

ブ
ラ
ッ
ド　
現
地
で
語
り
部
な
ど
を
や
っ
て

い
る
人
た
ち
は
、
売
り
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

形
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
が
、
何
時
に
ど
こ

で
、
い
く
ら
で
、
ど
ん
な
内
容
の
も
の
を
、

ど
の
媒
体
で
紹
介
す
る
か
、
と
い
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
が
な
い
の
で
、
商
品
と
し
て
ま
と
め
る

こ
と
が
困
難
で
し
た
。

　

熊
野
Ｔ
Ｂ
の
大
事
な
役
割
は
、「
素
材
を

つ
な
げ
て
ま
と
め
る
」
こ
と
で
す
。
新
し
い

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
メ
イ
ン
で
は
な
く
、
今
あ
る
も

の
（
観
光
資
源
な
ど
）
を
つ
な
げ
て
紹
介
す

る
こ
と
が
活
動
の
中
心
で
す
。 

イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
も

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
一
つ
の
役
割

―
―
自
分
た
ち
で
ツ
ア
ー
を
作
る
と
い
う
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

紹
介
す
る
こ
と
、
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
ち

ん
と
売
れ
る
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
熊
野
Ｔ
Ｂ

の
大
き
な
役
割
な
の
で
す
ね
。

ブ
ラ
ッ
ド　
旅
行
会
社
経
由
で
は
な
く
、
直

接
申
し
込
ん
で
く
る
人
も
多
い
で
す
が
、
こ

れ
は
あ
る
程
度
の
広
域
の
情
報
を
ま
と
め
て
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。当
Ｔ
Ｂ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

は
予
約
も
で
き
ま
す
が
、
全
て
が
直
接
的
な

旅
行
商
品
で
は
な
く
、
半
分
は
「
こ
ん
な
旅

が
で
き
る
」と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
経
由
で

予
約
が
で
き
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
宿
な
ど
に
直

接
電
話
し
て
予
約
す
る
人
も
多
い
か
ら
で

す
。
当
Ｔ
Ｂ
の
売
り
上
げ
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
、
つ
な
ぎ
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
特
に
日
本
人
の
旅
行
者
に
は

そ
う
い
う
使
い
方
を
す
る
方
が
多
く
い
ま
す
。

　

主
に
海
外
の
旅
行
会
社
が
当
Ｔ
Ｂ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
見
て
、販
売
さ
せ
て
ほ
し
い
と
言

っ
て
く
る
場
合
も
あ
り
、
実
際
に
商
品
化
さ

れ
た
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
当
Ｔ
Ｂ

の
第
一
の
役
割
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
、ま
ち

の
Ｐ
Ｒ
な
の
で
す
が
、そ
う
か
と
い
っ
て
収
入

が
な
け
れ
ば
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
情
報
発

信
と
販
売
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
、

売
上
と
い
う
数
字
に
は
表
れ
な
い
部
分
を
示

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
と
飛
び
込
み
で

申
し
込
む
外
国
人
旅
行
者

―
―
外
国
人
旅
行
者
の
方
は
ど
う
な
の
で
し

ょ
う
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
言
葉
の
壁
が
あ
り
、現
地
の
情
報

が
一
切
な
く
電
話
も
で
き
な
い
の
で
、予
約
シ

ス
テ
ム
も
含
め
こ
の
ウェブ
サ
イ
ト
が
な
い
と

何
も
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
直
接
申
し
込
む
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
日
本
人
旅
行
者
は
直
接
案
内
所
に
は
来

な
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
外
国
人
旅

行
者
は
ど
う
で
す
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
外
国
人
旅
行
者
の
場
合
、
直
接

案
内
所
に
来
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
予
約
シ
ス
テ
ム

の
申
込
締
切
を
一
週
間
前
に
し
て
い
る
こ
と

や
、
事
前
決
済
（
一
週
間
前
ま
で
に
決
済
）

を
し
な
い
と
予
約
が
で
き
な
い
こ
と
が
影
響

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
、
宿
泊
施

設
な
ど
か
ら
外
国
人
旅
行
者
に
対
し
て
一
番

多
い
ク
レ
ー
ム
で
あ
る
Ｎｏ 

Ｓ
ｈｏ
ｗ
（
予

約
し
て
い
る
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
せ
ず
当
日
来

な
い
こ
と
）
へ
の
対
応
の
た
め
で
す
。
で
す

の
で
、
行
程
を
決
め
き
れ
な
い
旅
行
者
の
方

に
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
自
分
の
希
望
す
る

宿
泊
施
設
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

も
ら
っ
て
、
あ
と
は
案
内
所
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
の
仕
組
み
に
し
て
三
年
経
ち
ま
す
が
、

受
け
入
れ
る
側
に
と
っ
て
一
番
不
安
な
海
外

か
ら
の
予
約
（
旅
行
者
）
を
受
け
入
れ
や
す

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ

ム
を
現
在
も
検
討
中
で
す
。

何
を
す
る
た
め
の

旅
行
業
登
録
か

―
―
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
増
え

て
き
て
い
る
中
、
観
光
案
内
所
の
機
能
充
実

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。

ブ
ラ
ッ
ド　
日
本
の
観
光
案
内
所
は
行
政
や

観
光
協
会
が
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
旅
行
業
登
録
が
な
く
旅
行
商
品
の

予
約
や
販
売
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
こ

れ
は
非
常
に
不
便
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

旅
行
者
か
ら
「
少
し
空
き
時
間
が
あ
る
の
で

す
が
」
と
相
談
さ
れ
た
時
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
も
苦
手
で
す
。

　

外
国
人
旅
行
者
は
旅
行
し
な
が
ら
旅
行

の
計
画
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
そ
う
し
た
直
前
の
予

約
に
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
れ
は
、
受
け
入
れ
る
側
が
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
で
き
て
い
な
い

か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
し
、
課
題
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
近
で
は
旅
行
業
登
録
し
て
い
る
観
光

協
会
な
ど
が
運
営
す
る
観
光
案
内
所
も
増
え

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
う
ま
く
活
用
で
き
て
い

な
い
、と
い
う
状
況
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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ブ
ラ
ッ
ド　
箱
と
中
身
の
順
序
が
逆
、
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

箱
、
つ
ま
り
旅
行
業
登
録
を
す
る
組
織
を

先
に
つ
く
っ
て
し
ま
い
、
地
域
で
解
決
す
べ

き
課
題
が
後
に
な
る
。
だ
か
ら
、「
旅
行
者

と
つ
な
げ
ら
れ
な
い
、
売
れ
な
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

大
手
旅
行
会
社
の
力
が

強
い
日
本

―
―
日
本
と
海
外
で
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
流
通
・
販
売
に
何
か
違
い
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
日
本
は
大
手
旅
行
会
社
の
力
が

非
常
に
強
い
で
す
が
、
海
外
は
小
さ
い
旅
行

会
社
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
当
Ｔ
Ｂ
の
外
国

人
旅
行
者
向
け
商
品
は
海
外
の
五
十
社
く

ら
い
と
取
引
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が

小
さ
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

海
外
の
旅
行
会
社
が
日
本
へ
の
旅
行
商

品
を
作
る
際
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
日
本
の
旅

行
会
社
を
組
み
合
わ
せ
て
仕
入
れ
ま
す
が
、

当
Ｔ
Ｂ
が
扱
っ
て
い
る
よ
う
な
細
か
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
る
と
日
本
の
大
手
旅
行
会
社
は

対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。
大
手
旅
行
会
社
に

も
っ
と
当
地
域
の
商
品
を
組
み
込
ん
で
ほ
し

い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
話
が

ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
日
本
の
地
域
発

の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
上
の
一
つ
の
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
っ
と
地
域
発
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
、
大
手
旅
行
会
社

が
あ
る
程
度
寛
容
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
外
国

人
旅
行
者
は
日
本
国
内
を
広
域
に
動
く
の

で
、
売
り
や
す
い
商
品
を
作
り
、
地
域
同
士

が
連
携
し
て
販
売
し
て
い
く
の
も
一
つ
の
手

法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
大
手
旅
行
会
社
が
、
自
ら
地
域
発
の
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
動

き
も
見
ら
れ
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ド　
一
定
の
観
光
客
数
の
確
保
と
、

高
い
満
足
度
を
保
つ
こ
と
を
両
立
す
る
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
外
国
人
旅
行

者
向
け
の
商
品
は
言
葉
の
壁
も
あ
り
、
商

品
と
し
て
安
定
的
に
販
売
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
特
別
な
体
験
な
ど
は

必
要
な
く
て
、
例
え
ば
欧
米
人
は
自
由
を

好
む
の
で
、
現
地
の
民
宿
に
泊
ま
れ
る
よ
う

に
し
て
あ
げ
る
だ
け
で
立
派
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
熊
野
で
は
、
英

語
の
能
力
は
あ
っ
て
も
山
の
中
で
安
全
に
ガ

イ
ド
で
き
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
り
、
外
国

人
旅
行
者
向
け
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
も

ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
商
品
と
し
て
販
売
ル
ー

ト
に
乗
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

―
―
訪
れ
る
人
と
受
け
入
れ
る
人
の
真
ん
中
に

立
つ
熊
野
Ｔ
Ｂ
と
し
て
、こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ラ
ッ
ド　
ま
ず
、
地
域
に
も
う
少
し
若
い

人
が
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
年
配
の

方
が
多
い
の
で
、
新
し
い
も
の
が
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
観
光
素
材
は
パ
ズ
ル

の
ピ
ー
ス
の
よ
う
に
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
完
成
し
た
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い

こ
と
が
課
題
で
す
。
旅
行
者
と
地
域
の
間

に
立
つ
当
Ｔ
Ｂ
と
し
て
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
決

め
、
そ
こ
に
ピ
ー
ス
を
持
っ
て
き
て
形
に
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む

初
期
の
段
階
は
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、
行
政

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
あ
る
程

度
軌
道
に
乗
っ
た
と
し
て
も
、
目
的
を
ビ
ジ

ネ
ス
だ
け
に
す
る
と
、
面
白
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
取
り
扱
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

旅
行
会
社
と
い
う
立
場
で
言
え
ば
、
当

Ｔ
Ｂ
が
売
る
分
の
部
屋
数
や
ツ
ア
ー
人
数
を

確
保
し
て
お
く
こ
と
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
宿
泊
や
参

加
申
込
が
あ
っ
た
際
に
、
都
度
、
空
き
状
況

を
確
認
す
る
手
間
を
か
け
る
こ
と
で
、
そ
の

分
地
域
の
宿
泊
施
設
や
事
業
者
が
参
加
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
大
手
旅

行
会
社
で
は
取
り
扱
え
な
い
も
の
を
取
り

扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
、
補
助
金
で
立
ち
上
げ
た
予

約
シ
ス
テ
ム
を
、
そ
の
後
は
自
分
た
ち
の
資

金
で
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
地
域
の

顔
な
の
で
、
ど
ん
ど
ん
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な

い
と
地
域
そ
の
も
の
が
古
く
見
え
、
安
心
感

も
な
く
な
り
ま
す
。
最
近
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
対
応

さ
せ
て
い
く
に
も
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
変
化
は
早
い
で
す
し
、

情
報
収
集
や
予
約
の
際
の
利
用
度
合
い
は

ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
で
販

売
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
、
う
ま
く
や
ら
な
け
れ
ば
負
け
て
し
ま
い

ま
す
。
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち

の
地
域
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
差
別
化
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
年
十
一
月
七
日

聞
き
手
・
守
屋
主
任
研
究
員
）
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商
品
コ
ン
セ
プ
ト

寺
崎　
今
日
は
、
実
践
的
か
つ
具
体
的
な

お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に

皆
さ
ん
の
会
社
の
主
力
商
品
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

松
本　
屋
久
島
で
の
一
般
的
な
人
気
商
品

は
縄
文
杉
や
太
鼓
岩
に
行
く
ツ
ア
ー
で
す
。

こ
の
よ
う
な
目
的
地
と
い
う
＂
点
＂
を
売

っ
て
い
る
ツ
ア
ー
会
社
が
多
い
中
で
、
当

社
は
点
に
至
る
線
の
情
報
を
売
る
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
『
ヤ
ク
ス

ギ
ラ
ン
ド
』
と
い
う
ヤ
ク
ス
ギ
林
を
歩
く

ツ
ア
ー
は
、
植
生
の
移
り
変
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
も
ふ
ん
だ
ん
に
解
説
し
ま
す
。

　

森
歩
き
の
ツ
ア
ー
は
こ
の
他
に
『
白
谷

雲
水
峡
』『
西
部
照
葉
樹
林
』
が
あ
り
ま

す
。
森
の
特
徴
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
、

で
き
れ
ば
三
つ
参
加
し
て
、
屋
久
島
の
垂

直
分
布
と
い
う
エ
リ
ア
全
体
の
価
値
を
面

で
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
点
か
ら
線
、
さ
ら
に
面
に

つ
な
げ
て
見
せ
る
の
が
当
社
の
エ
コ
ツ
ア

ー
商
品
の
特
色
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎　
こ
れ
ら
を
い
く
ら
で
販
売
し
て
い

る
の
で
す
か
。

松
本　
当
社
の
ツ
ア
ー
は
、
参
加
者
一
人

に
つ
き
参
加
料
金
が
一
日
ツ
ア
ー
の
場

合
は
一
四
、五
〇
〇
円
、
半
日
ツ
ア
ー
は

八
、〇
〇
〇
円
で
す
。
山
岳
ガ
イ
ド
は
何

人
案
内
し
て
も
一
日
い
く
ら
と
い
う
日
当

制
で
す
が
、
会
社
を
始
め
る
に
あ
た
り
仲

間
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
エ
コ
ツ
ア
ー
は

単
な
る
道
案
内
で
は
な
く
情
報
を
売
る
の

だ
か
ら
、
一
人
い
く
ら
と
い
う
設
定
で
い

こ
う
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。 

寺
崎　
値
付
け
と
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
が
密

接
に
絡
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
映
画
と
似
て
い
ま
す
ね
。

松
本　
タ
ク
シ
ー
は
割
り
勘
に
で
き
る
け

ど
映
画
は
割
り
勘
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
人

ひ
と
り
が
一
、八
〇
〇
円
分
の
情
報
を
買

う
と
い
う
商
品
形
態
で
す
ね
。
確
か
に
考

え
方
が
近
い
で
す
。

寺
崎　
高
い
と
い
う
声
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

松
本　
お
金
は
ツ
ア
ー
終
了
後
に
い
た
だ

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
一
日
、
き

ち
ん
と
し
た
案
内
が
で
き
た
か
否
か
、
そ

の
時
の
お
客
様
の
反
応
に
よ
っ
て
分
か
り

ま
す
。
品
質
管
理
も
兼
ね
て
い
る
ん
で
す
。

多
く
の
方
に
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
価
格
に
つ
い
て
も
納
得
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
か
つ
て
夫
婦
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
に

32

4

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
先
進
地

に
お
け
る
地
域
発
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム

 

株
式
会
社
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス

 

代
表
取
締
役
社
長 

松
田  

光
輝

 

マ
ル
ベ
リ
ー 
代
表 

吉
井  

信
秋

 

有
限
会
社
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

 

代
表
取
締
役 
松
本  

　
毅

 

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

 

理
事
・
観
光
文
化
研
究
部
長 

寺
崎  
竜
雄

知
床
、
小
笠
原
、
屋
久
島
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
自
然
観
光
地
で
は

他
地
域
に
先
駆
け
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
始
め
頃
か
ら
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
商
品
化
さ
れ
、
新
た
な
地
域
産
業
と
し
て
の
芽
生
え
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
取

り
組
む
三
人
の
民
間
企
業
の
社
長
兼
自
然
ガ
イ
ド
に
ご
参
画
い
た
だ
き
、
事

業
展
開
の
具
体
例
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

座
談
会

●
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参
加
し
て
い
た
時
、一
つ
の
財
布
か
ら
二
人

分
出
す
の
は
厳
し
い
と
感
じ
た
自
分
の
経

験
か
ら
夫
婦
、
家
族
な
ど
に
は
割
引
料
金

を
設
け
て
い
ま
す
。
実
際
に
「
夫
婦
割
引

が
あ
っ
て
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
声
も
聞

い
て
い
ま
す
。
他
に
も
リ
ピ
ー
タ
ー
割
引

な
ど
、
柔
軟
な
価
格
設
定
と
し
て
い
ま
す
。

寺
崎　
松
田
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

価
格
も
併
せ
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
田　
私
も
松
本
さ
ん
と
同
様
に
複
数
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
知
床
を
全
体
的
に
知
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
考
え
方
で
す
。
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
商
品
は
、一
人
一
〇
、〇
〇
〇
円
の『
知

床
自
然
体
験
一
日
コ
ー
ス
』
で
す
。
海
岸

部
の
環
境
と
草
原
、
人
の
手
が
入
っ
た
二

次
林
と
原
生
林
の
森
林
二
種
類
を
見
て
も

ら
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一

人
七
、〇
〇
〇
円
の
『
羅ら

臼う
す

湖
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
』
と
い
う
高
山
帯
と
湿
原
を
歩
く
半

日
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
知
床
の
面
白
さ
は

狭
い
面
積
の
中
に
多
様
な
環
境
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
縦
方
向
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

　

知
床
岬
の
あ
る
奥
の
ほ
う
に
行
け
ば

特
別
な
も
の
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
横
方
向
に
進
ん
で
も
標
高
が
変

わ
ら
な
い
の
で
、
見
ら
れ
る
も
の
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
知
床
を
立
体
的
に
見

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。『
知
床
自
然
体

験
一
日
コ
ー
ス
』
の
行
程
に
知
床
五
湖
を

入
れ
た
ほ
う
が
売
れ
る
の
で
す
が
、
あ
え

て
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
知
床
五
湖
に
行
き

た
い
人
の
た
め
に
、
別
の
ツ
ア
ー
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　
『
知
床
自
然
体
験
一
日
コ
ー
ス
』は
最
初
、

一
五
、〇
〇
〇
円
で
し
た
が
新
婚
旅
行
や

結
婚
記
念
旅
行
の
参
加
者
ば
か
り
で
し

た
。
家
族
は
参
加
し
に
く
い
と
思
い
値
下

げ
し
ま
し
た
。
割
引
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
さ
が
理
由
で
来
る
人
は
そ
ん
な
に
い
な

い
の
で
、
割
引
よ
り
も
中
身
の
質
を
良
く

す
る
ほ
う
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎　
＂
ツ
ア
ー
の
質
＂
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、
松
田
さ
ん
の
＂
高
品
質
＂
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
す
か
。

松
田　
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
客
様
自
身
は
、

自
分
は
い
っ
た
い
何
が
し
た
い
の
か
、
具

体
的
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
お
客
様
と
交
流
す
る
中
で
、
何
を

求
め
て
い
る
か
を
探
り
出
し
、
希
望
を
上

回
る
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

寺
崎　
吉
井
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

吉
井　
私
の
メ
イ
ン
商
品
は
『
森
歩
き
』

で
、
半
日
と
一
日
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
父
島
は
小
さ
い
島
な
の
で
、
海
岸

林
、
低
木
林
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
林
な
ど
代
表

的
な
植
生
を
紹
介
し
な
が
ら
、
島
全
体
の

白
谷
雲
水
峡
。ボ
ー
ド
に
よ
る
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
の
解
説

会社名

代表者

所在地

設立年

構成員

年間取扱人数

主な事業内容

ホームページ

株式会社
知床ネイチャーオフィス

代表取締役社長　松田光輝

北海道斜里郡斜里町

2006年4月

ガイド7人　事務員1人

約25,000人

知床国立公園内、および
自然景勝地における自然解説事業

http://www.sno.co.jp/

マルベリー

代表　吉井信秋

東京都小笠原村父島

2000年3月

ガイド2人

約1,000人

小笠原父島におけるエコツアー
（森歩き・山歩き・戦跡巡り等）事業

http://www.h2.dion.ne.jp/~mulberry/

有限会社
屋久島野外活動総合センター

代表取締役　松本 毅

鹿児島県熊毛郡屋久島町

1993年7月

ガイド6人　事務員1人

約2,500人

屋久島におけるエコツアー
（森歩き・登山・リバーカヤック・

ダイビング等）事業

http://www.ynac.com/index.html
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森
を
い
く
つ
か
見
て
回
る
も
の
で
す
。
も

う
一
つ
が
『
山
歩
き
』
と
い
う
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
で
、
島
の
南
端
で
太
平
洋
に
面

し
た
千ち

尋ひ
ろ
い
わ岩
を
目
指
し
て
歩
く
一
日
コ
ー

ス
で
す
。
こ
の
二
つ
が
主
力
で
、
あ
と
は

星
空
や
光
る
キ
ノ
コ
な
ど
を
観
察
す
る
ナ

イ
ト
ツ
ア
ー
、
戦
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
あ

り
ま
す
。

　

価
格
は
、
一
人
に
つ
き
最
初
の
二
時
間

は
一
時
間
当
た
り
二
、〇
〇
〇
円
、
三
時

間
目
以
降
は
一
、五
〇
〇
円
と
い
う
料
金

設
定
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
半
日
コ
ー

ス
は
三
時
間
な
の
で
五
、五
〇
〇
円
で
す

が
切
り
が
い
い
の
で
五
、〇
〇
〇
円
、
一
日

コ
ー
ス
は
お
昼
休
憩
を
除
く
と
大
体
五
時

間
な
の
で
八
、五
〇
〇
円
に
し
て
い
ま
す
。

寺
崎　
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
商

品
は
い
ず
れ
も
レ
デ
ィ
ー
メ
イ
ド
型
の
商

品
で
す
ね
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
的
な
ツ
ア

ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

松
本　
「
今
度
屋
久
島
に
行
く
け
ど
、
ど

こ
に
行
け
ば
い
い
で
す
か
」
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
は
相
手
の
年
齢
や
興
味
に
応
じ
て
既

存
の
コ
ー
ス
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
な
い
コ
ー
ス
に
お
連
れ
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
貸
し
切
り
で
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
い
と
い
う
場
合
は
、
追
加
料
金
を
い

た
だ
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

松
田　
う
ち
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
を

始
め
ま
し
た
。
一
人
い
く
ら
で
は
な
く
貸

切
料
金
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

寺
崎　
い
く
つ
か
の
定
番
ツ
ア
ー
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
も
お
客
様
の
要
望
に
応
じ
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

松
本　
中
に
は
「
一
日
中
、
昼
寝
を
し
て

い
た
い
」
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
あ
る
見
晴
ら
し
の
よ
い
岩

に
ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
喜
ば
れ

ま
し
た
（
笑
）。

参
加
者
の
属
性

寺
崎　
年
間
の
取
扱
人
数
と
参
加
さ
れ
る

お
客
様
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
本　
私
の
と
こ
ろ
は
年
間
で
約
二
千
五

百
人
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た

方
が
八
割
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
一
割
、
回
答

な
し
が
一
割
で
し
た
。リ
ピ
ー
タ
ー
の
内
訳

は
二
回
目
が
六
割
、
三
回
目
が
二
割
、
四

回
以
上
が
二
割
で
す
。
地
域
別
に
見
る
と

関
東
と
関
西
が
六
～
七
割
を
占
め
、
鹿
児

島
県
内
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
す
ね
。

松
田　
年
に
よ
り
変
動
が
あ
り
ま
す
が
、

二
万
五
千
～
二
万
八
千
人
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
関
東
が
一
番
多

く
て
約
六
割
、
あ
と
は
日
本
全
国
か
ら
で

す
。
道
内
は
一
％
前
後
で
、
こ
の
中
に
は

東
京
出
身
で
札
幌
に
就
職
し
た
人
、
北
海

道
に
単
身
赴
任
中
で
休
み
に
家
族
旅
行

で
来
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
多
い
で
す
。
リ
ピ

ー
タ
ー
は
全
体
の
約
四
％
で
す
が
、
取
り

扱
い
客
の
中
に
は
修
学
旅
行
な
ど
団
体
も

多
い
の
で
、
個
人
客
に
限
れ
ば
一
割
く
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
井　
今
年
の
取
扱
人
数
は
少
し
落
ち
て

い
て
一
千
人
強
で
す
。
関
東
が
八
割
、
二

割
は
全
国
各
地
か
ら
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は

五
％
以
下
で
す
。

寺
崎　
屋
久
島
で
は
団
体
と
個
人
の
取
扱

比
率
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

松
本　

屋
久
島
は
団
体
を
扱
う
業
者
が

多
い
で
す
が
、
う
ち
は
ほ
と
ん
ど
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
団
体
は
全
体
の
五
％
く
ら
い

で
、
ほ
と
ん
ど
が
高
校
や
大
学
の
学
習
旅

行
で
す
。

　

個
人
客
に
限
る
と
、
男
女
比
は
女
性

六
割
、
男
性
四
割
。
年
代
別
に
は
三
十
代

女
性
が
一
八
％
と
一
番
多
く
、
次
に
二
十

代
女
性
の
一
三
％
で
す
。
二
十
代
と
三
十

代
男
性
は
そ
れ
ぞ
れ
約
八
％
で
し
た
。
旅

行
形
態
は
友
人
同
士
が
二
七
％
、
家
族
が

二
六
％
、
一
人
旅
が
二
三
％
、
夫
婦
一
六

％
で
す
。

松
田　
人
数
ベ
ー
ス
で
見
る
と
八
割
が
団

体
で
す
。
内
訳
は
六
割
強
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
、
一
割
が
修
学
旅
行
、
一
割
弱
が

34観光文化224号 January 2015

小
笠
原
・
山
歩
き（
デ
イ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）、
千
尋
岩（
ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
）

224観光文化特集4.indd   34 2015/01/08   14:07



職
場
旅
行
や
組
織
の
団
体
旅
行
と
い
っ
た

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
旅
行
で
す
。
二
割
の
個

人
客
の
う
ち
、
一
番
多
い
客
層
は
五
十
歳

前
後
の
夫
婦
で
、
半
数
を
占
め
ま
す
。
家

族
は
一
割
以
下
で
、
一
人
旅
も
少
な
い
で

す
。
二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
前
半
の
女

性
同
士
は
増
え
て
お
り
、
夫
婦
の
次
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

情
報
発
信
・
広
告
宣
伝

寺
崎　
商
品
の
情
報
発
信
や
広
告
宣
伝
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
か
。

吉
井　

雑
誌
広
告
な
ど
は
出
さ
ず
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ブ
ロ
グ
が
主
で
す
。
ブ
ロ

グ
は
日
々
発
信
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
営
業
的
な
こ
と
だ
け

で
な
く
、
現
地
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
入
れ

て
い
ま
す
。
情
報
量
が
多
い
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
ね
。

松
本　
旅
行
情
報
誌
に
年
間
百
万
円
く

ら
い
広
告
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
重
視
し

て
い
る
の
は
自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。

特
に
検
索
機
能
は
重
要
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
（
検

索
エ
ン
ジ
ン
最
適
化
）
対
策
を
専
門
業

者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
な
く
屋
久
島
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
で
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

松
田　
広
告
は
費
用
対
効
果
が
不
明
確

な
の
で
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
の
と
こ
ろ

は
、
当
社
ス
タ
ッ
フ
が
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
を
や

っ
て
い
ま
す
。
最
低
ラ
イ
ン
の
月
間
ア
ッ

プ
率
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
ボ
ー
ナ
ス
査
定

に
響
く
と
い
っ
て
ハ
ッ
パ
を
掛
け
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
の
ブ
ロ
グ
更
新
も
重
視
し

て
い
ま
す
。

寺
崎　
雑
誌
や
旅
行
情
報
誌
な
ど
の
媒
体

に
売
り
込
ん
だ
り
も
し
ま
す
か
。

松
本　
『
る
る
ぶ
』
に
は
広
告
を
出
す
以

外
に
も
、
依
頼
が
あ
れ
ば
原
稿
の
取
材
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
編
集
担
当
者
が
変

わ
る
と
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

担
当
者
を
つ
か
ん
で
お
く
努
力
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
田　
旅
行
情
報
誌
の『
る
る
ぶ
』や『
ま

っ
ぷ
る
』、山
ガ
ー
ル
の
雑
誌
『
ラ
ン
ド
ネ
』

を
発
行
し
て
い
る
エ
イ
出
版
社
な
ど
の
編

集
部
に
、
二
年
に
一
度
は
顔
を
出
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
会
社
を
売
り
込
む
と
い

う
よ
り
、
知
床
の
情
報
を
提
供
す
る
と
い

う
形
で
す
ね
。
併
せ
て
ど
う
い
う
雑
誌
が

売
れ
、
ど
ん
な
客
層
が
読
ん
で
い
る
か
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

松
本　
当
社
の
ツ
ア
ー
参
加
者
の
情
報
源

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

四
割
、
知
人
か
ら
の
紹
介
二
割
、
旅
行
パ

ン
フ
が
一
割
強
、
雑
誌
・
書
籍
が
一
割
弱
、

地
元
観
光
協
会
は
少
な
く
て
一
％
未
満
で

し
た
。
知
人
か
ら
の
紹
介
二
割
と
い
う
の

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
口
コ
ミ
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
ツ
ア
ー
参
加
か
ら
一
年
以

内
の
お
客
様
に
は
『
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｃ
通
信
』
と

い
う
紙
媒
体
の
会
員
誌
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

寺
崎　
私
も
拝
見
し
て
い
ま
す
が
、一
人
ひ

と
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
ど
う
い
う
動
き
を
し
て

い
る
か
分
か
る
の
が
、楽
し
い
で
す
よ
ね
。

松
本　
あ
の
ス
タ
ッ
フ
は
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
付
け
を
し
て
、

思
い
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま

す
。
実
際「
ま
た
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
お
礼
状
が
来
ま
す
。
そ
の
気
持
ち

を
維
持
す
る
の
が
大
切
で
す
。
紙
媒
体
と

い
う
点
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
地
元
の
印

刷
屋
を
使
っ
て
い
た
時
よ
り
今
は
印
刷
費

が
安
く
な
っ
て
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

松
田　
個
人
の
お
客
様
が
見
る
情
報
源
は

一
つ
で
は
な
い
で
す
ね
。
何
を
見
て
申
し

込
ん
だ
の
か
と
聞
く
と
、「
雑
誌
に
も
旅

行
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
出
て
い
た

の
で
」
と
い
っ
た
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

旅
行
会
社
、
雑
誌
な
ど
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

か
ら
情
報
を
集
め
て
総
合
的
に
判
断
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
源
を
ケ
ア

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
う
ち
希
望
す
る
人
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シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
で
す
。
こ
の
二
社
が
船

と
ラ
ン
ド
を
手
配
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

て
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
旅
行
会
社

に
卸
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
自
分
は

島
外
で
営
業
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

で
す
ね
。

寺
崎　
ユ
ニ
ー
ク
な
手
配
形
態
で
す
ね
。

島
内
の
旅
行
会
社
が
代
表
し
て
セ
ー
ル
ス

を
請
け
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井　

私
が
関
わ
る
旅
行
会
社
の
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
が
こ
の
二
社
経
由
で
す
。
全
国

の
い
ろ
ん
な
旅
行
会
社
か
ら
こ
の
形
式
で

お
客
様
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
送
客
が
あ
る
の
は
阪
急
交
通
社

く
ら
い
で
、
大
手
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

で
す
ね
。
小
笠
原
全
体
で
見
る
と
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
一
番
多
い
の
は
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
私
は
受
注
し
て
い

ま
せ
ん
。

寺
崎　
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

吉
井　
小
笠
原
が
世
界
遺
産
に
な
る
数
年

前
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
の
中
に
設
置

さ
れ
た
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。
島
外
の
旅
行
会
社
か
ら
の
依

頼
に
応
じ
、
島
内
の
ガ
イ
ド
や
ツ
ア
ー
会

社
に
送
客
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
観

に
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
送
っ
て
い
ま
す
。

購
読
者
数
は
今
、
二
百
五
十
組
く
ら
い
で

す
。
閑
散
期
に
リ
ピ
ー
タ
ー
限
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
っ
て
募
集
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
三
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

十
五
人
く
ら
い
集
ま
り
、
四
十
～
五
十
万

円
の
収
入
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

繁
忙
期
以
外
に
も
そ
れ
だ
け
の
収
入
を

得
ら
れ
、
集
客
効
率
が
い
い
と
感
じ
ま
す
。

旅
行
会
社
と
の
連
携

寺
崎　
そ
ろ
そ
ろ
中
心
課
題
の
販
売
方
法

に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
旅
行

会
社
と
は
ど
の
よ
う
な
お
付
き
合
い
を
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

松
本　
旅
行
会
社
と
の
付
き
合
い
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
単
発
で
社
員
旅
行
を
受

け
る
く
ら
い
で
す
。た
だ
し
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク

に
は
う
ち
の
設
立
以
来
、オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
と
し
て
組
み
入
れ
て
も
ら
っ
て
お
り
、

取
り
扱
い
の
約
一
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

寺
崎　
松
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
旅
行
会
社

の
扱
い
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
会
社
と
取
引
し
て
い
ま
す

か
？　

松
田　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は
、

添
乗
員
付
き
の
団
体
ツ
ア
ー
は
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
一
番
多
く
、
個
人
旅
行
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
多
い
で
す
ね
。

あ
と
は
小
さ
い
旅
行
会
社
も
含
め
て
複
数

の
会
社
と
も
取
引
が
あ
り
ま
す
。
個
人
客

に
つ
い
て
も
、
直
接
予
約
の
他
に
エ
ー
ス

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
個
人
旅
行
商
品
な
ど
、
旅
行
会

社
で
の
扱
い
も
あ
り
ま
す
。

寺
崎　
旅
行
会
社
の
送
客
率
が
か
な
り
高

い
で
す
ね
。

松
田　
客
数
で
は
そ
う
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
団
体
ツ
ア
ー
は
単
価
が
低
い
こ
と
も

あ
り
、
金
額
ベ
ー
ス
で
見
る
と
全
取
り
扱

い
の
う
ち
旅
行
会
社
が
四
割
、
個
人
へ
の

直
接
販
売
が
六
割
と
比
率
が
逆
転
し
ま

す
。
ま
た
年
々
、
旅
行
会
社
の
シ
ェ
ア
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

吉
井　
私
も
旅
行
会
社
の
シ
ェ
ア
が
多
く
、

売
上
ベ
ー
ス
で
全
体
の
六
割
く
ら
い
を
占

め
ま
す
。
そ
の
八
割
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア

ー
の
行
程
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
る
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
四
割
は
参
加
者

か
ら
の
直
接
予
約
で
す
。

　

小
笠
原
の
場
合
は
少
し
特
殊
で
、
小

笠
原
を
ベ
ー
ス
と
す
る
旅
行
会
社
二
社
か

ら
、
我
々
の
よ
う
な
自
然
ガ
イ
ド
会
社
や
、

ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
を

催
行
し
て
い
る
現
地
ツ
ア
ー
会
社
が
予
約

を
も
ら
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
社
が

地
元
資
本
の
小
笠
原
ツ
ー
リ
ス
ト
、
も
う

一
社
は
東
京
の
旅
行
会
社
で
す
が
約
四
十

年
前
か
ら
小
笠
原
を
専
門
に
し
て
い
る
ナ
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が
、
旅
行
会
社
と
取
引
す
る
よ
う
に
な
っ

た
二
十
年
く
ら
い
前
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
っ

て
何
だ
」
と
い
う
時
代
で
、
最
初
は
み
ん

な
冷
た
か
っ
た
で
す
。
特
に
大
手
は
、
ア

ポ
を
入
れ
て
い
て
も
一
時
間
以
上
待
た
さ

れ
た
り
、
す
っ
ぽ
か
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
エ
コ
ツ
ア
ー
を
組
み
込
ん
だ

商
品
を
旅
行
会
社
が
企
画
し
て
も
、
全

然
お
客
様
が
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
や
っ
と
送
客
に
つ
な
が
っ
て

も
、
お
客
様
は
そ
れ
な
り
の
格
好
で
来

て
い
る
の
に
、
旅
行
会
社
の
理
解
が
乏

し
か
っ
た
の
で
、
添
乗
員
が
ス
カ
ー
ト
姿

に
パ
ン
プ
ス
で
来
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
ツ
ア
ー
内
容
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。

寺
崎　
そ
れ
で
も
旅
行
会
社
へ
の
働
き
掛

け
を
続
け
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

松
田　
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
か

っ
た
の
で
、
一
番
の
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

や
は
り
都
会
の
旅
行
会
社
で
あ
り
、
そ
こ

と
つ
な
が
ら
な
い
と
販
路
が
広
が
ら
な
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
自
分
は
自
然
を
守
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
こ
の
仕
事
を
始
め
た

の
で
、
旅
行
会
社
に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
昔
は
キ
ツ
ネ

が
い
る
と
添
乗
員
が
「
さ
あ
、
エ
サ
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
る
の
が
日
常

的
な
光
景
で
し
た
。
そ
れ
を
変
え
る
に

は
、
旅
行
会
社
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
以

前
は
旅
行
会
社
経
由
が
九
九
％
に
近
か
っ

た
で
す
が
、
時
代
が
変
わ
り
、
Ｂ
to
Ｂ
よ

り
Ｂ
to
Ｃ
の
ほ
う
が
強
く
な
っ
た
と
感
じ

ま
す
。

寺
崎　
先
ほ
ど
も
、
旅
行
会
社
の
シ
ェ
ア

が
減
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
ね
。

松
田　
車
を
運
転
で
き
な
い
人
や
シ
ニ
ア

層
な
ど
、
個
人
で
旅
行
で
き
な
い
お
客
様

も
い
る
の
で
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
の

旅
行
会
社
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
他
に
も
い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
出

て
き
た
の
で
、
今
ま
で
の
旅
行
会
社
の
や

り
方
だ
と
通
用
し
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

旅
行
会
社
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
い
か
に
面
白
い
ツ
ア
ー
を

作
っ
て
も
、
販
売
窓
口
の
方
が
そ
の
良
さ

を
説
明
で
き
な
い
。
私
が
関
わ
り
始
め
た
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光
協
会
が
主
体
だ
と
い
く
ら
公
平
に
配
慮

し
て
も
、
会
員
か
ら
「
不
公
平
だ
」「
送

客
に
偏
り
が
あ
る
」
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ツ

ア
ー
デ
ス
ク
は
解
散
し
、
二
社
が
そ
の
役

割
を
受
け
持
つ
形
で
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎　
ど
の
ガ
イ
ド
や
会
社
を
使
う
か
は
、

そ
の
二
社
が
決
め
て
い
る
の
で
す
か
。

吉
井　
新
規
で
は
そ
う
で
す
ね
。
継
続
の

場
合
は
、
発
注
元
の
旅
行
会
社
か
ら
「
こ

の
ガ
イ
ド
が
い
い
」
と
指
名
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
今
は
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
で

動
い
て
い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
の
時

の
よ
う
な
不
満
の
声
は
基
本
的
に
出
ま
せ

ん
。
東
京
都
港
区
に
小
笠
原
村
観
光
局

と
い
う
村
の
出
先
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
は
Ｐ
Ｒ
専
門
で
す
。
地
方
で
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
す
る
時
は
、
観
光
局
が
直
接

営
業
す
る
と
問
題
が
あ
る
の
で
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ラ
ン
ド
や
小
笠
原
ツ
ー
リ
ス
ト
が
同

行
し
て
セ
ー
ル
ス
を
し
て
い
ま
す
。

寺
崎　
旅
行
会
社
に
対
す
る
手
数
料
は
ど

う
し
て
い
ま
す
か
。

吉
井　
私
た
ち
が
こ
の
二
社
に
支
払
う
手

数
料
は
一
律
一
〇
％
で
、
個
人
も
団
体
ツ

ア
ー
も
基
本
的
に
同
じ
で
す
。

寺
崎　
松
田
さ
ん
は
旅
行
会
社
へ
営
業
に

行
っ
て
い
ま
す
か
？  

松
田　
多
く
て
一
年
に
二
回
、
東
京
、
大

阪
、
名
古
屋
を
中
心
に
複
数
の
会
社
の

商
品
企
画
セ
ク
シ
ョ
ン
に
営
業
し
て
い
ま

す
。
今
は
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

マルベリー
吉井信秋氏

　大阪府生まれ。マルベリー代表。小笠原小・中
学校PTA会長。北海道大学農学部林産学科卒
業。1993年から小笠原諸島父島在住。主に父島
列島での自然や戦跡のインタープリテーションを行
い、動植物の調査・研究や環境教育にも関わって
いる。小笠原ホエールウォッチング協会会長。環
境省自然公園指導員。

224観光文化特集4.indd   37 2015/01/08   14:07



38

二
十
年
前
か
ら
見
る
と
改
善
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、旅
行
会
社
の
窓
口
で「
こ

こ
は
私
の
体
力
で
歩
け
る
か
」
な
ど
と
聞

か
れ
た
時
、
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と

は
今
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
販
売
店
は
扱
う
商

品
が
多
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
お
客
様
に

説
明
し
や
す
い
商
品
か
ら
販
売
し
て
し
ま

う
み
た
い
で
す
。
今
ま
で
何
度
か
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
販
売
店
を
回
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
系
の
商
品
販
売
は
説
明
が
難

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
ね
。

松
本　

数
年
前
に
一
度
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク

に
「
屋
久
島
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か

け
、
販
売
担
当
の
方
に
何
人
か
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う

と
、
す
ご
く
熱
を
込
め
て
売
っ
て
く
れ
ま

す
。
販
売
窓
口
の
人
に
ツ
ア
ー
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

寺
崎　
松
本
さ
ん
は
お
付
き
合
い
し
て
い

る
旅
行
会
社
は
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
だ
け
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
他
の
旅
行
会
社
も
回
ら

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

松
本　

今
か
ら
二
十
年
前
の
設
立
当
初

は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
旅
行
会
社
に

営
業
に
行
き
ま
し
た
が
、
話
が
合
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー
と
言
っ
て
も
、

全
然
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
。「
二
十
人
、

三
十
人
の
団
体
受
け
て
よ
」
と
言
わ
れ
、

う
ち
で
は
無
理
だ
と
断
り
ま
し
た
。
ジ
ャ

ル
パ
ッ
ク
は
「
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
個
人

客
を
送
客
し
ま
す
」
と
、
す
ん
な
り
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
社
に
よ

る
違
い
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時
に
お
会
い

し
た
方
に
よ
る
違
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

今
は
時
代
が
変
わ
り
、
旅
行
会
社
か

ら
話
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
僕
と

し
て
は
ち
ゃ
ん
と
エ
コ
ツ
ア
ー
を
売
っ
て

く
れ
る
旅
行
会
社
と
組
み
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
動
い
た
と

こ
ろ
は
ま
だ
な
い
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
会
員
企
業
の
中
に
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー

を
売
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
旅
行
会
社
も

い
れ
ば
、
う
ち
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を
売
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
会
社
も
い

る
の
で
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
場

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
出
し
て

い
ま
す
。

ホ
テ
ル
と
の
結
び
つ
き

松
田　

知
床
で
は
最
近
、
宿
と
ガ
イ
ド

会
社
と
の
結
び
つ
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
か
ら
の
依
頼
は
当
日
や
前
日
に
来

る
ケ
ー
ス
が
結
構
多
い
で
す
。
単
独
ガ
イ

ド
は
す
ぐ
連
絡
が
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
、
複
数
の
ガ
イ
ド
が
い
る
会
社
が
好

ま
れ
る
よ
う
で
す
。

寺
崎　
ホ
テ
ル
と
の
連
携
も
販
路
拡
大
の

一
つ
の
方
法
で
す
ね
。
ホ
テ
ル
に
紹
介
手

数
料
は
払
っ
て
い
ま
す
か
？

松
田　
ホ
テ
ル
か
ら
欲
し
い
と
は
言
わ
れ

て
お
り
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
付
き
宿
泊
パ
ッ

ク
を
売
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
に
は
一
〇
％
く

ら
い
払
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
知
床
の
ガ
イ
ド
の
年
収
を
考

え
る
と
当
面
手
数
料
は
な
い
ほ
う
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
資
源
を
活
か
し
、

観
光
収
入
を
増
や
す
た
め
に
は
自
然
ガ
イ

ド
の
役
割
は
大
き
い
。
次
を
担
う
若
い
世

代
に
そ
の
分
を
投
資
し
、
見
聞
を
広
め
勉

強
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
、
地
域
の
持
続
的

な
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

松
本　
昔
、
ホ
テ
ル
か
ら
提
携
の
話
は
あ

り
ま
し
た
が
、
前
日
予
約
が
多
い
ん
で
す

ね
。
振
り
回
さ
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
の
で
、

今
は
ほ
と
ん
ど
取
引
し
て
い
ま
せ
ん
。

吉
井　
民
宿
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
紹
介
さ

れ
る
ケ
ー
ス
は
少
し
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

そ
う
い
う
お
客
様
は
何
を
し
た
い
か
あ
ま

り
明
確
で
な
い
場
合
が
多
く
、「
何
を
し

よ
う
か
」
と
時
間
を
持
て
余
し
た
方
が
多

い
と
い
う
印
象
で
す
。
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電
話
申
し
込
み

寺
崎　
吉
井
さ
ん
は
全
体
の
四
割
が
お
客

様
か
ら
の
直
接
予
約
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

事
前
予
約
と
小
笠
原
に
着
い
て
か
ら
の
申

し
込
み
の
比
率
は
？

吉
井　

事
前
予
約
が
八
割
、
到
着
後
が
二

割
で
す
。
事
前
予
約
は
メ
ー
ル
も
受
け
て

い
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
電
話
に
よ
る
問
い

合
わ
せ
や
申
し
込
み
が
多
い
で
す
。
電
話

対
応
は
主
に
妻
が
し
て
お
り
、
後
で
お
客

様
に
そ
の
こ
と
を
聞
く
と
応
対
が
良
か
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
女
性
が
電
話
に
出
る

と
相
手
も
話
し
や
す
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ

聞
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

松
本　
う
ち
も
最
初
の
電
話
と
メ
ー
ル
の

対
応
が
成
約
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
ね
。

電
話
は
妻
が
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
来
ら
れ
た
お
客
様
が
「
あ
な
た
が
松

本
さ
ん
で
す
か
」
と
、
初
め
て
会
っ
た
の

に
す
ご
く
親
し
み
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

寺
崎　
奥
さ
ん
が
電
話
に
出
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
な
ん
で
す
ね
（
笑
）。
初
め
て
訪
れ

る
場
所
で
不
安
も
多
い
中
、
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
が
大
切
な
の

で
す
ね
。
そ
れ
が
商
品
を
売
る
コ
ツ
か
も

し
れ
な
い
。

松
本　
ア
ク
セ
ス
し
て
く
れ
た
お
客
様
は
、

絶
対
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
屋

久
島
の
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
が
、
ど
ん

な
プ
ラ
ン
が
い
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ

に
対
し
て
事
務
的

に
対
応
し
て
し
ま

う
と
、「
じ
ゃ
あ
、

他
に
も
当
た
っ
て

み
よ
う
」
と
な
り

ま
す
。
丁
寧
に
対

応
す
る
と
、
そ
れ

に
対
し
て
ま
た
連

絡
が
来
て
、
や
り

と
り
が
始
ま
る
。

そ
う
な
れ
ば
も
う

こ
っ
ち
の
も
の
で
す
。
だ
か
ら
最
初
の
メ

ー
ル
返
信
、
電
話
の
応
対
は
す
ご
く
大
事

で
す
。

松
田　
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
は
私
も

す
ご
く
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
良
け

れ
ば
お
客
様
を
離
さ
な
い
だ
け
で
な
く
、

複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
場
合
も
あ
り
、
次
は
口
コ
ミ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
最
初
の
対
応
が
良
か
っ
た
の

で
友
達
に
も
紹
介
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が

実
際
に
あ
り
ま
す
。

　

エ
コ
ツ
ア
ー
の
自
然
体
験
だ
け
で
な
く

旅
行
全
体
を
通
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
聞
い
て
く
る
お
客
様

も
多
い
で
す
。
宿
は
ど
こ
が
い
い
か
、
食

事
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
こ
の
距
離

は
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
移
動
で
き
る
の

か
。
そ
れ
ら
に
も
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い

く
と
成
約
に
つ
な
が
り
、
口
コ
ミ
で
紹
介

し
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。

　

会
社
の
規
模
か
ら
す
る
と
家
庭
用
電

話
で
も
対
応
は
で
き
ま
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
ン
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
音
声
が
ク
リ

ア
な
こ
と
と
家
庭
用
電
話
に
は
な
い
機
能

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
タ

ッ
フ
が
一
人
し
か
い
な
い
時
に
同
時
に
電

話
が
か
か
っ
て
き
て
も
音
声
案
内
が
流

れ
る
の
で
、
お
客
様
が
長
時
間
コ
ー
ル
し

続
け
る
こ
と
を
防
げ
ま
す
し
、
コ
ー
ル
バ

ッ
ク
を
希
望
す
る
お
客
様
に
は
伝
言
し
て

も
ら
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
電
話
は
な

る
べ
く
逃
さ
な
い
工
夫
と
投
資
を
し
て
い

ま
す
。

寺
崎　
ま
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
で
ヒ

ッ
ト
す
る
よ
う
に
工
夫
し
、
電
話
が
来
た

ら
絶
対
逃
さ
な
い
と
い
う
二
段
構
え
で
す

ね
。
最
近
の
販
売
と
い
う
と
、
Ｉ
Ｔ
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
解
決
し
よ
う
と
い
っ
た
話
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
電
話
が
重
要
と
い
う
の

は
新
鮮
で
あ
り
、
驚
き
で
す
。

松
田　
こ
ち
ら
か
ら
も
質
問
を
し
て
応
対

し
て
い
る
と
お
客
様
の
頭
に
あ
る
漠
然
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
に
な
り
、
何
を
希

望
し
て
い
る
の
か
分
か
っ
て
き
ま
す
の
で
、

当
初
の
希
望
よ
り
高
額
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
し
込
ん
で
く
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
客
様
に
リ
ピ
ー

ト
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

な
く
し
、
評
価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
対

応
が
大
事
で
す
。　

吉
井　
ツ
ア
ー
だ
け
で
な
く
島
全
般
の
こ

と
も
聞
か
れ
ま
す
か
ら
、
結
構
、
長
電
話

に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
け
ど
ね
。
僕
ら
が
売

っ
て
い
る
ソ
フ
ト
っ
て
、
お
客
様
か
ら
見
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る
と
分
か
り
に
く
い
で
す
か
ら
。
地
域
が

違
え
ば
歩
く
環
境
も
違
う
し
。
お
客
様

も
電
話
で
や
り
と
り
し
て
、
説
明
を
聞
く

と
納
得
し
ま
す
ね
。

松
本　
例
え
ば
屋
久
島
に
台
風
が
来
る
こ

と
が
一
週
間
前
に
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
日

に
予
約
し
て
い
る
お
客
様
全
員
に
電
話
を

か
け
る
ん
で
す
。「
こ
こ
が
通
行
止
め
に

な
る
の
で
こ
の
ツ
ア
ー
が
で
き
ま
せ
ん
」

と
か
「
こ
う
い
う
状
況
な
の
で
、
で
き
れ

ば
日
程
を
変
え
た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」

と
。
そ
う
す
る
と
、
二
週
間
後
に
予
約
し

直
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
手
間
は
か
か
る

け
ど
、
事
前
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
キ

ャ
ン
セ
ル
を
防
げ
る
わ
け
で
す
。

寺
崎　
着
地
型
旅
行
の
売
り
方
の
話
に
な

る
と
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
仕
組

み
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
り
、
科
学
的
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
話
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
何
よ
り
も
基
本
的
な
接
客
が

大
切
だ
と
い
う
今
の
話
は
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
ね
。
ロ
ー
テ
ク
で
、
時

代
に
逆
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
結
局

は
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
フ
ェ
イ
ス
・
ト

ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と

が
、
大
切
な
思
い
出
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
仕
事
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

こ
と
な
ん
で
す
ね
。

松
田　

だ
か
ら
こ
そ
、
客
単
価
を
高
く

し
な
い
と
成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

薄
利
多
売
で
は
無
理
で
す
。
お
客
様
と
の

や
り
と
り
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
つ
で

も
あ
り
、
そ
れ
が
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
拓
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。

地
域
愛
と
ビ
ジ
ョ
ン

寺
崎　
さ
て
、
皆
さ
ん
は
い
ず
れ
も
日
本

を
代
表
す
る
自
然
観
光
地
と
い
う
、
特
徴

あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
で
事
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
よ
う
な
事
業

が
成
功
し
、
継
続
し
て
い
る
と
い
う
見
ら

れ
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
意
地

悪
な
質
問
で
す
が
、
他
の
地
域
で
も
皆
さ

ん
は
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
着
地
型
の
商

品
は
展
開
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。

松
本　
こ
こ
な
ら
こ
う
い
う
ツ
ア
ー
が
で

き
そ
う
、
と
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
場
所
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
も

の
で
も
各
地
の
地
域
資
源
の
面
白
さ
は

ガ
イ
ド
を
や
っ
て
い
る
と
分
か
り
ま
す
し
、

私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
目
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
鹿
児
島
県
の
大
隅

半
島
で
あ
れ
ば
照
葉
樹
林
で
何
か
ツ
ア
ー

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
宮
崎
県
の
都

井
岬
も
野
生
馬
の
生
態
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の

資
源
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

　

資
源
の
面
白
さ
も
重
要
で
す
が
、
肝
は

ガ
イ
ド
と
い
う
人
で
あ
り
、
地
域
の
情
熱

だ
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
い
い
資
源
が
あ

っ
て
も
、
人
が
い
な
い
と
動
か
な
い
。
地

域
が
頑
張
れ
ば
、
い
い
も
の
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

吉
井　
日
本
は
い
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

魅
力
あ
る
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
所
に
旅
行
に
行
く
た
び
に
、
自

分
な
り
の
視
点
で
す
が
、
魅
力
や
面
白
さ

を
見
つ
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
あ
ち

こ
ち
で
、「
こ
こ
で
も
ガ
イ
ド
で
き
そ
う

だ
な
」
と
よ
く
感
じ
ま
す
。「
何
で
も
あ

り
ま
す
」
と
い
う
観
光
地
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
の
で
、
ま
ず
は
何
か
目
玉
に
な
る
も

の
で
引
き
寄
せ
な
い
と
、
な
か
な
か
集
客

に
結
び
つ
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ

た
中
、
最
近
で
は
地
域
に
対
す
る
愛
が
必

要
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
話
し
て

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
者
が
そ
の
場
所
に
強

く
愛
着
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
共

通
点
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田　
確
か
に
、
最
初
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
成
り
立
つ
自
信
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

あ
っ
た
の
は
知
床
が
好
き
で
、
良
く
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
魅
力
あ
る
資
源

も
大
事
で
す
が
、
自
分
が
思
い
入
れ
ら
れ

る
か
ど
う
か
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
本　
僕
ら
が
最
初
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
始

め
た
頃
は
「
屋
久
島
で
は
木
を
切
ら
な

い
と
メ
シ
が
食
え
な
い
」
と
い
う
声
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
木
を

見
せ
る
こ
と
で
メ
シ
が
食
え
る
時
代
が
来

る
」
と
言
い
続
け
、
本
当
に
そ
う
い
う
時

代
が
来
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
っ
た
か
ら
実
現
で
き
た
ん
だ
ろ
う
な
と

感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
た
だ

ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
を
手
に
入
れ
て
も
駄
目
で
、

将
来
は
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

寺
崎　
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
話
を
う
か
が
っ
て
、
地
域
発

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
着
地
型
観
光
）
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
一
つ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
成
し
得

る
か
否
か
は
、
創
意
工
夫
と
実
行
力
、
つ

ま
り
「
ひ
と
」
に
よ
る
の
だ
と
改
め
て
確

信
し
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
八
日・当
財
団
に
て
）

取
材
協
力　

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　
井
上
理
江
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そ
こ
に
は
、“
観
光
が
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
地
域
に
お
け
る
観
光
関
係
者
間
連

携
を
強
化
し
つ
つ
、
地
域
独
自
の
観
光
魅

力
を
体
験
で
き
る
「
体
験
型
旅
行
」
や
地

域
に
お
い
て
ツ
ア
ー
の
企
画
、
造
成
、
販

売
が
完
結
す
る
「
着
地
型
旅
行
」
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
”
と
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、時
期
を
同
じ
く
し
て
私
た
ち
は
、

観
光
庁（
当
時
は
国
土
交
通
省
）か
ら
「
沖

縄
観
光
に
お
け
る
外
国
人
向
け
着
地
型
旅

行
の
充
実
化
及
び
販
売
促
進
の
た
め
の
調

査
」
を
受
託
し
、そ
の
報
告
書（
二
〇
〇
五

年
三
月
発
行
）の
中
で “
着
地
型
旅
行
と
は
”

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
概
念

を
文
章
と
し
て
表
現
し
た
。

そ
こ
で
は
“
旅
行
・
観
光
の
目
的
地
で

あ
る
各
地
域
（
＝
着
地
）
側
が
有
す
る
個

別
の
観
光
資
源
（
自
然
、
歴
史
、
産
業
、

街
並
み
、
文
化
等
々
）
に
係
る
情
報
及
び

着
地
側
で
の
人
々
の
観
点
（
例
：
各
地
域

で
の
体
験
・
学
習
等
の
活
動
）
を
重
視
し

て
企
画
・
立
案
・
実
施
さ
れ
る
の
が
「
着

地
型
旅
行
」
で
あ
る
”
と
表
現
し
て
い
る
。

改
め
て
読
み
返
す
と
さ
ら
に
筆
を
入
れ
た

く
な
る
よ
う
な
記
述
で
は
あ
る
が
、
今
も

十
分
に
理
解
し
や
す
い
考
え
方
で
あ
る
。

ま
た
、
同
報
告
書
に
は
“
全
国
旅
行
業

協
会
で
は
い
ち
早
く
二
〇
〇
三
年
度
（
平

成
十
五
年
度
）
よ
り
「
国
内
観
光
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
着
地
型
旅
行
の

振
興
を
図
っ
て
き
て
い
る
”
と
い
う
表
現

も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
す
る
と
、
着
地
型
旅

行
・
観
光
が
地
域
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
役
と

し
て
広
く
注
目
さ
れ
、
国
を
挙
げ
て
推
進

の
旗
が
振
ら
れ
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
十

年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。

観
光
庁
（
当
時
は
運
輸
省
）
は
、

二
〇
〇
〇
年
度
（
平
成
十
二
年
度
）
か
ら

取
り
組
ん
だ
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム（
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）に
よ

る
地
域
の
誘
客
戦
略
づ
く
り
に
関
す
る
調

査
」
に
お
い
て
、
地
域
の
固
有
資
源
の
発

掘
と
磨
き
上
げ
、
そ
し
て
解
説
行
為
に
よ

る
価
値
の
付
加
と
い
う
、
ガ
イ
ド
な
ど
に

よ
る
一
連
の
行
為
が
、
観
光
客
の
滞
留
時

間
の
増
大
や
、
結
果
と
し
て
経
済
効
果
の

発
揮
、地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、住
民
意
識

の
向
上
な
ど
を
も
た
ら
す
こ
と
を
主
張
し
、

従
来
型
の
観
光
資
源
に
よ
ら
な
い
、
新
た

な
地
域
資
源
の
活
用
と
い
う
面
に
お
い

て
、
地
域
が
主
役
と
な
っ
た
観
光
商
品
づ

く
り
の
大
き
な
可
能
性
を
提
示
し
て
い
た
。

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

ガ
イ
ド
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全
国
か
ら

数
多
く
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
担
い
手
が
集
ま

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
既
に
地
域

41

我が国における
地域発観光プログラムを考える

　　特集企画調査チーム

視
座特集テーマからの着

地
型
旅
行
・
観
光
を

め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
動
向

着
地
型
旅
行
・
観
光
と
い
う
記
載
が

『
観
光
白
書
』
で
初
登
場
し
た
の
は
、
そ

の
ペ
ー
ジ
を
繰
り
な
が
ら
調
べ
た
と
こ
ろ

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
版
で
あ
る
。

特集テーマからの視座◉我が国における地域発観光プログラムを考える

レ
ベ
ル
で
は
着
地
型
旅
行
推
進
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
充
満
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
の
観
光
庁
の
政
策
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
観
光
圏
整
備
事
業
、

観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
な
ど
に
お
い
て
も
着
地
型
旅
行
・
観
光

は
、
重
要
な
要
件
と
し
て
拡
充
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
流
通
・
販
売

を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
国
と
し
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
制
度
の
改
正
を
行
っ
て
い

る
こ
と
は
、
三
浦
氏
が
巻
頭
言
で
詳
説
し

て
い
る
通
り
で
あ
る
。

特
集
企
画
で
目
指
し
た
こ
と

実
は
、こ
の
特
集
企
画
の
発
端
と
な
っ
て

い
る
の
は
、前
述
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
地
域
か
ら

聞
か
れ
る
「
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
作
っ
て

も
売
れ
な
い
」と
い
う
声
で
あ
る
。
確
か
に
、

地
域
特
有
の
素
材
を
見
つ
け
組
み
合
わ
せ
、

お
得
感
も
出
し
て
い
る
の
に
、
人
が
集
ま

ら
な
い
と
い
う
の
だ
。

だ
と
す
る
と
、
売
り
方
が
悪
い
だ
け

な
の
か
、
あ
る
い
は
流
通
に
課
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
、
そ
も
そ
も

地
域
発
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
り
立
ち
得
る
の
か
。
つ
ま
り
、

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
売
れ
る
」
と
は
ど
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の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
こ
の

よ
う
な
問
題
意
識
が
こ
の
特
集

企
画
の
背
景
に
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
の
問
題
意
識

を
も
と
に
、
各
地
の
観
光
推

進
組
織
に
よ
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
現
状
分
析
に
着
手
し
た

（
特
集
１
）。

ま
た
、
近
年
ブ
ー
ム
と
な
っ

た
“
ま
ち
歩
き
”
に
注
目
し
、

公
益
的
役
割
を
担
う
組
織
と
、

民
間
事
業
体
と
い
う
性
質
の

大
き
く
異
な
る
二
つ
の
主
催
者

の
意
識
と
活
動
を
比
較
し
た
（
特
集
２
）。

ま
た
、
民
間
事
業
者
と
し
て
持
続
的
な

活
動
を
続
け
て
い
る
先
進
例
か
ら
販
売
方

法
の
コ
ツ
を
探
究
し
た
（
特
集
４
）。

さ
ら
に
、
何
ら
か
の
我
が
国
特
有
の
課

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
国
際
的
な

視
点
か
ら
も
意
見
を
聞
い
た
（
特
集
３
）。

そ
の
上
で
、
理
屈
や
理
論
を
整
理
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
に
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、

実
践
例
の
提
示
を
通
し
て
お
お
よ
そ
の

“
勘
所
”
を
伝
え
る
よ
う
な
構
成
と
し
た
。

以
下
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
売
れ
る
」
た
め
の
要
点

を
整
理
し
て
い
く
。

な
お
、
こ
う
し
た
地
域
が
主
体
と
な
っ

た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

こ
れ
に
対
し
て
間
接
販
売
と
は
“
販
売

代
理
者
に
商
品
を
卸
し
、
一
連
の
販
売
行

為
を
委
託
す
る
も
の
で
、
多
く
の
場
合
は

旅
行
会
社
を
仲
介
し
て
参
加
者
を
募
る
こ

と
”
で
あ
る
。

直
接
販
売
、
あ
る
い
は
間
接
販
売
の
い

ず
れ
を
軸
と
す
る
か
は
、
次
に
整
理
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
慮
し
た
上
で
、
各

事
業
体
が
柔
軟
に
考
え
る
と
よ
い
。

≪
直
接
販
売
の
ポ
イ
ン
ト
≫

直
接
販
売
で
重
要
な
こ
と
を
今
回
の
特

集
か
ら
ま
と
め
る
と
、
第
一
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
対
す
る
商
品
内
容
の
確
実
で
効
率
的

な
発
信
で
あ
る
。
情
報
発
信
や
受
付
対
応

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
と
ア
ナ
ロ

グ
の
メ
リ
ッ
ト
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ブ
ロ

グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
（
特
集
１
：
大
西

氏
、
特
集
４
：
松
本
氏
、
松
田
氏
、
吉
井

氏
）。
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
、
商
品
の
多
様
性

や
季
節
感
と
い
っ
た“
ナ
マ
モ
ノ
”の
よ
う

な
商
品
特
性
を
生
か
す
た
め
に
は
、
柔
軟

で
手
早
い
対
応
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
（
ウ

ェ
ブ
）
で
の
発
信
・
販
売
の
重
要
性
は
増

す（
特
集
２
：
以
倉
氏
、
千
住
氏
）。
ま
た
、

い
か
に
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う

か
、
そ
の
た
め
の
腰
を
据
え
た
情
報
発
信

や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
を
楠
田
氏

や
高
野
氏
、
ハ
リ
ス
氏
が
主
張
し
て
い
る

（
特
集
１
、
特
集
３
）。

一
方
で
、特
集
４
で
話
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、電
話
に
よ
る
気
遣
い
や
気
配
り
ま
で
心

の
通
い
合
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
商
品
を
取
引
す
る
上
で
何
に
も
勝
る

基
本
要
件
で
あ
る
。
ま
た
、
消
費
者
が
自

ら
検
索
し
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
ベ
ー
ス
で

あ
る
ウ
ェ
ブ
に
対
し
、会
報
を
紙
媒
体
で
作

成
し
送
り
届
け
る
と
い
う
地
域
側
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ（
特
集
１：高
野
氏
、
特
集
４：

松
本
氏
）も
参
加
の
リ
ピ
ー
ト
化
、
顧
客

化
に
つ
な
げ
る
大
切
な
手
法
で
あ
ろ
う
。

≪
間
接
販
売
の
特
徴
≫

直
接
販
売
と
間
接
販
売
の
特
徴
や
、
利

点
と
課
題
は
表
裏
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

間
接
販
売
を
軸
に
そ
の
特
徴
を
例
示
す
る
。

（
商
品
内
容
）

旅
行
会
社
か
ら
は
数
多
く
の
消
費
者
と

接
す
る
経
験
や
他
地
域
の
動
向
な
ど
も
踏

ま
え
た
助
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、

全
体
の
旅
行
行
程
上
、
前
後
の
立
ち
寄
り

先
な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
内
容
や

所
要
時
間
を
調
整
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

も
あ
る
。

（
提
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
化
の
た
め
に
数
カ
月
も

野
や
立
場
な
ど
で
「
着
地
型
旅
行
商
品
」

「
着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
着
地
型
ツ
ア
ー
」

「
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、「
着
地
型
」
と
い
う
言
い
方
が

広
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
言
い
方
は
発
地

側
の
視
点
で
見
た
際
の
「
着
地
」
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
主
体
は
発
地
と
な
っ
て
し
ま
う
。

本
来
、
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
は「
地
域
発
」、
す
な
わ
ち
地
域

が
主
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
重
要
だ
と

い
う
考
え
に
立
ち
、こ
の
特
集
企
画
の
中
で

は
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
地
域
発
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
表
現
し
て
い
る
。

流
通・販
売

≪
直
接
販
売
と
間
接
販
売
≫

ま
ず
、
こ
の
特
集
企
画
の
主
題
で
あ
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
通
と
販
売
の
要
点

整
理
に
あ
た
り
、
直
接
販
売
と
間
接
販
売

（
卸
売
販
売
）
に
区
分
し
て
考
え
て
み
る
。

直
接
販
売
と
は
、“
地
域
発
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
者
で
あ
り
催
行
者
が
、
自

ら
市
場
に
向
け
て
商
品
内
容
と
参
加
条
件

を
提
示
し
、
そ
れ
を
見
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
希
望
者
か
ら
直
接
問
い
合
わ
せ
や

申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
成
約
に
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
こ
と
”
で
あ
る
。
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43 特集テーマからの視座◉我が国における地域発観光プログラムを考える

前
か
ら
詳
細
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
早
い
時
期
に
販
売
量
の
見
込
み

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
の
見
込
み
違
い
や
突
発
的
な

都
合
な
ど
に
よ
り
商
品
内
容
に
変
更
の
必

要
性
が
生
じ
た
場
合
の
臨
機
応
変
さ
に
課

題
が
残
る
。

（
営
業
拠
点
、
販
売
員
と
販
売
手
数
料
）

旅
行
会
社
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
近
く
に
販
売
窓
口
（
店
）

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
旅
行
会
社

所
属
の
販
売
員
に
よ
る
セ
ー
ル
ス
活
動
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
大
手
旅
行
会
社
と

の
提
携
に
よ
り
全
国
規
模
の
販
売
網
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
学

校
団
体
な
ど
の
教
育
旅
行
は
、
旅
行
会
社

の
企
画
、
販
売
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
り
込
む
た
め
に
は

旅
行
会
社
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

一
方
で
、
そ
の
対
価
と
し
て
相
応
の
手

数
料
を
支
払
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
比
率
は
、
各
社
と
の
契
約
内
容
に
よ
る

が
、
お
お
よ
そ
販
売
額
の
一
〇
％
程
度
が

一
般
的
で
あ
る
。

（
参
加
費
の
収
受
と
キ
ャ
ン
セ
ル
対
応
）

旅
行
会
社
で
申
し
込
ん
だ
参
加
者
は
、

旅
行
の
出
発
前
に
ツ
ア
ー
費
を
支
払
う
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。
地
域
発
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
参
加
費
も
事
前
に
旅
行
会
社
が

収
受
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
者
に
は
後

日
、
手
数
料
分
を
差
し
引
い
て
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
参
加
者
と

そ
の
都
度
の
金
銭
の
や
り
と
り
を
行
わ
な

く
て
済
む
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
申
し
込

み
は
し
た
も
の
の
無
連
絡
不
参
加
（
い
わ

ゆ
る
Ｎｏ 

Ｓ
ｈｏｗ
）
な
ど
の
リ
ス
ク
は
軽

減
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
場
合
に
も

規
定
の
取
り
消
し
料
を
確
実
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

旅
行
会
社
の
窓
口
で
商
品
を
販
売
す
る

時
に
、
商
品
内
容
や
参
加
条
件
な
ど
が
説

明
さ
れ
る
た
め
、
参
加
者
の
旅
行
出
発
前

の
安
心
感
が
醸
成
さ
れ
る
。

一
方
で
、
旅
行
会
社
の
全
て
の
販
売
員

が
、
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を

熟
知
し
、
参
加
希
望
者
に
対
し
て
そ
の
場

で
詳
細
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
た
、
現
地
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の
状
況
、

気
象
条
件
な
ど
か
ら
想
定
さ
れ
る
留
意
点

や
準
備
品
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
（
特
集
４
：
松
本
氏
）。
プ
ロ
グ
ラ
ム

主
催
者
が
参
加
者
の
生
の
声
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
興
味
や
要
望
、
健

康
状
態
な
ど
を
知
る
こ
と
が
難
し
く
、
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
行
い

に
く
い
。

（
信
用
力
）

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
商
品
内
容

や
品
質
を
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
そ
の
こ
と
が
参
加
者
に
不
安
感
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
は

実
績
の
あ
る
旅
行
会
社
が
代
理
で
販
売
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
や
そ
の
事
業
体

に
対
す
る
信
用
力
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
各
事
業
者
は

各
旅
行
会
社
の
基
準
に
応
じ
た
経
営
管
理
、

安
全
対
策
を
含
め
た
商
品
管
理
が
求
め
ら

れ
る
。

≪
間
接
販
売
の
ポ
イ
ン
ト
≫

観
光
推
進
組
織
の
場
合
、
約
九
割
の
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
直
接
販
売
し
て
い
る（
プ

ロ
グ
ラ
ム
数
ベ
ー
ス
の
比
率
の
平
均
。
直

接
販
売
と
間
接
販
売
の
両
方
を
行
っ
て
い

る
も
の
も
含
む
）。
理
由
は
条
件
が
折
り

合
わ
な
い
こ
と
や
、
旅
行
会
社
の
担
当
が

内
容
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
（
特
集
１
）。

一
方
で
、
公
益
的
な
性
格
を
持
つ
組

織
で
あ
っ
て
も
「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」
や

「
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

旅
行
会
社
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
連
携
を
と

っ
て
い
る
。
旅
行
会
社
の
商
品
に
組
み
込

み
や
す
く
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
（
特
集

１
：
楠
田
氏
）、
一
方
で
“
旅
行
会
社
側
に

も
あ
る
程
度
寛
容
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

面
も
あ
る
”（
特
集
３
：
ト
ウ
ル
氏
）
と
い

う
声
も
聞
か
れ
る
。

旅
行
会
社
ご
と
に
特
徴
が
あ
る
の
で
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
連
携
が
重
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
小
規
模
な
が
ら
も
あ
る
特

定
テ
ー
マ
に
強
く
、
そ
の
特
定
顧
客
層
を

し
っ
か
り
つ
か
ん
で
い
る
旅
行
会
社
を
見

つ
け
る
と
、
良
い
連
携
が
期
待
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
全
国
に
流
通
販
売

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
旅
行
会
社
と

連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
（
巻
頭
言
：

三
浦
氏
）、
安
定
的
な
販
売
量
の
確
保
に

寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
地
元
に
根
差
し
た
旅
行
会
社
と

の
連
携
も
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
旅
行

会
社
は
、
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
い
う

機
能
を
持
つ
。
吉
井
氏
（
特
集
４
）
の
ケ

ー
ス
の
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
話
し
合
う
機

会
の
多
い
地
元
の
旅
行
会
社
に
大
手
の
旅

行
会
社
な
ど
と
の
取
引
を
委
ね
る
手
法
は
、

注
目
す
べ
き
方
策
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
旅
行
会
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
連
携
を
深
め
た

い
旅
行
会
社
を
見
極
め
、
戦
略
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

≪
着
地
で
の
販
売
≫

地
域
発
な
ら
で
は
の
特
徴
と
し
て
、
旅
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視
座特集テーマからの

行
者
が
そ
の
地
に
着
い
て
か
ら
、

あ
る
い
は
滞
在
中
、
そ
の
時
の

天
候
や
体
調
な
ど
に
応
じ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
申
し
込
む
こ
と
も

大
い
に
想
定
し
た
い
。
そ
れ
に

対
応
す
る
手
法
と
し
て
、宿
泊

施
設
と
の
連
携
は
有
効
な
手

法
で
あ
る
（
特
集
４：松
田
氏
）。

一
方
、
既
述
し
た
小
笠
原
の
ラ

ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
来
島

者
に
対
す
る
ポ
ー
タ
ル
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
申
込
窓
口
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
（
特
集
４
）。

小
笠
原
で
は
、
観
光
協
会
の
事
務
所
の

壁
面
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
者
が
そ
れ
ぞ

れ
Ａ
４
判
一
枚
に
自
社
商
品
の
特
徴
な
ど

を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
が
一
覧
で
き
る
よ
う

に
貼
っ
て
あ
り
、
来
島
者
は
そ
れ
ら
を
見

比
べ
て
、
自
分
の
好
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報

提
供
は
、
船
客
待
合
所
や
、
小
笠
原
へ
の

唯
一
の
ア
ク
セ
ス
手
段
で
あ
る
船
の
情
報

板
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
こ
こ

数
日
間
の
予
約
状
況
も
一
覧
で
記
載
さ
れ

て
お
り
、
滞
在
中
の
活
動
計
画
づ
く
り
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
し
込
み
に
役
立
っ
て
い

る
。
観
光
協
会
が
取
り
組
む
情
報
提
供
に
、

情
報
の
比
較
と
い
う
工
夫
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
観
光
客
の
利
便
性
を
大
幅
に

増
大
さ
せ
た
仕
組
み
で
あ
る
。

商
品

こ
れ
ま
で
整
理
し
て
き
た
よ
う
な
、
流

通
・
販
売
の
面
で
の
要
点
以
外
に
も
、
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
商
品
そ
の
も
の
の
魅

力
」
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
、
多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う
に
話
さ

れ
て
い
る
。

≪
商
品
力
≫

（
ガ
イ
ド
の
チ
カ
ラ
）

商
品
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、
ガ
イ

ド
の
能
力
が
重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
の
能

力
で
い
か
よ
う
に
も
顧
客
の
興
味
や
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
商
品
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
厚
み
を
増
す
（
特
集
２
：

以
倉
氏
、
特
集
３
：
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
氏
）。

こ
れ
は
、
特
集
４
の
や
り
と
り
の
中
で
各

氏
の
能
力
と
し
て
浮
き
出
て
い
る
、
資
源

を
見
る
目
、
そ
れ
を
活
か
す
発
想
力
と
い

う
点
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
顧
客
志
向
）

“
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
何
か
”
を
考
え
、“
そ
こ
に

対
し
て
自
分
た
ち
の
魅
力
を
ど
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
提
供
し
て
い
く
か
”
と
い
っ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
志
向
が
重
要
で
あ
る

（
特
集
３
：
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
氏
、
ハ
リ
ス

氏
）。
ま
た
、
松
田
氏
は
“
ツ
ア
ー
の
質
と

は
、
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
”
と
明
快
で
あ
る
（
特
集
４
）。

（
商
品
構
成
）

商
品
展
開
を
考
え
る
際
に
は
、「
売
れ

る
」
も
の
と
、「
売
り
た
い
」
も
の
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
り
方
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
公

益
型
組
織
の
立
場
で
は
、
地
域
振
興
や
地

域
活
性
化
に
対
す
る
期
待
や
使
命
が
取
り

組
み
の
原
動
力
に
な
っ
て
お
り
、“
地
域
の

誇
り
の
醸
成
や
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
大
事
に
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
基

づ
い
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
重
要
”（
特
集
１：

高
野
氏
）、“
今
あ
る
観
光
資
源
な
ど
を
つ

な
げ
て
紹
介
す
る
こ
と
が
活
動
の
中
心
”

（
特
集
３
：
ト
ウ
ル
氏
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。

商
品
に
つ
い
て
は
、“
ス
ピ
ー
ド
感
を
大

事
に
し
て
試
行
・
改
善
を
繰
り
返
し
て
い

く
こ
と
に
も
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
”（
特

集
１
：
楠
田
氏
）。
さ
ら
に
、“
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
対
す
る
顧
客
の
信
頼
感
を
得
る

た
め
、
自
然
と
人
文
の
両
分
野
の
専
門
家

が
運
営
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
打

ち
出
し
て
い
る
”（
特
集
１
：
大
西
氏
）
と

い
っ
た
意
識
も
必
要
で
あ
る
。

（
住
民
と
の
連
携
）

“
地
元
住
民
が
混
在
す
る
こ
と
で
参
加

者
の
交
流
も
楽
し
く
な
り
魅
力
が
増
大
す

る
”（
特
集
２
：
以
倉
氏
、
千
住
氏
）、“
地

元
の
人
が
集
ま
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

や
、
地
域
の
理
解
が
あ
っ
て
地
域
発
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
軌
道
に
乗
る
”（
特
集
３
：

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
氏
、
ハ
リ
ス
氏
）
と
い
う

よ
う
に
、
地
域
住
民
と
の
連
携
が
商
品
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
声
も
大
き
い
。

（
地
域
の
総
合
力
）

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
商
品
の
特
徴
と
し

て
は
、
地
域
で
作
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

加
え
て
、
資
源
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
、
体
験
や
情
報
を
付
加
し
た
内
容
が

多
い
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。「
売
れ
る
」
た

め
に
は
、
こ
こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い
オ

ン
リ
ー
・
ワ
ン
と
い
う
商
品
と
し
て
の
価

値
の
高
さ
が
重
要
で
あ
る
（
特
集
３
：
フ

ィ
ン
ド
レ
ー
氏
）。

さ
ら
に
、
地
域
を
点
で
紹
介
す
る
の
で

は
な
く
、
線
や
面
で
捉
え
、
全
体
に
ス
ト

ー
リ
ー
付
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
体
的

に
地
域
の
特
徴
を
体
験
的
に
伝
え
て
い
く

と
よ
い
（
特
集
４
：
松
本
氏
、
松
田
氏
）。

≪
人
材
開
発
≫

商
品
力
の
項
の
冒
頭
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
と
直じ

か

に
応
対
す
る
ガ
イ
ド
こ
そ
主

役
で
あ
る
と
い
う
主
旨
を
書
い
た
が
、
併

せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
要
素
を
探
し
出
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し
て
組
み
合
わ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
能
力
も
ま
た
重
要
で
あ

る
。「
ひ
と
」
の
存
在
が
地
域
発
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
魅
力
の
源
泉
と
い
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
し
て
、
実
践
を
こ
な
し
な
が
ら
、
チ
カ

ラ
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
松
田
氏
が“
ホ
テ
ル

か
ら
の
紹
介
手
数
料
に
関
し
て
、
ホ
テ
ル

へ
支
払
う
の
で
は
な
く
内
部
に
留
保
し
、

次
を
担
う
若
い
世
代
へ
の
投
資
と
し
て
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
、
ま
た
、
彼
ら
が
見

聞
を
広
め
勉
強
し
て
も
ら
う
た
め
に
使
い

た
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
の
持
続
的
な
発

展
に
つ
な
が
る
”
と
考
え
て
い
る
点
が
興

味
深
い
（
特
集
４
）。

ま
た
、
こ
う
し
た
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て

い
く
た
め
に
は
、“
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
う

す
る
こ
と
で
ガ
イ
ド
の
ス
キ
ル
を
学
ぼ
う

と
す
る
人
も
増
え
て
く
る
”（
特
集
３
：
ハ

リ
ス
氏
）
と
い
う
声
も
見
逃
せ
な
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
産
業

≪
﹁
公
益
型
﹂
と
﹁
民
間
型
﹂
≫

こ
こ
で
、
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
、
実
施
す
る
組
織
（
機
関
）
や
事

業
体
の
性
格
に
よ
る
目
的
の
違
い
に
つ
い

て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誘
客
ビ

ジ
ネ
ス
は
民
間
事
業
者
が
担
う
べ
き
だ
が
、

観
光
が
地
域
活
性
化
の
切
り
札
的
存
在

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
地
域
な
ど
で
は
、

公
益
的
な
観
点
か
ら
こ
の
事
業
に
取
り
組

む
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
域
の
民
間
事
業
者
（
以
下
、
便
宜
上

﹁
民
間
型
﹂
と
表
記
）
で
は
で
き
な
い
、
儲も

う

か
ら
な
い
分
野
だ
か
ら
こ
そ
、
公
益
的
な

性
格
の
強
い
観
光
推
進
組
織
（
同
、﹁
公

益
型
﹂）
が
実
施
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も

で
き
る
。

こ
の
「
公
益
型
」
の
六
十
八
組
織
か
ら

回
答
を
得
た
特
集
１
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
を
単
体
の

事
業
と
し
て
見
た
場
合
の
採
算
性
は
、“
事

業
と
し
て
赤
字
の
状
態
に
あ
る
”
と
い
う

答
え
が
全
体
の
六
一・八
％
を
占
め
た
（
４

ペ
ー
ジ 

表
５
）。

こ
の
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ほ

ど
売
れ
な
い
、
ま
た
売
れ
て
も
儲
か
ら
な

い
、
と
い
う
両
方
の
要
因
が
想
定
さ
れ
る

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
事
業
と
し
て
の
採

算
性
は
低
く
、
収
支
を
公
的
財
源
な
ど
に

よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
の
は
、“
地
域
の
魅

力
の
再
発
見
や
誇
り
の
醸
成
”
と
い
っ
た

地
域
振
興
を
主
目
的
と
し
、“
地
域
の
良

さ
を
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
”
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
の
手

段
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

“
活
動
の
目
的
と
し
て「
地
域
の
誇
り
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
伝
え
る
」
こ
と
の
側

面
も
強
く
必
ず
し
も
顧
客
志
向
に
な
り
切

れ
な
い
面
も
あ
る
”（
特
集
１
：
高
野
氏
）、

“
地
域
の
観
光
協
会
の
活
動
は
い
く
ら
公
平

に
配
慮
し
て
も
、
不
公
平
だ
と
い
う
ク
レ

ー
ム
が
出
て
き
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
”

（
特
集
４
：
吉
井
氏
）
と
い
う
発
言
に
あ
る

よ
う
に
、
公
益
型
に
は
収
益
事
業
と
し
て

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
徹
し
切
れ
な
い
側
面
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
集
３
で
“
目
的

を
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
に
す
る
と
面
白
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
取
り
扱
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
”

と
ト
ウ
ル
氏
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
特
集
２
の
民
間
型
の「
ま
い
ま

い
京
都
」と
公
益
型
の「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」

は
、
同
じ“
ま
ち
歩
き
”
商
品
を
扱
う
も

の
の
、
事
業
目
的
や
採
算
性
の
違
い
は
顕

著
で
あ
る
。

一
方
、
大
西
氏
が
、“
指
定
管
理
者
と

し
て
宿
泊
施
設
を
運
営
し
て
お
り
、
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
宿
泊
を
一
体
で
販
売
す
る

こ
と
で
利
益
を
確
保
し
て
い
る
”
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
組
織
と
し
て
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
と
い
う
公
益
的
な
目
的
を
重

視
し
つ
つ
、
他
の
収
入
源
と
組
み
合
わ
せ

45 特集テーマからの視座◉我が国における地域発観光プログラムを考える

表1 「特集掲載の事業体の性格」

資料：（公財）日本交通公社作成（インタビューの内容をもとに筆者らが便宜的（行政などからの補助・業務委託などを根拠として）に区分した）

 公益型 民間型

 
特集1

 NPO法人体験村・たのはたネットワーク    
  一般社団法人信州いいやま観光局なべくら高原・森の家    
  株式会社生態計画研究所早川事業所　南アルプス生態邑    
 特集2 まいまい京都    
  一般社団法人那覇市観光協会    
 
特集3

 株式会社NAC    
  株式会社キャニオンズ    
  一般社団法人田辺市熊野ツーリズムビューロー    
 
特集4

 株式会社知床ネイチャーオフィス    
  マルベリー    
  有限会社屋久島野外活動総合センター

  株式会社生態計画研究所早川事業所　南アルプス生態邑    
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る
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
利

益
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
（
特
集
１
）。

な
お
、
売
る
た
め
の
工
夫
、

あ
る
い
は
商
品
力
増
大
の
手
法

は
、「
公
益
型
」「
民
間
型
」
の

双
方
に
共
通
点
が
多
い
こ
と
は
、

前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

≪
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
≫

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

組
織
の
う
ち
の
一
九・一
％
か

ら
は
“
事
業
と
し
て
黒
字
の
状

態
に
あ
る
”
と
い
う
回
答
を
得
た
（
４
ペ

ー
ジ 

表
５
）。
事
業
費
の
中
に
、
事
務
所

経
費
や
人
件
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
か

ど
う
か
な
ど
、
さ
ら
に
慎
重
な
分
析
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
心
強
い
答
え
で
あ
る

こ
と
に
は
違
い
な
い
。

ま
た
、
特
集
３
の「
Ｎ
Ａ
Ｃ
」
や「
キ
ャ

ニ
オ
ン
ズ
」、
特
集
４
の「
知
床
ネ
イ
チ
ャ

ー
オ
フ
ィ
ス
」「
マ
ル
ベ
リ
ー
」「
屋
久
島
野

外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た
事
例

は
、
民
間
型
事
業
体
と
し
て
の
成
功
例
で

あ
る
。
他
に
も
民
間
型
と
し
て
地
域
発
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
事
業
体
は
数

多
く
、
事
業
の
継
続
を
も
っ
て
成
功
と
い

う
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
。

し
か
し
、
こ
こ
に
具
体
例
は
な
い
も
の

の
、
中
に
は
給
与
（
人
件
費
）
を
売
り
上

げ
の
内
の
り
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
採

算
が
保
た
れ
て
い
る
だ
け
で
、
実
情
は
か

な
り
厳
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
果
た
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る

の
か
、
と
い
う
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
民
間
型
で
あ
っ
て
も
、
事
業
活

動
の
継
続
に
は
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業
、

公
共
財
産
た
る
地
域
の
資
源
の
活
用
と
い

う
観
点
か
ら
、
地
域
貢
献
と
い
う
目
配
り

も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り

立
つ
」
と
い
う
こ
と
の
基
準
は
、
事
業
体

の
性
格
に
よ
っ
て
採
算
性
の
考
え
方
が
異

な
る
の
で
一・

・

・

・

・

・

律
の
モ
デ
ル
と
し
て
表
現
し

に
く
い
（
表
１
）。

最
後
に

冒
頭
に
触
れ
た
通
り
、
こ
の
特
集
企
画

は
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
通
や
販
売
の

現
状
に
対
す
る
問
題
意
識
が
発
端
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、“
販
売
や
流

通
に
お
け
る
制
度
面
や
商
慣
習
面
に
大
き

な
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
創
意
工
夫

に
よ
っ
て
販
売
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
”
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
“
地
域
発

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

り
立
ち
得
る
”
と
言
え
る
。

同
時
に
、
当
初
は
販
売
力
に
の
み
注
目

し
て
い
た
が
、“
商
品
力
は
改
め
て
重
要
で

あ
る
”、“
事
業
体
の
性
格
に
よ
っ
て
採
算

性
の
考
え
方
が
異
な
る
の
で
一
律
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
し
て
は
表
現
し
に
く
い
”
と

い
っ
た
こ
と
も
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

“
ど
の
分
野
に
も
共
通
の
こ
と
だ
が
、
成

功
す
る
か
否
か
は
、「
ひ
と
」
次
第
で
あ
る
”

と
い
う
こ
と
も
改
め
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
特
集
企
画
で
は
十
一
人
の
実
践
者

が
登
場
し
て
い
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

彼
ら
実
践
者
自
身
が
ガ
イ
ド
、
あ
る
い
は

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
楽
し

い
、
面
白
い
と
感
じ
る
こ
と
や
、
こ
う
し

た
い
と
思
う
こ
と
に
対
し
て
信
念
を
も
っ

て
や
り
遂
げ
、
ま
た
や
り
続
け
る
意
志
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

併
せ
て
、
客
観
的
に
、
つ
ま
り
ど
こ
か

俯ふ

瞰か
ん

し
な
が
ら
自
分
の
活
動
を
冷
静
に
見

て
い
る
こ
と
や
、
で
き
る
こ
と
と
手
の
届

く
高
さ
を
理
解
し
、
着
実
に
進
ん
で
い
る

と
い
っ
た
特
徴
も
見
え
て
き
た
。

取
材
や
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、
彼

ら
の
そ
の
よ
う
な
情
熱
や
能
力
、
魅
力
こ

そ
「
売
れ
る
」
た
め
の
要
点
で
あ
り
、
そ

れ
を
伝
え
る
こ
と
が
主
題
だ
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

座
談
会
の
内
容
を
原
稿
と
し
て
書
き
起
こ

す
時
に
は
、で
き
る
だ
け
そ
の
「
ひ
と
」が

分
か
る
よ
う
に
工
夫
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

果
た
し
て
う
ま
く
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
私
た
ち
は
、
こ
の
特
集
企
画
を

通
じ
て
、
彼
ら
の
よ
う
な
実
践
者
が
行
う

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
販
売
・

催
行
事
業
を
一
つ
の
産
業
と
し
て
、
あ
る

い
は
ガ
イ
ド
業
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

業
を
一
つ
の
職
業
と
し
て
改
め
て
強
く
意

識
し
た
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
子
供
た

ち
に
憧
れ
を
持
っ
て
目
標
と
さ
れ
、
ま
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
か
ら
は
敬
愛
さ
れ
る

よ
う
な
“
か
っ
こ
い
い
”
職
業
像
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
志
や
目
的
を
同
じ
く

す
る
実
践
者
間
で
の
情
報
共
有
と
相
互
の

研け
ん
さ
ん鑽

、
あ
る
い
は
社
会
的
な
認
知
度
向
上

が
必
要
で
あ
り
、
巻
頭
言
で
三
浦
氏
も
指

摘
し
て
い
る
よ
う
な
、地
域
の
枠
を
超
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
一
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
事
業
、

そ
し
て
そ
こ
に
情
熱
を
注
ぐ
「
ひ
と
」
こ

そ
、
今
我
が
国
で
求
め
ら
れ
る
地
方
創
生

の
牽
引
役
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

寺
崎
竜
雄

久
保
田
美
穂
子

守
屋
邦
彦

菅
野
正
洋
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観
光
推
進
組
織
・
体
制
の
実
態
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
観
光
推
進
組
織
・
体

制
は
、

・
過
去
か
ら
の
継
続
で
マ
ン
ネ
リ
化
し

た
事
業
を
続
け
て
い
る

・
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
シ
フ
ト
す
る

中
で
、
団
体
客
中
心
の
事
業
を
続
け

て
い
る

・
人
材
不
足
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

地
域
に
お
け
る
観
光
推
進
組
織
・
体
制

は
、
お
お
む
ね
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、

・
複
数
都
道
府
県
に
よ
る
広
域
観
光
推

進
組
織

・
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
観
光
推
進
組
織

・
複
数
市
町
村
に
よ
る
広
域
観
光
推
進

組
織

・（
合
併
後
の
新
）
市
町
村
レ
ベ
ル
の

観
光
推
進
組
織

・（
合
併
前
の
旧
）
市
町
村
レ
ベ
ル
の

観
光
推
進
組
織
／
観
光
地
レ
ベ
ル
の

観
光
推
進
組
織

・
観
光
地
ご
と
、地
区
ご
と
の
業
界
団
体

と
い
っ
た
輻ふ

く
そ
う輳

し
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
行

政
が
観
光
財
源
の
大
半
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
行
政
依
存
の
体
質
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
の
が
、
地
域
に
お
け
る
観
光
行
政
、

観光研究最前線（1）

図1  地域における観光推進組織・体制の構造
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資料：（公財）日本交通公社作成
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こ
れ
か
ら
の
観
光
推
進
組
織
は
何
を

す
べ
き
な
の
か
。
実
施
す
べ
き
事
業
を
明

確
に
し
、
そ
の
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要

な
財
源
は
ど
の
程
度
で
、
ど
こ
か
ら
財
源

を
獲
得
す
る
か
…
…
と
い
う
こ
と
が
今

ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
観
光
財
源
の
現
状
を
把
握

し
、
観
光
振
興
の
新
た
な
安
定
財
源
の
一

つ
と
し
て
入
湯
税
の
現
状
を
整
理
す
る
。

そ
し
て
各
地
で
の
取
り
組
み
、
具
体
的
に

は
北
海
道
釧
路
市
阿
寒
湖
温
泉
、
倶く

っ

知ち
ゃ
ん安

町
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
、
三
重
県
鳥
羽
市
、

大
分
県
由
布
市
で
の
新
た
な
取
り
組
み
を

踏
ま
え
て
学
ぶ
べ
き
考
え
方
や
視
点
に
つ

い
て
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
財
源
の
現
状
と
課
題

ま
ず
は
観
光
財
源
の
現
状
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
図
２
は
都
道
府
県
の
観
光
費
を

時
系
列
で
見
た
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
バ
ブ

ル
の
余
韻
を
残
し
て
い
た
一
九
九
五
年

（
平
成
七
年
）
に
は
一
五
三
二
億
円
で
あ
っ

た
観
光
予
算
が
五
年
後
の
二
〇
〇
〇
年

（
平
成
十
二
年
）
に
な
る
と
一
二
六
二
億
円
、

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
に
な
る
と

六
六
五
億
円
ま
で
急
速
に
落
ち
込
ん
で
い

き
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
二
〇
一
一

年
（
平
成
二
十
三
年
）
か
ら
二
〇
一
二
年

（
平
成
二
十
四
年
）
に
か
け
て
四
〇
億
円

程
度
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
沖
縄
県

の
増
加
分
で
あ
る
。

次
に
国
の
観
光
予
算
で
あ
る
が
、
図
３

に
示
す
よ
う
に
、
観
光
庁
の
予
算
は

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
の
発
足
以

来
伸
び
て
お
り
、
年
間
一
〇
〇
億
円
程
度

人
材
的
に
も
機
能
的
に
も
一
体
化
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

昨
今
で
は
、
行
政
の
財
政
難
か
ら
自
立

運
営
を
求
め
ら
れ
、
独
自
事
業
、
独
自

財
源
を
模
索
し
て
い
る
組
織
が
多
い
。
ま

た
、
外
部
（
海
外
）
資
本
の
新
規
参
入
に

対
す
る
地
域
と
し
て
の
ル
ー
ル
が
な
く
、

さ
ら
に
は
急
速
に
進
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

へ
の
対
応
な
ど
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
組
織
も
数
多
い
。

が
進
ま
な
い

・
行
政
か
ら
の
補
助
金
、
委
託
費
な
ど

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

・
予
算
は
全
て
固
定
費
に
費
や
さ
れ
、

本
来
事
業
が
実
施
で
き
な
い

・
会
費
収
入
が
少
な
く
、
独
自
財
源
を

持
た
な
い

と
い
っ
た
課
題
を
ど
こ
も
共
通
し
て
抱
え

て
い
る
。
し
か
も
、
観
光
推
進
組
織
と
行

政
と
の
関
係
は
、
役
割
分
担
が
不
明
確
で

資料：観光庁

図3  国の観光関連予算の推移
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資料：自治省・総務省「都道府県決算状況調」

図2  都道府県観光費と対都道府県歳出額比の推移
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で
安
定
し
て
い
る
。
政
府
全
体
で
は

二
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
、
観
光
立
国
の
追

い
風
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
伸
び
続
け
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
う
し
て
も
国
の
補

助
金
に
地
方
が
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
傾
向
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
、
市
町
村
税
の
目
的
税
で
あ
る
入

湯
税
の
推
移
を
見
る
と（
図
４
）、都
道
府

県
の
観
光
費
が
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
を
一
〇
〇
と
す
る
と
昨
今
は
五
〇
前

後
で
推
移
し
て
い
る
一
方
で
、
入
湯
税
は
、

減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
一
〇
〇
を
超
え

る
年
も
あ
り
、
九
〇
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
の
観
光
費
は
ど

う
し
て
も
地
方
財
政
の
緊
縮
状
況
を
受

け
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、
入
湯
税
は
観

光
需
要
に
比
例
的
に
増
加
す
る
財
源
で

あ
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
な
く
、
消
防
施
設
の
整
備
な
ど
に
も

使
わ
れ
る
た
め
、
観
光
へ
の
配
分
は
行
政

の
裁
量
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
国
の
地
方
交
付
税
交

付
金
に
は
、
交
流
人
口
や
観
光
客
の
指
標

が
全
く
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
行
政

需
要
が
自
治
体
の
面
積
や
居
住
人
口
な

ど
で
交
付
金
が
算
定
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
交
流
人
口
、
観
光
客
数

観
光
財
源
に
関
連
す
る
本
質
的
な
課

題
を
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

観
光
客
が
増
え
て
も
観
光
財
源
は

増
え
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と

観
光
需
要
に
比
例
し
て
増
加
す
る
財

源
は
、
今
の
法
定
税
の
体
系
の
中
で
は
入

湯
税
の
み
で
あ
り
、
入
湯
税
に
し
て
も
観

光
振
興
だ
け
に
限
定
的
に
使
わ
れ
る
も
の

資料：（公財）日本交通公社作成

	 名称	 種別	 施行年月	 使途範囲	 h24税収
熱海市「別荘等所有税」	 法定外普通税	 1976.04	 環境衛生費､消防費､道路整備費	 555
河口湖町「遊漁税」	 法定外目的税	 2001.07	 環境保全・観光インフラ	 10
東京都「宿泊税」	 法定外目的税	 2002.10	 観光振興全般（含PR）	 1,070
岐阜県「乗鞍環境保全税」	 法定外目的税	 2003.05	 環境保全	 18
太宰府市「歴史と文化の環境税」	 法定外普通税	 2004.04	 資源保全・渋滞対策・観光振興	 65
伊是名村「環境協力税」	 法定外目的税	 2005.04	 環境保全	 4
伊平屋村「環境協力税」	 法定外目的税	 2008.07	 環境保全	 3
渡嘉敷村「環境協力税」	 法定外目的税	 2011.04	 環境保全	 9
泉佐野市「空港連絡橋利用税」	 法定外普通税	 2013.03	 空港関連施策	 （見込）300

表1 法定外税導入の動き （百万円）

■自主財源
●地方税（観光を使途とするもの）
◦法定税

入湯税（市町村税）
◦法定税の超過課税 [入湯税（三重県桑名市、岡山県美作市）、県民税（高知県森林環境税）等]
◦法定外税

・法定外目的税 [宿泊税（東京都）､乗鞍環境保全税（岐阜県）､遊漁税（富士河口湖町）等]
・法定外普通税 [別荘等所有税（熱海市）､歴史と文化の環境税（太宰府市）等 ]

●協力金・寄附金
◦協力金 [花見山協力金（福島市）、おわら風の盆行事運営協力金（富山市）等]
◦分担金（地方自治法）：BID、CID ［倶知安町ニセコひらふ地区エリアマネジメント条例］
◦寄附金 [ふるさと納税制度等]
◦その他 [観光ファンド、エコファンド､宝くじ事業収益金等]

●事業収入（利用料・使用料等）
観光施設等入場料､衛生施設利用料（トイレ・シャワー等）､温泉施設利用料､空港施設利用料､
駐車場利用料､不動産事業､有料道路通行料､旅行業収入､製造業､卸小売業､国等の事業請負 等

■依存財源
●地方債

・過疎対策事業債（産業振興施設､ソフト事業）・辺地債 等
●国等の補助事業

・観光振興費（観光庁）､離島振興費（国交省）､文化振興費（文化庁）等

図5 観光財源の体系

コラム　　　観光財源の体系
　観光財源の体系は、図５に示すように、主に自主財源と依存財源に分かれる。依存財源
は補助金や地方債であり、自主財源は地方税によるものと協力金、寄附金、最近は分担金や
観光ファンド、宝くじ事業収益金なども充てられている。それ以外に事業収入があるが、入
場料収入や駐車場収入、着地型旅行商品の販売など近年は非常に多様化してきている。
　地方分権一括法によって法定外税が導入しやすくなったとされ、河口湖町（現富士河口湖
町）が2001年（平成13年）7月に法定外目的税の遊漁税を導入したのを皮切りに、表１に挙げ
ているような法定外税が導入されたものの、実際には総務省の事前協議のハードルが高く、
あまり普及していないのが状況である。
　そうした中で、手続きが比較的簡便な超過課税やそれを用いた基金化、あるいは地方自
治法の受益者負担金（分担金）制度の活用などが模索されている。さらには、協力金制度の
導入が急激に増加しているのが実態である。協力金制度については、導入地域も日本全体
に広がっており、導入主体も自治体をはじめ、さまざまな組織が導入している。収受期間は季
節限定や行催事の期間が多く、収受対象は駐車場利用者から取る形と来訪客一人ひとりか
ら取る形が中心であり、金額的には一人当たり100～200円が多くなっている。
　制度導入の流れとして、法定外税の場合は新税の検討委員会の開催から始まり、広報周
知に至るまで息の長い一連の流れが必要とされるが、協力金の場合は非常にシンプルな形
となっており、ハードルが低いということが普及の要因と考えられる。

資料：（公財）日本交通公社作成

資料：（公財）日本交通公社作成

図4  入湯税と都道府県観光費の推移
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と
い
っ
た
指
標
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
よ
い
。

観
光
事
業
者
数
が
増
え
て
も
、

そ
の
地
区
に
重
点
的
に
支
出
さ
れ
な
い

構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と

市
町
村
税
に
は
、
固
定
資
産
税
や
都

市
計
画
税
な
ど
の
財
源
が
あ
る
が
、
い
わ

ゆ
る
普
通
税
で
、
一
般
財
源
で
あ
る
こ
と

か
ら
観
光
目
的
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
緊
縮
財
政
の
中
で
、
福
祉
や
教
育
な

ど
最
優
先
で
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

費
目
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
優
先
的
に
支

出
さ
れ
て
し
ま
い
、
観
光
産
業
か
ら
得
ら

れ
た
財
源
が
観
光
振
興
の
支
出
に
連
結
し

て
い
な
い
。

依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
が

必
要
な
こ
と

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
観
光
振
興
に
つ
い

て
は
ど
う
し
て
も
首
長
の
パ
ワ
ー
に
期
待

し
た
り
、
国
の
補
助
事
業
に
依
存
し
が
ち

で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
中
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
（
観
光
基
本
計
画
）
を

策
定
し
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
安

定
的
な
財
源
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

り
財
源
と
な
っ
て
い
る
岡
山
県
美
作
市
湯ゆ

の

郷ご
う

温
泉
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

岡
山
県
美
作
市

合
併
前
の
美
作
町
湯
郷
温
泉
で
は
入

湯
税
一
五
〇
円
と
入
湯
料
五
〇
円
を
徴
収

し
て
い
た
。
し
か
し
、
入
湯
料
で
は
使
途

が
不
明
瞭
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
入
湯
税

一
五
〇
円
と
入
湯
料
五
〇
円
を
入
湯
税

二
〇
〇
円
と
し
て
一
本
化
す
る
と
い
う
形

で
税
額
が
変
更
に
な
っ
た
。

こ
の
二
〇
〇
円
は
、
旅
館
な
ど
の
特
別

徴
収
義
務
者
が
徴
収
し
て
市
に
納
入
さ

れ
る
。
市
は
納
税
額
の
五
〇
％
を
湯
郷
温

泉
旅
館
組
合
に
戻
し
、
旅
館
組
合
は
そ
の

一
五
％
を
観
光
協
会
に
配
分
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
（
平
成

十
七
年
）
の
合
併
に
伴
い
、
他
の
町
村
の

入
湯
税
も
一
五
〇
円
を
二
〇
〇
円
に
引
き

上
げ
る
形
で
一
本
化
が
図
ら
れ
た
た
め
、

入
湯
税
―
温
泉
地
に
お
け

る
安
定
的
な
ま
ち
づ
く
り

財
源
と
し
て

入
湯
税
は
、
地
方
税
法
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
観
光
振
興
に
充
当
で
き
る
唯
一
の

目
的
税
で
、
そ
の
歴
史
は
戦
前
の
「
雑
種

税
」
に
始
ま
り
、
市
町
村
税
の
目
的
税
と

な
っ
た
の
は
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二

年
）
で
あ
る
。

環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉
源
の
保
護
管
理

施
設
、
消
防
施
設
な
ど
の
整
備
、
観
光
振

興
の
四
つ
の
目
的
に
使
用
さ
れ
、
二
〇
一
〇

年
度（
平
成
二
十
二
年
度
）現
在
、九
七
九

市
町
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
（
表
２
）。

標
準
税
額
は
一
五
〇
円
で
あ
り
、
超
過
課

税
を
導
入
し
て
い
る
の
は
三
重
県
桑
名
市

（
二
一
〇
円
）、岡
山
県
美み

ま
さ
か作
市（
二
〇
〇
円
）

の
二
カ
所
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

税
収
は
、
二
〇
一
〇
年
度
現
在
、
日
本

全
国
で
二
二
三
億
円
と
市
町
村
税
総
額
の

〇・一
％
と
決
し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
が

（
図
６
）、
独
自
財
源
に
恵
ま
れ
な
い
市
町

村
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

い
わ
ば
一
般
財
源
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
こ
で
入
湯
税
が
安
定
的
な
ま
ち
づ
く

表2  入湯税の税率採用状況

	 税率（円）	 20	 40	 50	 70	 80	 100	 120	 130	 150	 200	 210	 合計数

	市町村数＊	 1	 6	 11	 2	 3	 53	 2	 3	 896	 1	 1	 979

	構成比（％）	 0.1	 0.6	 1.1	 0.2	 0.3	 5.4	 0.2	 0.3	 91.5	 0.1	 0.1	 100.0

〈標準〉

＊平成22年度中に入湯税の収入済み額があった団体数 資料：総務省

図6 入湯税収入額の推移
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美
作
市
内
で
は
不
均
一
課
税
と
は
な
っ
て

い
な
い
（
図
７
）。

さ
ら
に
、
入
湯
税
で
は
な
い
が
、
海
外

の
諸
都
市
で
は
一
般
的
に
導
入
さ
れ
て
い

る
ホ
テ
ル
税
・
ベ
ッ
ド
税
を
、
法
定
外
目
的

税
の
宿
泊
税
と
し
て
導
入
し
て
い
る
東
京

都
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

東
京
都

も
と
も
と
東
京
都
で
は
ホ
テ
ル
税
や
パ

チ
ン
コ
税
な
ど
の
法
定
外
目
的
税
の
導
入

を
検
討
し
て
い
た
が
、
都
は
「
東
京
都
観

光
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
時
、

観
光
振
興
目
的
に
限
っ
て
使
う
と
い
う
こ

と
で
、
業
界
団
体
の
理
解
を
得
て
、宿
泊

税
の
導
入
を
発
表
し
た
。
宿
泊
料
が
一
万

円
以
上
一・
五
万
円
未
満
で
一
〇
〇
円
、一・

五
万
円
以
上
で
は
二
〇
〇
円
の
税
額
が
徴

収
さ
れ
て
お
り
、
年
間
平
均
で
は
一
〇
億

～
一
五
億
円
程
度
の
税
収
が
あ
が
っ
て
い

る（
図
８
）。
東
京
都
は
、
宿
泊
税
の
税

収
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
大
き
く
上
回
る

年
間
一
五
億
～
二
五
億
円
程
度
の
観
光
産

業
振
興
費
を
予
算
措
置
し
て
い
る
。
宿
泊

税
は
、
五
年
ご
と
に
制
度
の
検
証
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
既
に
定
着
し
た
感
が
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
徴
収
さ
れ
、
観
光
振

興
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

各
地
で
の
新
た
な
財
源
確

保
と
組
織
づ
く
り
の
動
き

現
在
、
全
国
各
地
で
こ
れ
か
ら
の
観
光

推
進
組
織
の
事
業
と
財
源
に
関
す
る
模
索

が
始
ま
っ
て
お
り
、
当
財
団
が
関
わ
り
の

あ
る
地
域
の
新
た
な
動
き
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

（
１
）
北
海
道
釧
路
市
阿
寒
湖
温
泉

本
地
域
で
は
、
二
〇
〇
二
年
度
（
平
成

十
四
年
度
）、
旧
阿
寒
町
の
時
代
か
ら
安

定
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
財
源

と
し
て
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
本
年

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
六
月
に

な
っ
て
よ
う
や
く
釧
路
市
議
会
に
お
い
て

「
入
湯
税
の
税
率
改
定
に
伴
う
釧
路
市
税

条
例
の
一
部
改
正
」
の
方
針
が
決
ま
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
得
て
十
二
月
議
会

に
お
い
て
条
例
案
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る（
十
二
月
十
一
日
可
決
成
立
）。

改
訂
の
内
容
は
、こ
れ
ま
で
一
五
〇
円
で

あ
っ
た
税
率
を
二
五
〇
円
に
引
き
上
げ
る
、

た
だ
し
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基

づ
く
登
録
ホ
テ
ル
・
旅
館
以
外
の
宿
泊
施

設
に
お
け
る
宿
泊
者
に
つ
い
て
は
一
五
〇

円
に
据
え
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

現
状
で
は
阿
寒
湖
温
泉
地
域
の
一
部
の

宿
泊
施
設
だ
け
に
適
用
さ
れ
、
一
〇
〇
円

の
増
額
分
は
、
新
た
に
設
置
す
る「
基
金
」

に
積
み
立
て
、
引
き
上
げ
が
適
用
さ
れ
た

宿
泊
施
設
が
所
在
す
る
地
域
、
つ
ま
り
阿

寒
湖
温
泉
地
域
の
観
光
振
興
事
業
の
財

源
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
使
途
を
明
確
に
し
た
長
期
計
画
の

策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
北
海
道
倶
知
安
町
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ

地
区

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

51

図7  美作市合併に伴う入湯税の均等課税化
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温泉宿泊施設：
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温泉宿泊施設：
入湯税150円→200円

湯郷温泉（旧・美作町）
入湯税200円

地域の
観光協会

入湯税
徴収
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徴収

入湯税
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（50％）
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地域の
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地域の
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美作市内の観光協会：
（★は温泉宿泊施設あり）

東粟倉観光協会
勝田観光振興会★
武蔵の里大原観光協会★
湯郷温泉観光協会★
バレンタインの里作東観光協会
英田地域観光振興協会★

＊1 美作市より（入湯税の50%）
⬇

観光協会へ（入湯税の15%）

資料：（公財）日本交通公社作成

旅館組合	＊1

資料：東京都

図8  東京都における観光産業振興費と宿泊税収の推移
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（
３
）三
重
県
鳥
羽
市

伊
勢
志
摩
地
域
の
宿
泊
拠
点
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
三
重
県
鳥
羽
市
は
、
温
泉
地

と
し
て
は
後
発
で
、
入
湯
税
の
導
入
も

二
〇
〇
七
年
度
（
平
成
十
九
年
度
）
か
ら

と
新
し
い
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
業
界
団

体
な
ど
と
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
入
湯
税

一
〇
〇
％
の
う
ち
三
〇
％
を
鳥
羽
市
温
泉

振
興
会
に
配
分
し
て
鉱
泉
源
の
保
護
に
充

て
、
残
る
七
〇
％
を
基
金
化
す
る
と
い
う

「
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
条
例
」
が
制
定

さ
れ
た
。

観
光
振
興
基
金
は
、
鳥
羽
市
の
観
光
分

野
の
長
期
計
画
で
あ
る
「
鳥
羽
市
観
光
基

本
計
画
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
活

用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
計
画
的
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
全
国
で
初
め
て
の
取
り
組
み
「
鳥
羽

方
式
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
（
図
９
）。

な
お
、
現
在
、「
第
２
次
鳥
羽
市
観
光
振

興
基
本
計
画
」
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

（
４
）
大
分
県
由
布
市

旧
湯
布
院
町
、
庄
内
町
、
挾
間
町
が

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
に
合
併
し

て
誕
生
し
た
由
布
市
に
お
い
て
は
、
旧
三

町
時
代
か
ら
続
く
各
地
区
の
観
光
協
会
・

旅
館
組
合
な
ど
と
由
布
市
全

体
の
観
光
振
興
を
担
う
由
布

市
観
光
協
会
、
そ
し
て
行
政

（
由
布
市
商
工
観
光
課
）
の

機
能
や
役
割
を
明
確
に
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
新
し

い
時
代
の
観
光
に
対
応
す
べ

く
由
布
市
商
工
観
光
課
内
に

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六

年
）
四
月
「
観
光
新
組
織
準

備
室
」を
設
置
し
、二
〇
一
六

年
（
平
成
二
十
八
年
）
四
月

の
本
格
稼
働
に
向
け
て
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

急
激
に
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の

受
入
環
境
整
備
、
外
国
人
の
交
通
手
段

と
な
っ
て
い
る
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
の
対
応
、
よ
り
広
域
的
な
観
光
案

内
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
急
増
、
外
部
資
本

の
参
入
に
よ
る
急
激
な
景
観
の
悪
化
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
行
政
を
含
め
た

そ
れ
ぞ
れ
の
既
存
組
織
と
の
明
確
な
役
割

分
担
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

学
ぶ
べ
き
視
点
の
整
理

地
域
の
観
光
推
進
組
織
・
体
制
が
抱
え

る
課
題
に
共
通
す
る
部
分
は
多
い
も
の
の
、

解
決
策
は
一
様
で
は
な
く
、
地
域
事
情
に

よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
思
量
し
て
い
る
。

紹
介
し
た
い
く
つ
か
の
事
例
や
そ
の
他

各
地
の
動
き
な
ど
か
ら
学
ぶ
べ
き
視
点
と

し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
１
）
観
光
推
進
組
織
の
位
置
づ
け
の

明
確
化

観
光
推
進
組
織
の
位
置
づ
け
・
役
割

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

例
え
ば
あ
る
市
で
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
県
内
の
広
域
観
光
を
扱
う
組
織
が
あ

が
い
ち
早
く
ニ
セ
コ
の
資
源
性
の
高
さ
に

着
目
し
、
ス
キ
ー
客
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

投
資
の
対
象
と
し
て
ひ
ら
ふ
地
区
に
不
動

産
開
発
を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

地
域
の
管
理
運
営
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
地
域
全
体
と
し
て
取
り
組
む
た

め
の
応
分
の
費
用
負
担
を
、
ど
う
海
外
の

投
資
家
に
負
担
し
て
も
ら
う
か
、
従
来
の

町
内
会
費
や
観
光
協
会
費
の
考
え
方
や
運

用
は
外
国
人
に
は
理
解
さ
れ
な
い
現
実
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
不
動
産
所

有
者
に
対
し
て
北
米
発
祥
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ

（Business	Im
provem

ent	D
istrict

）

｢

ビ
ジ
ネ
ス
改
善
地
区｣

、Ｃ
Ｉ
Ｄ（Com

-
m
unity	Im

provem
ent	D

istrict

）｢

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
改
善
地
区｣

か
ら
の
分
担
金

の
導
入
を
検
討
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ひ
ら
ふ
地
区
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

改
善
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
改
善
は
相
互
に
強

い
関
連
が
あ
る
た
め
、
別
々
で
は
な
く
一

体
化
さ
せ
て
分
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
判
断
か
ら
、「
倶

知
安
町
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
条
例
」と
し
て
、本
年（
二
〇
一
四

年
）
九
月
の
倶
知
安
町
議
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
た
。
今
後
、
詳
細
な
制
度
設
計
が

な
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

図9  鳥羽市の入湯税の流れ

資料：鳥羽市観光課

鳥羽市観光振興基金

7割

3割

鳥羽市温泉振興会
（源泉保護管理）

鳥羽市・観光振興事業
（観光振興・環境衛生・消防施設）

補
助
金

積 

立 取 

崩

入湯税

224観光研究最前線01.indd   52 2015/01/08   15:13



り
、
県
や
市
町
村
と
い
う
行
政
が
あ
り
、

市
全
体
の
観
光
協
会
が
あ
り
、
合
併
前
の

地
区
別
観
光
協
会
が
あ
り
、
さ
ら
に
旅

館
組
合
や
商
店
街
組
合
な
ど
の
業
界
団

体
が
あ
る
と
い
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
合
併
前
の
市
町
村
組
織
を

中
心
と
し
て
、〝
ま
ち
づ
く
り
が
結
果
と
し

て
観
光
振
興
に
結
び
つ
く
〟
と
い
う
思
想

の
も
と
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
現
在
で

は
各
組
織
の
役
割
が
不
明
確
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
市
全
体
を
扱
う
観
光
協
会

に
き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
は
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
単
位

で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て
く
る
。

そ
の
機
能
は
市
の
中
の
地
区
別
観
光
協
会

が
担
い
、
市
全
体
の
観
光
推
進
組
織
は
、

合
併
前
の
旧
市
町
村
を
含
め
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
特
化
し
て
い
く
方
向
が
こ
の
市

の
場
合
は
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
全
体
の
観
光
推
進
組

織
と
行
政
の
役
割
、
そ
し
て
地
区
の
観
光

協
会
の
役
割
の
整
理
・
明
確
化
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

（
２
）こ
れ
か
ら
の
観
光
推
進
組
織
の

機
能
と
役
割

こ
れ
か
ら
の
観
光
推
進
組
織
の
機
能
・

役
割
は
、
お
そ
ら
く
五
つ
く
ら
い
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

①「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
誘
致
宣
伝
機
能
」（
＊
）

②「
観
光
ま
ち
づ
く
り
、
あ
る
い
は
受
入

環
境
整
備
機
能
」

③「
観
光
案
内
機
能
、
あ
る
い
は
地
域
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
」

④「
観
光
施
設
の
管
理
運
営
（
受
託
事

業
を
含
む
）
機
能
」

⑤「
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
機
能
」（
＊
＊
）

	
＊	

個
人
客
に
対
応
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
事
業
が
含
ま
れ
る
。

	

＊＊
具
体
的
に
は
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成
販
売

や
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
と
い
っ
た
機
能

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
一
般
論
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
役
割
を
決
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
観
光
財
源
の
使
途
の
明
確
化

入
湯
税
、
宿
泊
税
な
ど
の
法
定
外
税
、

あ
る
い
は
協
力
金
な
ど
の
観
光
振
興
へ
の

活
用
に
対
し
て
、
そ
れ
が
何
に
使
わ
れ
て

い
る
か
、
使
途
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。

入
湯
税
は
特
に
使
途
の
公
開
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
消

費
者
の
認
知
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。

当
財
団
が
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五

年
）
阿
寒
湖
温
泉
で
実
施
し
た
「
入
湯
税

の
負
担
感
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

超
過
課
税
で
よ
り
多
く
負
担
す
る
こ
と
は

構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
何
に
使
う
の
か
が

明
確
に
な
っ
て
い
れ
ば
、と
い
っ
た
、い
わ

ば
条
件
付
き
賛
成
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

鳥
羽
で
も
基
金
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

観
光
振
興
予
算
が
柔
軟
に
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
柔
軟

さ
の
裏
に
は
き
ち
ん
と
し
た
観
光
基
本
計

画
と
い
う
計
画
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
計
画
的
に
活
用
し
て
い
る
。
決
し
て
場

当
た
り
的
に
使
お
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
計
画
を
背
景
と
し
て
活
用
し
て
い
く
、

こ
れ
も
使
途
の
明
確
化
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。重

要
性
を
増
す

観
光
推
進
組
織
の
役
割

な
ぜ
地
域
に
お
い
て
観
光
推
進
組
織
が

必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

行
政
に
は
意
思
決
定
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

議
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
で
審
議

す
る
こ
と
を
通
じ
て
市
と
し
て
の
政
策
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
民
間

を
ベ
ー
ス
に
し
た
地
域
づ
く
り
や
観
光
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
合
意
形
成
の
シ
ス
テ
ム

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
意
思

決
定
を
遅
ら
せ
、
対
応
を
後
手
に
回
す
一

番
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
組
織
の
中

で
き
ち
ん
と
議
論
を
し
、
仮
に
財
源
が
あ

る
場
合
に
は
、
何
に
使
っ
て
い
く
の
か
明

確
に
す
る
た
め
に
も
観
光
推
進
組
織
の
役

割
は
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
。

●

本
稿
は
、二
〇
一
四
年（
平
成
二
十
六
年
）十
一

月
五
日
に
開
催
し
た
当
財
団
主
催
『
第
24
回
旅

行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
の
第
２
部 

第
１
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
観
光
推
進
組
織
の
事
業
と
財
源
―
自

立
的
運
営
に
向
け
て
」（
67
ペ
ー
ジ
参
照
）に
お

け
る
当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
塩
谷
英
生
次
長
、

吉
澤
清
良
主
席
研
究
員
に
よ
る
講
演
や
各
地
域

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
筆
者
が
統
括
的
に
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

［
参
考
文
献
］

・『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
二
〇
一
三
年
十
二
月

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
編
著　

丸
善
出
版

・『
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
安
定
財
源
に
関
す
る
研
究

―
入
湯
税
を
中
心
と
し
て
』
二
〇
一
四
年
三
月

独
自
財
源
研
究
会
（
事
務
局
：
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
）
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54

の
検
討
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、
情

報
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

私
は
、
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）

四
月
に
当
財
団
に
入
社
し
て
以
来
、
こ
の

事
業
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
久
慈
市
と
洋
野
町

を
担
当
し
、二
〇
一
四
年
度（
平
成
二
十
六

年
度
）
か
ら
は
浦
戸
諸
島
に
も
通
っ
て
い

る
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
が
、
地
域
の
奥
深
い

魅
力
に
出
会
う
た
び
に
、
こ
の
仕
事
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

心
か
ら
感
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
浦
戸

諸
島
で
の
私
の
体
験
を
基
に
、
本
事
業
に

環
境
省
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
お
い
て
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
の

創
設
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
、「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自

然
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
地
域
の
暮
ら

し
や
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
自
然
の

恵
み
と
脅
威
を
学
び
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
な
が
ら
の
復
興
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。こ
の「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
柱
の
一
つ
と
し
て
、二
〇
一
二
年
度
（
平

成
二
十
四
年
度
）
か
ら
実
施
し
て
い
る
の

が
、「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ

ル
事
業
」
で
あ
る
。

本
事
業
は
、
被
災
地
に
お
い
て
、
地
域

関
係
者
の
合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

①
自
然
環
境
の
保
全

②
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
活
性
化

③
震
災
体
験
の
継
承
に
よ
る
環
境
教
育

の
推
進
や
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

④
地
域
の
絆
の
再
構
築

⑤
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の

復
興

と
い
っ
た
地
域
の
姿
を
実
現
し
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
震
災
か
ら
の
復
興
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
地
域
に
は
、
岩
手
県
久
慈
市
・

洋
野
町
、
岩
手
県
山
田
町
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
（
唐
桑
半
島
）、
宮
城
県
塩し

お
が
ま竈
市

（
浦う

ら

戸と

諸
島
）、福
島
県
相
馬
市
（
松
川
浦
）

の
沿
岸
五
地
域
（
図
１
）
が
選
定
さ
れ
て

お
り
、
各
地
の
実
情
に
合
わ
せ
た
多
様
な

取
り
組
み
が
進
展
し
て
い
る
。

当
財
団
は
受
託
事
業
者
と
し
て
事
業

開
始
当
初
か
ら
携
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
五
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
自
然
観
光
資
源

の
調
査
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ガ
イ
ド

人
材
の
育
成
、
エ
コ
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
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公益財団法人日本交通公社　観光文化研究部　研究員　　門脇 茉海

図1  「復興エコツーリズム推進モデル事業」
5つのモデル地区

八戸

久慈

宮古盛岡

青森

福島　　　

釜石

大船渡
陸前高田
気仙沼

石巻東松島
塩竈

多賀城
仙台

岩沼

相馬

名取

青森県

秋田県

山形県 宮城県

福島県

岩手県

秋田

山形

県庁
市役所・町村役場

岩手県
久慈市・洋野町

宮城県気仙沼市
（唐桑半島）

宮城県塩竈市
（浦戸諸島）

福島県相馬市
（松川浦）

岩手県山田町

資料：環境省資料を基に公益財団法人日本交通公社作成
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ま
と
め
て
い
る
。
仙
台
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
仙せ

ん
せ
き石

線
と
市
営
汽
船
を
乗
り
継
い
で
も
、
わ
ず

か
約
一
時
間
。
東
北
新
幹
線
は
や
ぶ
さ
に

乗
れ
ば
、
東
京
か
ら
で
も
約
二
時
間
半
し

か
か
か
ら
な
い
。

私
が
初
め
て
市
営
汽
船
に
乗
っ
た
時
に

強
く
感
じ
た
の
は
、
日
本
の
海
に
も
い
ろ

い
ろ
あ
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

久
慈
市
や
洋
野
町
で
見
ら
れ
る
花か

崗こ
う

岩が
ん

で

で
き
た
荒
々
し
い
海
岸
と
外
海
の
風
景
に

慣
れ
て
い
た
私
に
は
、
浦
戸
諸
島
の
凝
灰

岩
で
で
き
た
優
し
い
島
々
と
穏
や
か
な
内

湾
の
風
景
は
、
海
と
い
う
よ
り
湖
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。

島
に
渡
る
途
中
、
海
面
か
ら
突
き
出
て

い
る
無
数
の
竹
の
棒
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
た
（
写
真
１
）。
水
深
が
非
常
に
浅
い

浦
戸
諸
島
近
海
で
は
、
カ
キ
養
殖
や
海の

苔り

養
殖
と
い
っ
た
浅
海
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
。
無
数
の
竹
は
海
底
に
直
接
立

て
ら
れ
て
い
て
、
海
苔
養
殖
に
使
わ
れ
る

“
の
り
ひ
び
”だ
と
い
う
こ
と
を
、先
輩
研

究
員
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
湖
の
よ
う
な

海
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
養
殖
が
行
わ
れ
て

い
る
様
子
を
見
て
、
ま
さ
に
“
海
の
畑
”

だ
と
思
っ
た
（
写
真
２
）。

日
本
三
景
松
島
に
属
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
、
東
北
最
大
の
都
市
で
あ
る
仙
台
か

ら
約
一
時
間
の
立
地
で
あ
る
こ
と
は
、
浦

戸
諸
島
の
大
き
な
強
み
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
奥
深

い
魅
力
を
守
り
伝
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
浦
戸
諸
島
に
お
け

る
既
存
の
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

と
よ
い
と
考
え
た
。 

か
ら
成
る
島
々
で
あ
る
（
図
２
）。

浦
戸
諸
島
の
最
大
の
特
徴
は
、日
本
三
景

松
島
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
今
も
昔
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い

る
日
本
三
景
松
島
の
風
景
の
そ
の
中
に
、

浦
戸
諸
島
は
存
在
し
て
い
る
。
四
つ
の
島

は
、
桂
島
・
石
浜
・
野
々
島
・
寒さ

ぶ風
沢さ

わ

・

朴ほ
お
じ
ま島
と
い
う
五
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
お

り
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
地
区
全
体
を

取
り
組
む
地
域
の
様
子
を
、
地
域
に
接
す

る
中
で
私
自
身
が
感
じ
た
こ
と
と
併
せ
て

紹
介
し
た
い
。

浦
戸
諸
島
と
は

浦
戸
諸
島
は
、
鹽し

お
が
ま竈
神
社
で
全
国
的

に
も
有
名
な
宮
城
県
塩
竈
市
に
属
し
、
四

つ
の
有
人
島
と
大
小
た
く
さ
ん
の
無
人
島

図2　『浦戸諸島 エコツーリズム・ガイドブック～うらとのウラガワをのぞこう！』裏表紙

写真1　浦戸を代表する産業
海苔養殖の作業風景

（筆者撮影）

写真2　“海の畑”を縫って
浦戸諸島に向かう
（筆者撮影）
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ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
る

面
白
さ

ま
ず
、
昨
年
度
の
取
り
組
み
か
ら
紹
介

を
始
め
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
に
根
付
か
せ

る
た
め
に
は
、
地
域
の
方
自
身
が
自
分
の

地
域
の
魅
力
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
も
、「
浦
戸
が

い
か
に
面
白
い
土
地
な
の
か
」
を
、
島
の

方
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
視
点
で
島
を
読
み

解
く
た
め
の
コ
ツ
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
『
浦
戸
諸
島 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
～
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ

こ
う
！
』
を
作
成
し
、
全
島
民
に
配
布
し

た
の
で
あ
る
（
図
３
）。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
見
た
島
の
面
白
さ
と
い

う
切
り
口
で
島
の
魅
力
を
ま
と
め
た
こ
と

で
あ
る
。

乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
重
宝
さ
れ
た
海
苔
の

乾
燥
小
屋
で
あ
る
（
写
真
３
）。

ま
た
、
私
た
ち
の
よ
う
な
地
域
の
外
の

人
の
目
で
見
る
こ
と
で
、
地
域
の
特
殊
性

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
野
々
島

の
熊
野
神
社
に
は
、
神
社
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
鐘
突
き
堂
が
あ
る
。
神
仏
習
合

の
名
残
を
伝
え
る
も
の
だ
が
、「
除
夜
の

鐘
を
突
き
に
神
社
に
行
く
」
と
い
う
、
東

京
の
人
間
に
と
っ
て
は
不
思
議
な
こ
と
も
、

そ
う
指
摘
さ
れ
る
ま
で
島
の
方
に
と
っ
て

は
何
の
疑
問
も
抱
か
な
い
当
た
り
前
の
こ

と
だ
っ
た
（
写
真
４
）。

自
分
に
と
っ
て
の
常
識
が
、
別
の
人
に

と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
、
ギ
ャ

ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
る
面
白
さ
の
視
点
も
加

え
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成
後
、
お
披
露
目
会

観光文化224号 January 2015

島
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
た

ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
島
外
か
ら

通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
過
疎
化
が

進
む
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
は
島
の
宝
と
し
て
と

て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。そ
の

た
め
、子
ど
も
た
ち
の
声
を
ヒ
ン

ト
に
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

の
中
に
隠
れ
た
浦
戸
諸
島
の
魅
力
を
発
掘

で
き
、
か
つ
島
の
大
人
た
ち
に
も
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
目
で
島
を

見
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
、
島
の
小
・

中
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
へ
、「
私
が

島
を
案
内
す
る
特
別
な
一
日
」
と
題
し
た

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
家
族

や
友
人
な
ど
、
大
切
な
人
を
案
内
し
た
い

お
す
す
め
の
場
所
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。

す
る
と
、
島
で
長
年
暮
ら
し
て
い
る
方

に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
不
思
議
に
映
っ
て

い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
分
か
っ
た
。

例
え
ば
、
島
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
る

石
造
り
の
小
屋
。
子
ど
も
た
ち
は
自
転
車

置
き
場
だ
と
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
実

は
こ
れ
、
海
苔
養
殖
が
最
盛
期
を
迎
え
た

昭
和
四
十
年
代
に
、
効
率
良
く
海
苔
を

写真4　熊野神社の鐘（高橋葉子撮影）

図3　『浦戸諸島 エコツーリズム・ガイドブック～うらとのウラガワをのぞこう！』表紙
（発行：環境省、協力：塩竈市、塩竈市立浦戸第二小学校・浦戸中学校、編集：公益
財団法人日本交通公社　高橋葉子）全36ページで、http://www.env.go.jp/jishin/
park-sanriku/urato_book.pdfからダウンロード可能。

写真3　海苔の乾燥小屋
（高橋葉子撮影）
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と
し
て
「
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ
こ

う
！ 

～
地
域
の
宝
の
見
つ
け
方
～
」
を

開
催
し
た
。
島
の
参
加
者
か
ら
は
、「
普

段
か
ら
見
慣
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
冊
子

に
す
る
こ
と
で
す
ご
く
新
鮮
さ
を
覚
え

た
」「
住
ん
で
い
る
と
当
た
り
前
な
の
に
、

外
の
方
に
と
っ
て
は
こ
ん
な
に
も
疑
問
に

思
う
こ
と
が
あ
る
の
か
と
び
っ
く
り
し

た
」「
初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
浦
戸
諸
島
に
お
け
る
本

事
業
は
、「
ほ
ん
の
少
し
見
方
を
変
え
る

と
浦
戸
諸
島
は
も
っ
と
面
白
く
な
る
」
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

三
つ
の
取
り
組
み

私
が
参
画
し
た
今
年
度
は
、塩
竈
市
教

育
委
員
会
、
島
の
学
校
、
塩
竈
市
浦
戸
振

興
課
と
と
も
に
、

①
夏
休
み
の
勉
強
合
宿
＊
と
の
連
携

②
総
合
的
な
学
習
の
時
間
＊
と
の
連
携

③
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
ツ
ア
ー
の
実
施

と
い
う
三
つ
の
取
り
組
み
を
中
心
に
事
業

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

①「
勉
強
合
宿
に
お
け
る
『
浦
戸
学
習

の
時
間
』
の
内
容
を
強
化
し
た
い
」

全
国
の
他
の
地
域
と
比
較
し
て
共
通
点
や

違
い
を
見
つ
け
た
り
、
地
質
と
自
然
と
生

活
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
発

見
し
た
り
と
い
っ
た
、
地
域
資
源
の
磨
き

上
げ
が
必
要
と
な
る
。

三
つ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
島
の
方
で
な
け
れ
ば
知
ら
な
い
よ

う
な
、
人
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
面
白
い

話
を
ま
と
め
な
が
ら
、
よ
り
上
手
に
伝
え

る
た
め
の
コ
ツ
も
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
く

講
座
の
開
催
と
、
講
座
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
方
を
「
島
の
達
人
」
と
し
て
掲
載

す
る
人
材
リ
ス
ト
の
作
成
を
考
え
て
い
た
。

昨
年
度
の
報
告
会
で
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

出
話
に
花
が
咲
い
た
。
そ
う
し
た
面
白
い

話
を
も
っ
と
引
き
出
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
整
え
よ
う
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
浦
戸
諸
島
の

事
情
を
最
も
よ
く
ご
存
じ
の
四
島
五
地
区

の
各
区
長
さ
ん
、
ま
た
学
校
の
先
生
か
ら

は
、「
人
を
集
め
て
の
勉
強
会
や
人
材
リ

ス
ト
と
い
う
無
機
質
な
進
め
方
は
、
浦
戸

に
は
な
じ
ま
な
い
よ
」
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

「
勉
強
会（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）」
と
い
う

地
域
資
源
の
深
掘
り
を
す
る
際
の
常じ

ょ
う

套と
う

手
段
が
使
え
な
い
と
分
か
り
、
一
度
は
落

胆
し
た
が
、
個
別
に
島
の
方
に
対
し
て
取

材
を
重
ね
、
島
の
方
の
面
白
い
思
い
出
話

を
集
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
も
、
事
前

に
訪
問
の
約
束
を
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、

地
域
の
方
に
と
っ
て
は
煩
わ
し
く
感
じ
ら

れ
る
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

た
め
、
約
束
な
し
の
突
撃
取
材
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
か

ら「
ダ・

・

・

・

・

ー
ツ
の
旅
」に
出
る
の
だ
と
思
っ
た
。

お
宅
に
上
が
り
込
ん
で
、

梅
の
実
を
い
た
だ
く

最
初
に
話
を
伺
っ
た
の
は
、
朴
島
で
浜

作
業
中
の
女
性
だ
っ
た
。
朴
島
の
区
長
さ

ん
と
今
年
度
の
取
り
組
み
の
進
め
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
早
速
、「
そ

の
辺
り
で
作
業
中
の
女
性
が
い
る
は
ず
だ

か
ら
、そ
の
人
に
お
話
を
聞
い
て
み
た
ら
」

と
紹
介
い
た
だ
き
、
行
っ
て
み
る
こ
と
に

し
た
。

カ
ー
ン
カ
ー
ン
と
響
く
音
を
た
ど
っ
て

い
く
と
、
ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
て
何
か
を
剝は

が
し
て
い
る
女
性
に
出
会
っ
た
。「
去
年

こ
の
黄
色
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
続
き
を
作
り
た
い
と
思
っ

②「
演
劇
活
動
の
事
前
学
習
に
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、子
ど
も
た
ち
が

島
の
方
と
一
緒
に
地
域
資
源
の
深
掘

り
を
行
う
仕
組
み
を
作
り
た
い
」

③「
黄
色
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
好
評
だ
っ

た
の
で
、
ぜ
ひ
『
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ

ワ
ツ
ア
ー
』
を
実
施
し
た
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
か
ら
も
本
事
業

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
と
て
も
積
極
的
な

要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
浦
戸
諸
島
の
魅
力

が
再
発
見
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
う
。

＊
夏
休
み
の
勉
強
合
宿
…
塩
竈
市
内
の
小
学
校
に
通

う
小
学
四
年
生
が
対
象
。
基
礎
的
学
習
を
中
心
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
一
部
浦
戸
の
自
然
や
歴
史

を
体
験
・
学
習
す
る
時
間
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

＊
総
合
的
な
学
習
の
時
間
…
島
の
学
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
、
演
劇
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
、

児
童
生
徒
全
員
が
役
者
と
し
て
舞
台
に
立
つ
。
脚
本

は
浦
戸
諸
島
の
歴
史
や
文
化
が
題
材
。

ダ
ー
ツ
の
旅
？

地
域
資
源
を
よ
り
魅
力
的
に
す
る
た

め
に
は
、
た
だ
概
説
的
な
解
説
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
で
な
け
れ
ば
語

る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
談
を
加
え
た
り
、
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て
島
の
方
に
お
話
を
聞
い
て
い
る
ん
で

す
」
と
自
己
紹
介
す
る
と
、「
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
面
白
か
っ
た
よ
！
」
と
、
に
こ
や

か
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
。

お
会
い
し
た
時
は
、
カ
キ
養
殖
に
使
っ

た
ホ
タ
テ
殻
か
ら
、
カ
キ
殻
を
取
り
外
す

作
業
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
浦
戸
諸
島
で

カ
キ
養
殖
に
使
用
し
て
い
る
ホ
タ
テ
殻
は

も
と
も
と
北
海
道
産
で
、
そ
の
ホ
タ
テ
殻

を
石
巻
の
業
者
が
買
い
取
り
、
種
ガ
キ
栽

培
用
に
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
は
る
か
遠
く
北
海
道

で
育
っ
た
ホ
タ
テ
が
、
殻
だ
け
と
な
っ
て

浦
戸
諸
島
で
種
ガ
キ
を
育
み
、
そ
の
種
ガ

キ
が
広
島
な
ど
各
地
で
大
き
く
育
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
知
ら
れ
ざ
る
つ
な
が

り
を
感
じ
て
、
私
は
と
て
も
驚
き
感
動

し
た
（
写
真
５
）。

話
が
弾
ん
で
く
る
と
、
初
対
面
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
自
宅
に
招
い
て
く
だ

さ
っ
た
。
自
家
製
の
青
梅
の
シ
ロ
ッ
プ
漬

け
を
ご
馳ち

走そ
う

に
な
り
な
が
ら
、
昔
の
菜
の

花
畑
は
今
よ
り
も
っ
と
広
か
っ
た
こ
と
、

タ
ネ
採
り
の
伝
統
を
絶
や
し
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

八
十
年
前
の
浦
戸
諸
島
の

話
を
伺
う

野
々
島
で
暮
ら
す
九
十
代
の
女
性
に
も

お
話
を
伺
っ
た
。
こ
の
時
は
直
前
に
役
場

の
方
か
ら
電
話
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、
ご

自
宅
ま
で
押
し
掛
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、

快
く
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
発
生
の
夜
、
氏
神
様

で
あ
る
「
お
観
音
さ
ん
」
の
隣
で
雪
の
中

一
晩
を
過
ご
し
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
島

の
方
に
助
け
ら
れ
励
ま
さ
れ
な
が
ら
学
校

ま
で
避
難
し
た
こ
と
。
家
の
脇
の
通
学
路

を
歩
い
て
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
可

愛
ら
し
く
て
仕
方
が
な
い
こ
と
、
寒
風
沢

に
あ
っ
た
小
学
校
に
渡
し
船
で
通
っ
て
い

た
こ
と
、
結
婚
生
活
二
年
足
ら
ず
で
夫
を

戦
争
で
失
い
、
そ
の
後
は
家
族
一
丸
と
な

っ
て
必
死
に
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、

そ
の
当
時
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
に

い
き
い
き
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

時
に
「
お
し
ゃ
べ
り
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
か

ら
」
と
笑
顔
で
語
り
、
時
に
涙
を
浮
か
べ

な
が
ら
真し

ん

摯し

に
お
話
し
い
た
だ
い
た
姿
に
、

こ
の
記
憶
を
し
っ
か
り
と
残
し
て
い
き
た

い
と
強
く
感
じ
た
。

「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」と
い
う

手
法

こ
う
し
て
集
め
た
面
白
い
話
は
、「
ノ

ゾ
キ
ミ
帖
」
と
い
う
シ
ー
ト
に
ま
と
め
て

い
る
。「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
は
、
一
テ
ー
マ
に

つ
き
表
裏
両
面
の
一
シ
ー
ト
で
構
成
し
て

い
る
。
表
面
に
掲
載
す
る
そ
の
資
源
の
概

説
的
な
説
明
は
、「
地
質
」「
自
然
」「
生
活
」

と
い
う
三
つ
の
要
素
の
つ
な
が
り
を
意
識

し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
。

裏
面
に
は
取
材
を
通
し
て
集
め
た
三
つ

の
体
験
談
や
裏
話
を
中
心
に
ま
と
め
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
紹
介
し
た
浦
戸
諸
島
の
魅
力
を
さ
ら
に

面
白
く
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ー
ト
に
掲
載
し
て
い
る
話
が
、

誰
に
聞
い
た
内
容
な
の
か
を
明
記
す
る
こ

と
で
、
ゆ・

・

・
る
く
人
材
リ
ス
ト
の
役
割
も
果

た
し
得
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
学
校
の
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
は

資
源
の
深
掘
り
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
リ

ス
ト
の
役
割
も
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
可
能
な

こ
と
も
特
長
で
あ
る
。
今
年
度
の
三
つ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ど

の
よ
う
な
点
を
工
夫
す
れ
ば
「
ノ
ゾ
キ
ミ

帖
」
が
役
に
立
て
る
か
、
と
い
う
視
点
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
の
工
夫
に

つ
い
て
は
、
次
か
ら
の
使
用
例
の
中
で
紹

介
し
た
い
。

使
用
例
①

夏
休
み
の
勉
強
合
宿
と
の
連
携

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
夏
休
み
の
勉

強
合
宿
に
お
け
る
「
浦
戸
学
習
の
時
間
」

の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
連
携
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
き
、
避
難
訓
練
の
部
分
で
の
連
携
を
図

っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
生
の
経
験
を
実
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ガ
イ
ド
用
の
「
あ
ん
ち
ょ
こ
」
と
し
て
足

り
な
い
所
を
あ
ぶ
り
出
し
た
か
っ
た
の
だ

が
、
そ
れ
は
ま
た
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
年
度
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
浦

戸
諸
島
で
の
勉
強
合
宿
は
本
土
の
子
ど
も

た
ち
が
浦
戸
諸
島
を
訪
れ
る
貴
重
な
機
会

で
あ
る
。「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
が
、浦
戸
の
奥

深
い
魅
力
に
触
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

使
用
例
②

総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
連
携

島
の
学
校
の
意
見
で
は
、
演
劇
活
動
の

事
前
学
習
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
が
演
じ
る

演
劇
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
浦
戸

合
宿
」
と
い
う
授
業
の
中
で
島
の
方
に
取

材
を
行
い
、
そ
の
学
習
成
果
を
壁
新
聞
や

パ
ネ
ル
に
ま
と
め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
取
材
の
様
子
を

逆
取
材
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。
地
域

の
人
が
浦
戸
諸
島
の
こ
と
を
子
ど
も
に
教

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
が
、

こ
れ
も
雨
の
た
め
に
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
年
初
め
て
公
演
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
子
ど
も
た
ち
の
熱
演
は
本
当
に
素
晴

ら
し
く
、「
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
は
何
な

の
か
」
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
大
切

な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
公
演
終
了
後
、

演
劇
の
背
景
に
あ
る
浦
戸
諸
島
の
魅
力
と
、

演
劇
そ
の
も
の
の
魅
力
を
さ
ら
に
伝
え
る

た
め
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
た
。

事
前
学
習
に
お
い
て
島
の
方
へ
の
取
材

結
果
を
「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
と
し
て
ま
と
め
、

そ
の
「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
を
基
に
同
じ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
有
す
る
演
劇
と
エ
コ
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
観
客
は
子
ど
も
た
ち

が
演
劇
を
通
し
て
伝
え
た
か
っ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
や
、
演
劇
に
あ
た
っ
て
の
子
ど
も
た

ち
の
努
力
と
い
っ
た
も
の
を
、
よ
り
深
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

使
用
例
③

う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
ツ
ア
ー
の
実
施

浦
戸
振
興
課
か
ら
は
、「
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
『
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
』

が
好
評
だ
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
「
う
ら
と
の

ウ
ラ
ガ
ワ
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
い
」
と

い
う
要
望
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
準
備
と
し
て
、
東
北
を
代
表
す
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
で
あ
る
田
野
畑

村
へ
視
察
を
行
い
、
漁
船
を
活
用
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
」
を
体
験
し
た
。
体
験
乗
船
を
終
え
た

浦
戸
の
方
々
は
、
北
山
崎
の
圧
倒
的
な
ス

ケ
ー
ル
に
感
動
し
な
が
ら
も
、「
浦
戸
諸

島
に
は
ま
た
別
の
良
さ
が
あ
る
」
と
、
浦

戸
諸
島
な
ら
で
は
の
ツ
ア
ー
の
実
現
に
燃

え
て
い
た
。

事
前
の
検
討
会
・
練
習
会
を
経
て
、
十

月
五
日
に
島
内
で
活
動
中
の
諸
団
体
を
招

き
、「
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！

交
流
体
験
ツ
ア
ー
～
“
だ
ん
べ
っ
こ
船
”

で
巡
る
浦
戸
諸
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
～
」

と
題
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
。

こ
の
“
だ
ん
べ
っ
こ
”
と
い
う
名
称
は
、

浦
戸
諸
島
を
は
じ
め
松
島
周
辺
で
用
い
ら

れ
て
い
る
小
型
漁
船
を
指
す
呼
び
名
で
、

サ
ッ
パ
船
よ
り
も
船
べ
り
が
低
い
船
で
あ

る
。
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
に
学

び
な
が
ら
も
、
浦
戸
諸
島
な
ら
で
は
の
魅

力
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
心
意
気
が
こ

こ
に
も
表
れ
て
い
る
（
写
真
６
）。

壁
も
屋
根
も
な
い
だ
ん
べ
っ
こ
船
に
乗

る
と
、
市
営
汽
船
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
く
ら
い
間
近
に
浦
戸
諸
島
を
感
じ
る
こ
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際
の
現
場
で
語
り
継
ぐ
こ
と
で
、
避
難
訓

練
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

先
に
、「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
活
用
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、

そ
の
一
つ
が
ガ
イ
ド
の
際
の
「
あ
ん
ち
ょ

こ
」
と
し
て
の
活
用
で
あ
る
。
解
説
を
よ

り
上
手
に
伝
え
る
た
め
に
、
話
の
切
り
出

し
方
や
用
意
す
る
小
道
具
の
ヒ
ン
ト
な
ど
、

実
際
の
解
説
時
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
日
に

ガ
イ
ド
を
担
当
さ
れ
る
野
々
島
に
お
住
ま

い
の
方
と
作
成
を
進
め
た
。「
家
が
流
さ

れ
て
い
く
様
子
を
見
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
り
、
熊
野
神
社
か
ら
学
校
へ
の

避
難
を
決
め
た
」「
熊
野
神
社
に
避
難
し

て
か
ら
学
校
に
避
難
す
る
ま
で
の
間
の
出

来
事
は
、
は
っ
き
り
と
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
」
な
ど
、
当
時
の
避
難
の
様
子

や
そ
の
時
の
感
情
を
詳
細
に
語
る
様
子
は

と
て
も
迫
力
と
臨
場
感
が
あ
り
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
た
。

準
備
を
万
端
に
整
え
、
あ
と
は
実
施
を

待
つ
だ
け
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
台
風
が

近
づ
い
た
た
め
に
勉
強
合
宿
自
体
が
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
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と
が
で
き
た
。
市
営
汽
船
で
は
ど
う
し
て

も
「
お
客
様
」
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
も
の
が
、
だ
ん
べ
っ
こ
船
に
乗
る
こ

と
で
、
島
の
人
の
目
線
で
浦
戸
諸
島
を
見

つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
た
。

今
回
は
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
催
行
ま
で

の
動
き
が
か
な
り
早
か
っ
た
た
め
、「
ノ

ゾ
キ
ミ
帖
」
を
事
前
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
時
の

解
説
内
容
を
「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
と
し
て
ま

と
め
な
が
ら
、
今
後
も
使
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」

に
は
関
連
テ
ー
マ
と
い
う
欄
を
設
け
て
い

る
。
関
連
テ
ー
マ
同
士
を
組
み
合
わ
せ
て
、

よ
り
広
が
り
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

の
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
も
の
だ
が
、
こ
う
し
た
部
分
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
だ
ん
べ
っ
こ
船
ツ
ア
ー
そ

の
も
の
も
よ
り
面
白
い
も
の
に
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
使
用
例
は
、
あ
く
ま

で
「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
の
活
用
例
の
一
部
だ

と
考
え
て
い
る
。
浦
戸
諸
島
で
は
多
く
の

団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
団
体
や
島
の
方
に
も
積
極
的
に

「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
を
作
成
・
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
、
よ
り
奥
深

い
浦
戸
諸
島
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
伝
え
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
の
具
体
的
な
活
用
方

法
と
今
後
の
作
業
体
制
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
も
島
の
方
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
。浦

戸
諸
島
が
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
取
り
組
む
意
義

だ
ん
べ
っ
こ
船
に
乗
っ
た
時
、
島
の
人

が
見
て
い
る
世
界
を
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き

た
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
浦
戸
諸
島
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
モ

ノ
や
コ
ト
の
大
き
さ
を
強
く
感
じ
た
。

浦
戸
諸
島
は
、
東
日
本
大
震
災
以
前

か
ら
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
津
波

の
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
、
島
に
伝
わ
る

多
く
の
貴
重
な
も
の
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
人
や
モ
ノ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
つ

つ
あ
る
こ
と
で
、
古
来
、
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
「
島
の
記
憶
」
が
失
わ
れ
か
ね
な

い
と
い
う
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
と
し
て
貴
重
な
思
い
出

を
文
字
に
し
て
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
自
体
が
貴
重
な
「
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
」
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
た
だ
文
字
と
し
て
ま
と
め

た
だ
け
で
は
、
い
ず
れ
図
書
館
の
片
隅
で

誰
の
目
に
も
留
ま
る
こ
と
な
く
、
埋
も
れ

て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」
の
最
大
の
特
徴
は
文
字

と
し
て
記
録
し
た
も
の
を
、
実
際
の
活
用

場
面
を
想
定
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
実
施
や
学

校
教
育
で
の
活
用
な
ど
、「
ノ
ゾ
キ
ミ
帖
」

を
現
場
で
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
島
の
記
憶
は
よ
り
確
か

で
強
固
な
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
に
浦
戸
諸
島
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
最
大
の
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

浦
戸
諸
島
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
島
の
内
外
に
笑
顔
が
増
え
る

こ
と
を
目
指
し
、
こ
の
仕
組
み
が
し
っ
か

り
と
根
を
下
ろ
せ
る
よ
う
、
精
一
杯
携
わ

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●

子
ど
も
の
頃
か
ら
江
戸
の
人
の
暮
ら
し

が
好
き
で
、
大
学
で
日
本
史
を
専
攻
し
て

き
た
私
の
人
生
の
目
標
は
、「
歴
史
の
面

白
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ

と
」
で
す
。
当
財
団
を
就
職
先
に
選
ん
だ

の
も
、
観
光
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
の
面
白
さ
を
、
多
く
の
人
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

で
す
が
、
財
団
職
員
で
あ
る
以
上
、
自

分
が
当
事
者
と
な
っ
て
直
接
旅
行
者
に
伝

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
地
域
の
方
の
頼
れ

る
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
適
切
な
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

今
回
、
こ
う
し
た
機
会
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
な
り
の
方
法

で
「
地
域
の
文
化
を
伝
え
る
」
と
い
う
こ

と
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
の
で
あ
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
か
ど
わ
き　

ま
み
）
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写真6　だんべっこ船で手掘りの洞
ボラ

をくぐり抜ける（島では洞穴のことを
“ボラ”と呼ぶ）（高橋葉子撮影）
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も
高
い
二
一・五
％
が
予
想
さ
れ
る
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
も
二
〇・五
％
と
高
い
一
方
、
韓

国
の
年
平
均
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
が

予
想
さ
れ
て
い
る
（
表
１
）。

韓
国
に
お
け
る

カ
ジ
ノ
の
歴
史

韓
国
の
カ
ジ
ノ
産
業
は
ア
ジ
ア
で
最
も

歴
史
が
古
く
、
誕
生
は
一
九
六
〇
年
代
に

世
界
の
カ
ジ
ノ
産
業
の

現
況

世
界
の
カ
ジ
ノ
産
業
は
、
二
〇
一
〇
年

か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
年
平
均
九・二

％
の
成
長
率
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
中
で

も
成
長
著
し
い
の
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

で
、
年
平
均
一
八・三
％
の
成
長
率
と
予
想

さ
れ
る
。

世
界
に
占
め
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

シ
ェ
ア
は
二
〇
一
〇
年
に
二
九・二
％
だ
っ
た

が
、二
〇
一
五
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

カ
ジ
ノ
売
上
総
額
は
七
百
九
十
二
億
六
千

六
百
万
米
ド
ル
に
達
し
、
世
界
全
体
に
占

め
る
シ
ェ
ア
は
四
三・四
％
に
拡
大
す
る
と

見
ら
れ
る
。

一
方
、米
国
の
二
〇
一
五
年
の
カ
ジ
ノ
売

上
総
額
は
七
百
三
十
三
億
二
千
万
米
ド
ル
、

二
〇
一
〇
年
に
は
世
界
最
大
の
四
八・九
％

を
誇
っ
て
い
た
シ
ェ
ア
も
二
〇
一
五
年
に
は

四
〇・一
％
に
縮
小
す
る
と
見
ら
れ
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
は
米
国
を
上
回
る
世
界
最

大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
中
で
は
マ
カ
オ

が
最
も
売
り
上
げ
が
多
く
、
二
〇
一
〇
年

か
ら
二
〇
一
五
年
の
年
平
均
成
長
率
は
最
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韓国カジノ産業の動向
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公益財団法人日本交通公社 観光文化研究部 研究員　柿島 あかね

（2）韓国の国際観光の実態と旅行の形態
韓国文化観光研究院 国際観光センター長　李康旭氏

（3）東日本大震災後の東北地方太平洋沿岸部における旅行動向
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（4）韓国カジノ産業の動向
韓国文化観光研究院 観光政策研究室長　柳匡勳氏

	 区分/百万＄	 	2010		 2011（E）		 2012（E）	 2013（E）	 2014（E）		 2015（E）	 CAGR＊

Australia 3,429 3,429 3,439 3,478 3,576 3,698 1.5
Macau 23,447 34,608 44,862 52,553 57,680 62,167 21.5
Malaysia 948 940 942 964 1,012 1,059 2.2
New Zealand 365 350 353 369 388 408 2.3
Philippines 558 618 719 941 1,102 1,217 16.9
Singapore 2,827 4,396 5,090 5,784 6,516 7,172 20.5
South Korea 2,637 2,628 2,641 2,770 2,706 2,620 –0.1
Vietnam 69 73 78 102 122 141 15.4

Total 34,280 47,042 58,124 66,961 73,429 79,266 18.3

資料： PWC（2012）  ＊CAGR: Compound Average Growth Rate

表1  アジア太平洋地域のカジノ市場の推移 （年平均
成長率）
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「
観
光
振
興
法
」
改
正
に
伴
い
、
カ
ジ
ノ

は
警
察
の
管
轄
か
ら
移
管
さ
れ
、
観
光
産

業
に
組
み
込
ま
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
制

定
さ
れ
た
「
企
業
都
市
開
発
特
別
法
」
に

よ
り
、
一
定
額
以
上
を
投
資
す
れ
ば
外
国

企
業
も
カ
ジ
ノ
の
事
業
権
を
獲
得
で
き
る

許
可
が
下
り
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
「
経
済
自
由
区

域
の
指
定
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
特
別

法
」
が
改
正
さ
れ
、
カ
ジ
ノ
業
の
許
可
に

対
す
る
事
前
審
査
制
が
導
入
さ
れ
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
海
外
か
ら
の
投
資
が
か
な
り

活
発
化
し
て
お
り
、統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ

Ｒ
）
の
開
発
計
画
も
い
く
つ
か
進
行
し
て

い
る
（
表
２
）。

韓
国
に
お
け
る
外
国
人

専
用
カ
ジ
ノ
の
現
況

韓
国
の
カ
ジ
ノ
は
こ
れ
ま
で
、
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

で
は
な
く
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
交
ク
ラ
ブ
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
現

在
、
ソ
ウ
ル
に
三
カ
所
、
釜
山
に
二
カ
所
、

仁
川
、
江
原
、
大
邱
に
各
一
カ
所
、
済
州

に
八
カ
所
、
全
国
に
計
十
六
カ
所
の
外
国

人
専
用
カ
ジ
ノ
が
営
業
し
て
い
る
。
ゲ
ー

ム
施
設
は
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
七
百
十
五
台
、

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
八
十
八
台
、
ビ
デ
オ
ゲ

ー
ム
八
百
八
十
一
台
な
ど
全
国
で
合
計
約

一
千
七
百
台
あ
る
。

二
〇
一
三
年
の
外
国
人
専
用
カ
ジ
ノ
の

利
用
客
数
は
前
年
比
一
三・
六
％
増
の

二
百
七
十
一
万
人
（
外
国
の
永
住
権
を
持

つ
韓
国
人
も
含
む
）、
総
売
上
は
一
兆
三
千

六
百
八
十
五
億
ウ
ォ
ン
。
利
用
客
は
日
本

人
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
に

初
め
て
中
国
人
が
日
本
人
利
用
客
数
を

上
回
り
、
以
後
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
と
二
〇
〇
六
年
の
二
度
に

わ
た
り
、
外
国
人
専
用
カ
ジ
ノ
の
営
業
拡

大
政
策
が
と
ら
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
の
グ

が
あ
る
と
さ
れ
、
程
な
く
韓
国
人
の
入
場

は
禁
止
さ
れ
た
。

一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
は
釜
山
や
済

州
島
な
ど
代
表
的
な
観
光
地
に
カ
ジ
ノ
が

続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
、
一
九
九
四
年
に
は

さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
六
七
年
、
韓
国
初
の

カ
ジ
ノ
が
仁
川
オ
リ
ン
ポ
ス
ホ
テ
ル
で
、

翌
年
に
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
ヒ
ル
カ
ジ
ノ
が
営

業
を
開
始
し
た
。
当
初
は
韓
国
人
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
社
会
的
に
問
題

	 年	 主な内容

1960年代 ◎「福票発行･懸賞基他射倖行為団束法」改正（1962年。カジノ設立の法的根拠をそなえる）
 ◎韓国初のカジノが仁川オリンポスホテルで営業開始（1967）
 　ウォーカーヒルカジノの営業開始（1968）
 ◎「福票発行･懸賞基他射倖行為団束法」の改正により、カジノへの韓国人の入場が禁止

1970年代 ◎俗離山観光ホテルカジノ（1995年に許可取消）、済州KALホテルカジノ（1975）、
 　釜山パラダイスビーチホテルカジノ（1978）、慶州コーロンホテルカジノ（1979）が営業開始

1980年代 ◎雪岳パークホテルカジノ（1980）、済州パークハイアットホテルカジノ（1985）が営業開始

1990年代 ◎済州グランドホテル、済州クラウンプラザホテル、済州西帰浦KALホテル、
 　済州オリエンタルホテルにてカジノの営業開始（1990）
 ◎済州新羅ホテルカジノ（1991）、済州パシフィックカジノ（1995）の営業開始
 ◎「観光振興法」改正によりカジノ産業が観光産業に組み込まれる（1994）
 ◎「廃鉱地域の開発支援に関する特別法」制定（1996）により、韓国人のカジノ入場に関する
 　法的根拠を整備

2000.10.28 ◎江原ランドカジノの営業開始（2003年に拡張）

2004.10.03 ◎グランドコリアレジャー（株）が外国人専用カジノの事業権を獲得（ソウル2個所、釜山1個所）

2004.12.31 ◎「企業都市開発特別法」制定

2006.	2.21 ◎「済州特別自治道の設置および国際自由都市の造成のための特別法」制定

2006 ◎グランドコリアレジャー（株）のカジノが営業開始
   （ソウル江南店、ヒルトンホテル店、釜山ロッテホテル店）

2007.	12.	7 ◎「経済自由区域の指定および運営に関する特別法」改正

2012.	9.21 ◎「経済自由区域の指定および運営に関する特別法」改正
   （カジノ業の許可に対する事前審査制の導入）

2012.11.20 ◎「観光振興法施行令」の改正により、クルーズカジノの導入に対する要件が緩和

2012.12.11 ◎「セマングム事業の推進および支援に関する特別法」制定

表2  韓国カジノの発展の過程

資料：韓国文化観光研究院（KCTI）作成

研究発表会場の様子
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63 観光研究レビュー◉韓国カジノ産業の動向

ラ
ン
ド
コ
リ
ア
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ソ
ウ
ル

二
カ
所
、
釜
山
一
カ
所
の
カ
ジ
ノ
開
業
以

降
、
韓
国
全
体
の
カ
ジ
ノ
売
上
、
利
用
客

数
は
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら

韓
国
の
カ
ジ
ノ
市
場
は
大
き
く
変
化
し
た

と
言
え
る
（
図
１
、図
２
）。

「
江
原
ラ
ン
ド
」に
つ
い
て

外
国
人
専
用
カ
ジ
ノ
の
中
で
唯
一
韓
国

人
も
利
用
可
能
な
施
設
、
江
原
ラ
ン
ド
は

ソ
ウ
ル
か
ら
約
二
百
キ
ロ
東
に
位
置
し
、

二
〇
〇
〇
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
客
室
数

九
百
二
十
四
室
の
ホ
テ
ル
と
九
百
三
室
の

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
ス
キ
ー
場
二
カ
所
と

十
八
ホ
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ー
マ
パ
ー

ク
な
ど
の
あ
る
一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
、

カ
ジ
ノ
は
ホ
テ
ル
の
敷
地
内
に
あ
る
。

か
つ
て
石
炭
産
業
で
栄
え
、
斜
陽
を
迎

え
た
江
原
地
域
の
経
済
再
建
の
手
法
と
し

て
選
ば
れ
た
の
が
カ
ジ
ノ
の
開
設
だ
っ
た
。

一
九
九
六
年
制
定
の
「
廃
鉱
地
域
の
開
発

支
援
に
関
す
る
特
別
法
」
に
よ
り
、
こ
の

カ
ジ
ノ
を
一
部
の
韓
国
人
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
公
共
性
を
確
保
す
る
た

め
自
治
体
の
持
ち
株
比
率
が
高
く
、
韓
国

鉱
害
管
理
公
団
が
三
六
％
、
江
原
ラ
ン
ド

図1  外国人専用カジノの売上高および利用客の推移

資料：韓国文化観光研究院（KCTI）作成
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図2  外国人専用カジノの外貨収入および利用客の伸び率（前年比）

資料：韓国文化観光研究院（KCTI）作成
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開
発
公
社
と
近
隣
の
四
市
郡
が
五
一
％
と

な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
の
入
場
客
は
三
百
六
万

八
千
人
、
売
上
高
は
一
兆
一
千
七
百
九
十

億
ウ
ォ
ン
と
右
肩
上
が
り
で
業
績
を
伸
ば

し
て
お
り
、
成
功
事
例
と
し
て
日
本
か
ら

の
視
察
も
多
い
。
国
税
お
よ
び
地
方
税
な

ど
の
租
税
負
担
に
加
え
、
税
引
前
利
益
の

二
五
％
を
廃
鉱
地
開
発
基
金
に
、
売
上
高

の
一
〇
％
を
観
光
振
興
開
発
基
金
に
納
め

る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年

に
納
め
た
租
税
と
両
基
金
の
合
計
金
額
は

四
千
七
百
三
十
四
億
ウ
ォ
ン
と
な
っ
た
。

江
原
ラ
ン
ド
カ
ジ
ノ
の
売
上
に
対
す
る
租

税
負
担
率
は
三
七
～
三
八
％
の
水
準
と
な

っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
韓
国
で
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
依
存
症

へ
の
危
惧
や
教
育
上
の
問
題
な
ど
、
韓
国

人
が
江
原
ラ
ン
ド
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
国
内
で
肯
定
的
な
評
価
を
得
に

く
い
部
分
も
あ
る
。 

韓
国
の
カ
ジ
ノ
許
可
制
度

外
国
人
専
用
カ
ジ
ノ
の
法
的
根
拠　

外
国
人
専
用
カ
ジ
ノ
は
、
観
光
振
興

「
済
州
特
別
自
治
道
の
設
置
お
よ
び
国
際

自
由
都
市
の
造
成
の
た
め
の
特
別
法
」「
セ

マ
ン
グ
ム
（
干
拓
）
事
業
の
推
進
お
よ
び

支
援
に
関
す
る
特
別
法
」
と
い
う
三
つ
の

特
別
法
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

韓
国
の
Ｉ
Ｒ
開
発
計
画

韓
国
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
中

国
や
米
国
な
ど
海
外
の
資
本
参
入
に
よ

り
、
Ｉ
Ｒ
の
新
設
計
画
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
韓
国
で
は
、
カ
ジ
ノ
は
ホ
テ

ル
内
の
一
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た

た
め
、
現
在
進
行
中
の
Ｉ
Ｒ
開
発
事
業
は

特
例
的
な
規
制
に
基
づ
く
。
現
在
の
観
光

振
興
法
に
は
複
合
リ
ゾ
ー
ト
形
態
の
カ
ジ

ノ
に
対
す
る
許
可
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
関
連
す
る
制
度
改
正
を
行
う
必
要

も
生
ま
れ
て
い
る
。

●
リ
ッ
ポ
ー
シ
ー
ザ
ー
ズ

米
国
の
カ
ジ
ノ
経
営
会
社
シ
ー
ザ
ー
ズ・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

系
の
財
閥
リ
ッ
ポ
ー
グ
ル
ー
プ
、
韓
国
の

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
Ｏ
Ｕ
Ｅ
の
三
社
に
よ
り
、
仁

川
ミ
ダ
ン
シ
テ
ィ
内
に
計
画
。
二
〇
一
八
年

上
期
オ
ー
プ
ン
を
予
定
。
投
資
総
額
は
約

二
兆
三
千
億
ウ
ォ
ン
。主
要
施
設
は
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
で
敷
地
面
積

は
四
万
二
千
四
百
五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。

参
考
サ
イ
ト

http://w
w
w
.asiax.biz/new

s/2014/03/19-
105329.php

●
パ
ラ
ダ
イ
ス
シ
テ
ィ

韓
国
企
業
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
日
本
の
パ

チ
ン
コ
・
ゲ
ー
ム
会
社
の
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
、
新
会
社
パ
ラ
ダ
イ

ス
セ
ガ
サ
ミ
ー
を
設
立
し
、
仁
川
地
区
に

計
画
。
開
業
は
二
〇
一
七
年
で
そ
の
後
も

拡
張
予
定
。
投
資
総
額
は
約
一
兆
五
千

六
百
億
ウ
ォ
ン
。
主
要
施
設
は
ホ
テ
ル
や

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
で
敷
地
面

積
は
三
十
三
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。

参
考
サ
イ
ト

http://w
w
w
.casinoshinbun.com

/new
slist/

new
s/1780/

http://w
w
w
.sankei.com

/econom
y/

new
s/141120/ecn1411200019-n1.htm

l

こ
の
他
、
中
国
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
ゲ
ン
テ
ィ
ン
・

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
済
州
神
話
歴
史
公
園
の

法
に
よ
り
、
国
際
港
（
空
港
、
港
湾
）
が

あ
る
広
域
自
治
体
、
観
光
特
区
内
観
光

ホ
テ
ル
お
よ
び
国
際
会
議
施
設
の
付
帯
施

設
、
二
万
ト
ン
以
上
の
国
際
旅
客
船
に
許

可
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
最
近
の
新
規
許
可
以
降
、
外

国
か
ら
の
観
光
客
が
六
十
万
人
以
上
増
加

し
た
場
合
、
二
カ
所
ま
で
に
限
り
許
可
が

可
能
」
と
し
て
い
る
が
、
既
に
外
国
か
ら

の
観
光
客
は
二
百
万
人
も
増
え
て
お
り
、

許
可
申
請
が
多
い
た
め
政
府
が
苦
慮
し
て

い
る
の
が
現
状
だ
。

外
国
人
専
用
カ
ジ
ノ
の
許
可
に
つ
い
て

は
「
経
済
自
由
区
域
の
指
定
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
特
別
法
」
で
、
三
つ
の
条
件
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）五
億
米
ド
ル
以
上
の
海
外
か
ら
の
投

資
、信
用
等
級
が
投
資
適
格
で
あ
り
、

カ
ジ
ノ
を
含
む
三
種
以
上
の
観
光
事

業
の
経
営

（
２
）三
億
米
ド
ル
以
上
投
資
し
た
場
合
、

営
業
開
始
後
二
年
ま
で
に
計
五
億

米
ド
ル
の
投
資
条
件
付
き
で
営
業
を

許
可

（
３
）カ
ジ
ノ
業
に
関
す
る
事
前
審
査
請
求

が
可
能

こ
の
他
に
「
企
業
都
市
開
発
特
別
法
」
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「
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
済
州
」、
日
本
の
マ

ル
ハ
ン
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
仁
川
ド
リ
ー

ム
ア
イ
ラ
ン
ド
」
な
ど
の
Ｉ
Ｒ
建
設
計
画

が
進
行
中
。

参
考
サ
イ
ト

http://www.sankeibiz.jp/m
acro/

news/140219/m
cb1402190654031-n1.htm

http://w
w
w
.m
aruhan.co.jp/

corporate/2014/20140725.htm
l

韓
国
の
カ
ジ
ノ
に
関
す
る

議
論
と
課
題

Ｉ
Ｒ
開
発
に
関
す
る
議
論

今
後
も
韓
国
政
府
は
カ
ジ
ノ
を
増
設

す
る
意
向
で
、
営
業
許
可
を
求
め
る
業
者

が
水
面
下
で
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

海
外
か
ら
の
投
資
に
つ
い
て
は
公
募
制
を

と
っ
て
い
る
が
、
大
規
模
な
投
資
は
外
国

企
業
に
の
み
許
可
さ
れ
る
現
状
が
あ
る
た

め
、「
国
内
企
業
に
対
す
る
差
別
で
は
」

と
い
っ
た
議
論
も
韓
国
国
内
で
生
ま
れ
て

い
る
。　

カ
ジ
ノ
の
事
業
許
可
が
取
引
材
料
と

な
り
、
取
得
し
た
カ
ジ
ノ
の
営
業
権
を
第

三
者
に
譲
渡
す
る
と
い
っ
た
問
題
も
起
き

て
い
る
。
こ
う
し
た
批
判
や
問
題
を
受
け
、

制
度
を
一
部
改
正
し
て
、
韓
国
の
企
業
も

カ
ジ
ノ
投
資
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

他
、
第
三
者
へ
の
事
業
許
可
の
譲
渡
を
取

り
締
ま
る
方
向
に
あ
る
。
建
設
計
画
が
進

行
中
の
リ
ッ
ポ
ー
シ
ー
ザ
ー
ズ
に
対
し
て

は
二
度
の
事
前
審
査
を
行
い
、
適
合
判
定

が
行
わ
れ
た
。
今
後
は
外
国
企
業
に
対
し

て
、
持
ち
株
を
制
限
す
る
と
い
っ
た
制
度

改
正
も
行
わ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
投
資
計
画
を
確
実
に
履
行
す
る

た
め
の
担
保
も
重
視
さ
れ
て
お
り
、
リ
ッ

ポ
ー
シ
ー
ザ
ー
ズ
の
事
前
審
査
時
に
政
府

は
以
下
の
四
つ
の
条
件
を
付
加
し
て
い
る
。

（
１
）関
連
法
令
で
規
定
し
た
履
行
事
項
の

遵
守　

（
２
）毎
年
の
会
計
監
査
お
よ
び
責
任
監
理

後
の
投
資
履
行
実
績
の
報
告

（
３
）
単
一
口
座
を
通
じ
た
投
資
資
金
の

管
理 

（
４
）国
内
に
預
け
置
い
た
投
資
資
金
に
対

す
る
用
途
制
限
な
ど
。

こ
れ
ら
は
法
制
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
今
後
は
制
度
化
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

カ
ジ
ノ
増
設
に
対
す
る
懸
念

韓
国
国
内
で
は
カ
ジ
ノ
施
設
の
増
加
に

伴
い
、
今
後
韓
国
人
に
対
し
て
も
カ
ジ
ノ

が
開
放
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す

る
声
も
多
い
。
現
時
点
で
は
、
韓
国
政
府

は
国
内
居
住
者
の
カ
ジ
ノ
利
用
に
つ
い
て

方
針
の
変
更
は
な
い
と
し
て
い
る
。
韓
国

で
は
カ
ジ
ノ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま

り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
は
な
い
た
め
、
検
討
は

慎
重
に
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
大
型
カ
ジ
ノ
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
海
外
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ
に
活
用
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
も

あ
る
。
韓
国
で
は
金
融
報
告
分
析
機
関
と

い
う
組
織
に
よ
り
、
カ
ジ
ノ
に
対
し
て
金

融
機
関
と
同
等
の
調
査
が
入
る
。
多
額
の

金
が
動
い
た
場
合
は
分
析
報
告
す
る
制

度
が
あ
る
た
め
、
一
定
の
防
止
効
果
が
期

待
で
き
る
が
、
業
界
や
経
営
者
が
高
度
の

倫
理
感
を
持
ち
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

防
止
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
ジ
ノ
関
連
制
度
の
見
直
し
（
改
善
）

韓
国
に
は
、
射
倖
産
業
を
統
括
管
理

す
る
射
倖
産
業
統
合
監
督
委
員
会
が
あ

り
、「
射
倖
産
業
売
上
総
量
制
」
と
い
う

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
同
委
員
会
で
は

韓
国
の
経
済
成
長
に
対
す
る
あ
る
所
定
の

率
を
射
倖
産
業
の
売
上
が
上
回
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
が
、
こ
の
組

織
と
は
別
に
カ
ジ
ノ
の
み
を
監
督
す
る
組

織
の
新
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
対
す
る
行

政
制
裁
お
よ
び
許
可
権
の
強
化
、
カ
ジ
ノ

で
働
く
人
材
に
つ
い
て
は
従
業
員
登
録
制

の
導
入
を
通
じ
人
材
管
理
の
強
化
を
目
指

し
て
い
る
。

（
リ
ュ
・
ガ
ン
フ
ン
）

（
柳
氏
の
発
表
を
基
に
公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
情
報
室
が
編
集
）
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柳
匡
勳
（
リ
ュ
・
ガ
ン
フ
ン
）

韓
国
文
化
観
光
研
究
院　

観
光
政
策
研
究
室
長
。

京
畿
大
学
校　

観
光
学
博
士
。
国
務
総
理
室
政
府
業

務
評
価
委
員
、
文
化
体
育
観
光
部
カ
ジ
ノ
制
度
改
善

Ｔ
Ｆ
委
員
を
経
て
現
在
に
至
る
。
韓
国
観
光
学
会
観

光
開
発
分
科
学
会
部
会
長
、
江
原
ラ
ン
ド
中
毒
管
理

セ
ン
タ
ー
諮
問
委
員
、
射
倖
産
業
統
合
監
督
委
員
会

綜
合
計
画
樹
立
・
制
度
改
善
分
科
委
員
を
務
め
る
。
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観
光
政
策
に
関
す
る
独
自
調
査
結
果
や
、

産
業
別
・
地
方
別
の
特
色
あ
る
動
き
を
取

り
上
げ
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
旅
行
・
観

光
の
動
向
に
つ
い
て
総
合
的
に
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
日
本
人
の
国
内
旅
行
・
海

外
旅
行
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」「
観
光
産
業
」

「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」
の
五
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
代
表

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
財
団
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

を
通
じ
、
研
究
成
果
の
発
信
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
例
年
十
二
月
に

開
催
し
て
い
た
「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
「
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
第
１
部
と

し
て
、
直
近
一
年
間
の
旅
行
市
場
の
動
向

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
短
期
～
中
長
期

的
な
市
場
予
測
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第

２
部
で
は
、
旬
の
話
題
を
取
り
上
げ
、
旅

行
・
観
光
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な

ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
て
、
観
光
地
づ
く
り

や
観
光
関
連
産
業
の
振
興
に
あ
た
っ
て
の

ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
は
、
内
容
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図

り
ま
し
た
。
全
体
的
な
フ
レ
ー
ム
と
し
て

は
、
二
部
構
成
は
変
わ
ら
ず
、
時
期
を
早

め
て
十
一
月
五
日
に
開
催
し
ま
し
た
（
開

催
概
要
は
67
ペ
ー
ジ
参
照
）。

第
１
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
内
容
を
全
面

的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
旅
行
年
報

２
０
１
４
』（
写
真
１
）
を
基
に
、
直
近

一
年
余
の
旅
行
・
観
光
を
取
り
巻
く
領
域

の
動
向
に
つ
い
て
、
実
際
に
執
筆
し
た
研

究
員
が
概
説
す
る
形
と
し
ま
し
た
。
第
２

部
で
は
、
当
財
団
の
自
主
研
究
活
動
の
中

か
ら
二
つ
の
研
究
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
、

同
時
並
行
形
式
で
開
催
す
る
と
い
う
、
学

会
に
近
い
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
ま
し
た
。

第
１
部

﹃
旅
行
年
報
２
０
１
４
﹄
報
告
会

～
我
が
国
の
旅
行
・
観
光
の
動
向

第
１
部
で
は
、
参
加
者
に
配
布
し
た

『
旅
行
年
報
２
０
１
４
』（
当
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
全
文
を
公

開
）
の
内
容
に
沿
っ
て
、
実
際
に
執
筆
し

た
研
究
員
代
表
が
概
説
し
ま
し
た
（
写

真
２
）。

『
旅
行
年
報
２
０
１
４
』
の
内
容
に
つ

い
て
も
簡
単
に
触
れ
ま
す
と
、今
年
の『
旅

行
年
報
』
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
の
刊

行
物
と
し
て
昨
年
ま
で
発
行
し
て
い
た

『
旅
行
者
動
向
』（
二
〇
〇
〇
年
～
）、

『M
arket Insight

』（
二
〇
〇
六
年
～
）

で
取
り
扱
っ
て
い
た
日
本
人
の
国
内
旅
行

や
海
外
旅
行
の
実
態
と
旅
行
に
関
す
る

意
識
調
査
結
果
を
組
み
込
む
と
と
も
に
、

訪
日
外
国
人
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
や

観
光
研
究
情
報
室

新
た
な﹃
旅
行
年
報
﹄や
自
主
研
究
活
動
と
連
動
し
た

﹃
第
24
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹄を
開
催

写真1　『旅行年報2014』の表紙

写真2　第1部の様子。牧野主任研究員による「観光産業」の解説

財
団
活
動
の
い
ま
⋮
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告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
塩
谷
観
光
政

策
研
究
部
次
長
・
主
席
研
究
員
が
、
観

光
関
連
予
算
の
中
長
期
的
な
推
移
か
ら

見
た
課
題
と
、
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た

各
地
の
事
例
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

吉
澤
主
席
研
究
員
は
、
入
湯
税
に
焦
点

を
当
て
、
制
度
の
概
要
や
特
徴
的
な
事
例

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
湯
税
の
使
途
に
関
す
る
情
報

公
開
や
入
湯
税
の
地
元
還
元
を
意
識
し
て
、

特
に
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
に
関
す
る

関
心
は
高
く
、
ア
ジ
ア
五
か
国
・
地
域
の

訪
日
経
験
者
を
対
象
に
行
っ
た
独
自
調
査

結
果
を
基
に
、
訪
日
外
国
人
が
大
都
市
以

外
の
地
方
を
訪
れ
る
こ
と
に
対
す
る
潜
在

的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
点
に

つ
い
て
は
、
業
界
紙
な
ど
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

可
欠
で
す
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
観

光
推
進
組
織
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

主
体
と
し
な
が
ら
議
論
を
展
開
し
ま
し
た

（
写
真
３
）。

前
半
部
分
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
梅
川
理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長
か
ら

の
趣
旨
説
明
後
、
当
財
団
か
ら
の
研
究
報

第
２
部　

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
観
光
推
進
組
織
の
事
業
と
財
源

︱
自
立
的
運
営
に
向
け
て
」

観
光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

く
「
観
光
地
経
営
」
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
は
、
事
業
活
動
を
行
う
た
め
の
財

源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
不

67 財団活動のいま…

写真3　グループディスカッションの様子

■開催概要

第24回旅行動向シンポジウム
◦開催日時：平成26年11月5日（水）13：30～17：45 ◦参 加 費：無料
◦場　　所：大手町サンスカイルーム ◦参加者数：117人
◦主　　催：公益財団法人日本交通公社

◎プログラム

第1部　『旅行年報2014』報告会～我が国の旅行・観光の動向
◦プレゼンター

「日本人の国内旅行・海外旅行」 中島 泰 （観光文化研究部 主任研究員）
「インバウンド」 相澤 美穂子 （観光政策研究部 主任研究員）
「観光産業」 牧野 博明 （観光文化研究部 主任研究員）
「観光地」 堀木 美告 （観光政策研究部 主任研究員）
「観光政策」 吉澤 清良 （観光政策研究部 主席研究員）

第2部　研究セッション
第1セッション「観光推進組織の事業と財源－自立的運営に向けて」

コーディネーター：理事・観光政策研究部長　梅川 智也
◆研究報告（1）「観光財源を考える－財源の全体像と協力金を中心に」

観光政策研究部次長 主席研究員　塩谷 英生
◆研究報告（2）「温泉地における安定的なまちづくり財源－入湯税を中心に」

観光政策研究部 主席研究員　吉澤 清良
◆グループディスカッション

一般社団法人ニセコプロモーションボード 事務局長　大川 富雄氏
鳥羽市観光課 課長補佐　髙浪 七重氏
由布市商工観光課 観光新組織準備室 係長　高田 信明氏
協力：温泉まちづくり研究会

第2セッション「新たな観光地マネジメントの手法～持続可能性指標を活用した協働型管理」

コーディネーター：理事・観光文化研究部長　寺崎 竜雄
◆研究報告「持続可能な観光地のための指標開発の世界的潮流」

観光文化研究部 主任研究員　中島 泰
◆事例報告「アイルランドにおける指標を活用した協働型管理の現状と課題」

観光文化研究部 主任研究員　五木田 玲子
◆ディスカッション「持続可能性指標を活用した観光地の協働管理の可能性について」

沖縄県座間味村 村長　宮里 哲氏
株式会社日光自然博物館 営業部 係長　森田 孝道氏
国立大学法人東京農工大学大学院農学研究院 教授　土屋 俊幸氏
環境省自然環境局国立公園課 課長補佐　長田 啓氏
協力：自然公園研究会、環境省「環境研究総合推進費」
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「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
事
業
へ

の
配
分
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
た

当
財
団
が
事
務
局
を
務
め
る
「
温
泉
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
」
か
ら
の
提
言
内
容
を

紹
介
し
ま
し
た（
47
〜
53
ペ
ー
ジ
参
照
）。

後
半
部
分
で
は
、
阿
寒
湖
・
ニ
セ
コ
、

鳥
羽
市
、
由
布
市
か
ら
実
践
者
三
人
の
方

を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー

プ
に
は
、
地
域
の
実
践
内
容
に
沿
っ
た
異

な
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
ゲ
ス
ト
か
ら
の

話
題
提
供
を
踏
ま
え
た
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
部　

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
新
た
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

手
法
～
持
続
可
能
性
指
標
を
活
用

し
た
協
働
型
管
理
」

機
関
誌
『
観
光
文
化
』
２
１
６
号
の
特

集
「
指
標
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
観

光
地
の
管
理
・
運
営
」（
二
〇
一
三
年
一
月

発
行
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
財
団
で
は

「
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
性
指
標
の

活
用
」
に
関
す
る
自
主
研
究
の
成
果
を
継

続
的
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
の
観
光

地
に
お
け
る
実
践
者
や
、
行
政
、
研
究
者

と
い
っ
た
多
様
な
立
場
の
方
々
を
ゲ
ス
ト

に
お
招
き
し
、
最
新
の
研
究
成
果
の
報
告

と
、
実
務
へ
の
展
開
を
念
頭
に
置
い
た
議

論
を
展
開
し
ま
し
た
。

前
半
部
分
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
寺
崎
理
事
・
観
光
文
化
研
究
部
長
か

ら
の
趣
旨
説
明
後
、
中
島
主
任
研
究
員

が
、
世
界
各
地
に
お
け
る
指
標
開
発
・
運

用
の
経
緯
や
、
当
財
団
が
二
〇
〇
八
年
か

ら
行
っ
て
き
た
研
究
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
（
写
真
４
）。 

五
木
田
主
任
研
究
員
は
、
二
〇
一
四
年

十
月
に
実
施
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
地

視
察
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

後
半
部
分
で
は
、
沖
縄
県
座
間
味
村

お
よ
び
奥
日
光
と
い
う
タ
イ
プ
の
異
な
る

二
つ
の
地
域
の
現
況
と
指
標
運
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
ゲ
ス
ト
の
宮
里
哲
氏
（
沖

縄
県
座
間
味
村
村
長
）
と
森
田
孝
道
氏

（
株
式
会
社
日
光
自
然
博
物
館
営
業
部
係

長
）
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
行
政
の
立
場
か
ら
長
田
啓
氏
（
環
境

省
自
然
環
境
局
国
立
公
園
課
課
長
補
佐
）、

研
究
者
の
立
場
か
ら
土
屋
俊
幸
氏
（
東
京

農
工
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
教
授
）
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
と
の
質
疑

応
答
の
中
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に

焦
点
を
当
て
た
指
標
の
活
用
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
研
究
員　

外
山
昌
樹
）

写真4　中島主任研究員の発表

「
旅
の
図
書
館
」
は
、一
九
七
八
年
（
昭

和
五
十
三
年
）
の
開
館
以
来
、
広
く
観
光

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
内
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
地
域
図
書
な

ど
を
通
し
て
、
旅
の
体
験
を
よ
り
深
い
も

の
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、
観
光
研
究
者
や
地
域
で
観

光
の
実
務
に
関
わ
る
皆
様
に
も
お
役
立
て

い
た
だ
け
る
よ
う
観
光
研
究
分
野
の
資
料

の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
近
年
の
図
書
館
に
は
、
図
書
の
収
蔵・

貸
出
を
行
う
場
所
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
情
報
の
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
な
ど
、
多

様
な
社
会
の
要
請
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

つ
つ
あ
り
、
施
設
・
運
営
両
面
で
特
色
を

持
っ
た
図
書
館
が
各
地
に
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

私
ど
も
の
館
で
も
何
か
で
き
な
い
か
を

考
え
、
旅
・
観
光
の
専
門
図
書
館
と
い
う

特
色
あ
る
“
場
”
を
活
用
し
、
観
光
に
関

わ
る
人
（
観
光
研
究
者
や
観
光
実
務
者
）

同
士
の
交
流
と
情
報
交
換
の
機
会
を
提

旅
の
図
書
館

「
た
び
と
し
ょ C

afé

」
オ
ー
プ
ン
！
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69 財団活動のいま…

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
た
び
と
し
ょ

Café

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
「
た
び
と
し
ょCafé

」

を
開
催

「
た
び
と
し
ょCafé 
」（
以
下
、「Café

」）

は
、
昨
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）、
図
書

館
閉
館
後
の
十
八
時
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
『
ア
ー
ト
と
観
光
』
を
取
り

上
げ
、
近
年
、
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
地
域
芸
術
祭
の
先
駆
け
と
な
っ
た

「
大
地
の
芸
術
祭
（
越え

ち

後ご

妻つ
ま

有り

ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）」
の
運
営
に
携
わ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構
・
事

務
局
長
の
関
口
正
洋
氏
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
お
招
き
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

「Café

」
の
ゲ
ス
ト
（
参
加
者
）
に
は
、

大
学
教
授
、
地
方
自
治
体
の
職
員
、
観

光
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
研
究
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
理
事
、
大
学
院
生
な
ど
多
彩
な
顔

ぶ
れ
の
十
四
人
の
方
が
集
い
、
当
財
団
か

ら
も
数
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
概
要

に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
紹
介
。
単

に
ア
ー
ト
作
品
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、

特
に
芸
術
祭
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
越
後

妻
有
地
域
の
特
性
や
抱
え
る
課
題
と
ア
ー

ト
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
な
ど
、

取
り
組
み
の
経
緯
に
及
び
ま
し
た
。
関
口

氏
の
話
を
通
し
て
、

「
自
然
と
一
体
化
し
た
ア
ー
ト
」

「
ア
ー
ト
を
舞
台
に
し
た
地
元
と
の
交
流
」

「
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
る
ア
ー
ト
」

「
あ
た
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
世
界
最
大
の
野
外
美
術
館
」

と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
こ
の
芸
術
祭
の
意

味
や
意
義
を
理
解
し
、
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
図
１
、図
２
）。

第
二
部
で
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
ド
リ
ン
ク
や
軽
食
を

取
り
な
が
ら
、
ゲ
ス
ト
か
ら
の
質
問
に
関

口
氏
が
答
え
る
ス
タ
イ
ル
で
進
め
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
き
っ
か
け
は
？

な
ぜ
ア
ー
ト
が
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
の
か
？

―
―「
大
地
の
芸
術
祭
」が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
の
大
合
併
を

き
っ
か
け
に
新
潟
県
の
企
画
で
立
ち
上
が

っ
た「
里り

創そ
う

プ
ラ
ン
」
と
い
う
構
想
が
あ
り
、

「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。「
過
疎
高
齢
化
が
進
む
越
後
妻
有

に
お
け
る
地
域
お
こ
し
の
方
法
を
見
つ
け

る
」
こ
と
が
も
と
も
と
の
課
題
で
し
た
。

越
後
妻
有
の
ア
ー
ト
は
、
ア
ー
ト
が
主

役
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
風

景
や
自
然
を
見
せ
る
も
の
で
す
。「
里
山
」

図1　里山とアート（関口正洋氏提供）

関
口
正
洋
（
せ
き
ぐ
ち 

ま
さ
ひ
ろ
）
氏

　
一
九
七
四
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
医
学
部

保
健
学
科
卒
業
。
大
手
金
融
会
社
を
経
て
、
ア
ー
ト
フ

ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
社
。
第
一
回
大
地
の
芸
術
祭

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企

画
運
営
を
行
う
。
二
〇
〇
二
年
、
千
葉
市
、
市
原
市
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
舞
台
に
三
十
八
の
建
築
・
美
術
系
大

学
ゼ
ミ
が
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
・
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
菜
の
花
里
美
発
見
展
」
の
事
務
局
と
し
て
関
わ

る
。
二
〇
〇
三
年
七
月
、
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
の
オ
ー

プ
ン
と
と
も
に
常
駐
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
企
画
展
、
イ
ベ

ン
ト
、
棚
田
の
保
全
、
空
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
企

画
運
営
に
関
わ
り
、
現
在
に
至
る
。
二
〇
〇
七
年
四
月

よ
り
大
地
の
芸
術
祭
の
新
し
い
主
体
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設

立
か
ら
運
営
に
関
わ
る
。

写真1　ゲストスピーカーの関口正洋氏

図2　越後妻有アートの特性（関口正洋氏提供）
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と
言
わ
れ
る
空
間
に
、
世
界
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
手
が
け
た
ア
ー
ト
が
「
里
山
」
を

引
き
立
て
る
よ
う
な
か
た
ち
で
展
開
し
て
、

「
地・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

域
に
あ
る
も
の
を
ど
う
紹
介
す
る
か
」

と
い
う
こ
と
が
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
テ

ー
マ
で
す
。

◎
「
大
地
の
芸
術
祭
」
を
訪
れ
る
人
と

は
？

―
―
第
一
回
（
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
美
術

好
き
の
人
が
中
心
に
訪
れ
ま
し
た
が
、

徐
々
に
一
般
の
お
客
さ
ん
が
増
え
、
最
近

は
家
族
連
れ
や
友
達
同
士
に
ま
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
来
訪
者
の
声
を
聞
く
と
「
ア

ー
ト
は
き
っ
か
け
。
印
象
に
残
っ
た
の
は

食
べ
物
と
土
地
の
人
と
の
会
話
」
と
い
う

意
見
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

越
後
妻
有
に
来
訪
す
る
人
た
ち
は
、
冊

子
を
見
な
が
ら
次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と

自
分
で
考
え
な
が
ら
動
い
て
い
ま
す
。
自

分
に
と
っ
て
の
未
知
の
経
験
を
求
め
て
い

く
人
た
ち
、
多
少
の
“
負
荷
”
を
超
え
て

い
く
こ
と
を
面
白
が
れ
る
よ
う
な
人
た
ち

が
、
自
分
の
中
に
あ
り
な
が
ら
気
が
付
い

て
い
な
い
も
の
が
引
き
出
さ
れ
て
い
く
感

覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、“
旅
”
を
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
地
元
と
の
協
力
関
係
づ
く
り
の
秘
訣

と
は
？

―
―
第
一
回
大
地
の
芸
術
祭
の
前
年

（
一
九
九
九
年
）
に
「
こ
へ
び
隊
」
と
い
う

首
都
圏
の
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー

プ
を
組
織
し
ま
し
た
。
越
後
妻
有
に
あ
る

二
万
軒
の
家
を
全
て
回
る
意
気
込
み
で
芸

術
祭
の
案
内
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時

は
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
う
し
て
苦
戦
し
な
が
ら
第
一
回
の
芸

術
祭
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
開
催
中
に
一

部
の
土
地
の
世
話
焼
き
の
人
た
ち
が
手
伝

っ
て
く
れ
た
こ
と
で
住
民
と
の
関
わ
り
が

で
き
ま
し
た
。
手
伝
っ
て
み
る
と
「
結
構

楽
し
い
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ

芸
術
祭
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
や
集

落
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
の
は

二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）
に
発
生
し

た
中
越
地
震
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
芸
術
祭

ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ

開
催
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
第
三
回

芸
術
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人

た
ち
の
意
識
も
随
分
変
わ
り
、
作
品
作
り

の
た
め
に
空
き
家
も
提
供
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
人
た
ち
の
参
加
、
協
力
を
前
提

と
し
た
ア
ー
ト
作
品
も
増
え
て
き
て
、
今

で
は
、
喜
ん
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

自
分
の
得
意
な
こ
と
が
役
に
立
つ
こ
と
で

生
き
が
い
を
見
い
だ
し
た
り
、
地
域
の
外

の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
た
び
と
し
ょCafé

」
を
終
え
て

ゲ
ス
ト
か
ら
の
質
問
と
関
口
氏
に
よ
る

本
音
を
交
え
て
の
回
答
が
飛
び
交
う
う

ち
に
予
定
時
間
を
過
ぎ
、
第
１
回
の

「Café

」
は
無
事
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。

“
ア
ー
ト
へ
の
取
り
組
み
が
地
域
に
も

た
ら
し
た
も
の
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？
”

“
成
功
の
裏
に
は
ど
ん
な
苦
労
や
物
語

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
”

関
口
氏
と
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
膝
を
交

え
な
が
ら
の
交
流
は
、
い
つ
も
の
会
議
室

の
そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
発
想
や
感
情
を

呼
び
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
写
真
２
）。

ゲ
ス
ト
の
皆
様
か
ら
は
、「
実
践
的
な

内
容
で
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」

「
旅
・
文
化
の
視
点
を
改
め
て
考
え
る
機

会
に
な
っ
た
」「
地
域
と
外
と
の
つ
な
が

り
の
持
ち
方
が
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
よ
り
魅
力
あ

る
「Café

」
を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
第
２
回
は

二
〇
一
四
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
旅
の
図
書
館　

渡
邉
智
彦
・
大
隅
一
志
） 写真2　関口氏を囲んでの歓談風景
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ド
イ
ツ
文
学
者
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　
　
　
　

池
内
　
紀

（
イ
ラ
ス
ト
＝
著
者
）

連載Ⅰ
あの町この町

第60回

紅
花
今
昔 

─
─ 

宮
城
県
・
村
田
町

71 あの町この町  60
紅花今昔—— 宮城県・村田町

仙
台
で
新
幹
線
か
ら
東
北
本
線
に
乗
り
換
え
て
南
へ
向
か
っ
た
。
大
河
原
駅
が

近
づ
き
、
降
り
支
度
を
し
て
い
て
、
窓
の
外
に
目
が
と
ま
っ
た
。
線
路
に
そ
っ
て
川

が
流
れ
て
い
る
。
流
れ
る
と
も
見
え
ず
細
長
い
沼
の
よ
う
だ
が
、
し
か
し
ゆ
る
や
か

に
水
が
動
い
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
岸
辺
は
一
面
の
草
地
で
、
そ
の
中
を
水
が

白
い
帯
を
引
い
て
い
る
。
川
霧
が
う
っ
す
ら
と
か
か
っ
て
お
り
、
茫
漠
と
し
た
風
景

で
あ
る
。
ス
ケ
ー
ル
は
小
さ
い
が
、
な
に
や
ら
北
欧
の
田
舎
を
旅
し
て
い
る
風ふ

情ぜ
い

な

の
だ
。

川
は
白
石
川
。
堤
の
桜
並
木
が
有
名
で
、
や
が
て
両
岸
に
見
え
て
き
た
。
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
た
列
車
に
寄
り
そ
い
、
か
な
り
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
て
い
る
。

町
並
み
が
近
づ
い
て
、
ハ
タ
と
と
だ
え
た
。

村
田
町
行
の
バ
ス
ま
で
一
時
間
あ
ま
り
あ
る
。
ふ
つ
う
は
ヤ
レ
ヤ
レ
と
な
る
の
だ

ろ
う
が
、私
に
は
い
つ
も
「
し
め
た
」
で
あ
る
。
そ
の
間
、駅
の
ま
わ
り
を
ウ
ロ
つ
け
る
。

旅
の
た
の
し
い
付
録
と
い
う
も
の
で
、
足
の
向
く
ま
ま
歩
い
て
い
て
、
予
期
し
な
い

見
つ
け
も
の
に
あ
り
つ
い
た
り
す
る
も
の
だ
。
こ
と
の
つ
い
で
に
、
こ
の
と
き
の
発

見
を
報
告
し
て
お
く
と
、
ち
か
く
の
寺
で
行
き
あ
っ
た
二
つ
の
石
碑
。
と
も
に
大
河

原
生
ま
れ
の
人
を
顕
彰
し
て
い
て
、
一
つ
は
浅
草
宇
一
郎
と
い
い
、
明
治
初
年
の
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
際
、
仙
台
藩
士
を
手
引
き
し
て
、
悪
名
高
い
官
軍
参
謀
世
良
修
蔵
を
捕

縛
、
処
刑
し
た
。
新
政
府
は
世
の
評
判
に
な
る
の
を
恐
れ
て
公
表
せ
ず
、
宇
一
郎
は

七
十
五
年
の
生
涯
を
ま
っ
と
う
し
た
。
ま
ん
ま
と
権
力
の
ウ
ラ
を
か
い
た
わ
け
だ
。

も
う
一
つ
は
高
山
開
治
郎
と
い
っ
て
、
若
く
し
て
上
京
、
経
済
新
聞
を
興
し
て
成

功
し
た
。
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
、
郷
里
に
桜
樹
一
〇
〇
〇
本
を
贈
り
、
白
石

川
河
畔
に
植
樹
し
た
。「
一
目
千
本
」
と
い
わ
れ
る
名
所
は
、
こ
の
人
に
は
じ
ま
る
。

も
ど
り
道
に
遠
ま
わ
り
し
て
土
堤
を
歩
く
と
、
思
う
さ
ま
枝
を
の
ば
し
、
黒
い
幹
に

た
く
ま
し
い
コ
ブ
コ
ブ
の
あ
る
古
木
が
悠
然
と
居
並
ん
で
い
た
。
白
石
川
は
日
本
の

川
に
は
珍
し
く
水
の
流
れ
が
ゆ
る
や
か
で
、
橋
に
立
つ
と
、
足
下
に
広
大
な
水
の
鏡

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。

駅
に
も
ど
る
と
、
バ
ス
停
に
お
目
当
て
の
バ
ス
が
待
っ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
の
こ

と
も
よ
く
覚
え
て
い
る
が
、「
村
田
中
央
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
バ
ス
を
降
り
る
と
、
背

広
に
黄
色
い
ヤ
ッ
ケ
を
は
お
っ
た
人
が
待
っ
て
い
た
。

「
よ
う
こ
そ
、
よ
う
こ
そ
」

べ
つ
に
連
絡
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
迎
え
ら
れ
た
。
そ

の
ま
ま
観
光
案
内
所
へ
案
内
さ
れ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
さ
れ
、
説
明
が
は
じ
ま

っ
た
。
こ
ち
ら
は
身
は
と
も
か
く
心
は
ま
だ
「
村
田
町
モ
ー
ド
」
に
入
っ
て
い
な
く
て
、

キ
ョ
ト
ン
と
し
て
黄
色
い
ヤ
ッ
ケ
の
横
に
つ
っ
立
っ
て
い
た
。

「
県
で
初
の
ジ
ュ
ウ
デ
ン
ケ
ン
で
す
」

「
ジ
ュ
ウ
デ
ン
ケ
ン
？
」

ハ
ッ
ピ
の
よ
う
な
ヤ
ッ
ケ
に
「
村
田
み
ら
い
会
」
と
染
め
つ
け
て
あ
る
。
い
た
だ

い
た
「
み
ら
い
だ
よ
り
」
第
10
号
に
「
祝
」
の
字
と
「
選
定
」
が
赤
字
で
強
調
し
て
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川
が
流
れ
て
い
る
。
村
田
町
に
山
形
自
動
車
道
（
国
道
２
８
６
号
）
と
東
北
自
動
車

道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
が
、
山
形
、
仙
台
、
さ
ら
に

福
島
と
結
ぶ
街
道
の
宿
場
町
だ
っ
た
。
白
石
川
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
は
舟
運
に
打
っ

て
つ
け
だ
し
、
街
道
の
結
節
点
は
物
流
の
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
る
。
村
田
商
人
は
富
を

蓄
え
、
豪ご

う
し
ゃ奢
な
町
並
み
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

店
蔵
に
は
ほ
ぼ
一
定
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
表
通
り
に
面
し
て
店
を
か

ま
え
、
裏
手
に
主
屋
、
屋
敷
神
を
は
さ
ん
で
土
蔵
が
並
び
立
ち
、
裏
通
り
に
達
す

る
。
こ
の
点
で
は
地
方
を
問
わ
ず
商
家
に
お
な
じ
み
の
と
こ
ろ
だ
が
、
当
地
で
は
店

と
接
し
て
表
門
が
つ
き
、
ま
っ
す
ぐ
の
長
い
通
路
が
裏
通
り
と
結
ん
で
い
る
。
そ
し

て
通
路
わ
き
に
庭
を
設
け
た
。
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
が
好
み
の
意
匠
と
装
飾
を
ほ
ど

こ
す
。
お
お
か
た
は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
て
、
中
を
の
ぞ
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

外
ま
わ
り
か
ら
で
も
見
て
と
れ
る
。
重
厚
な
土
蔵
造
り
、
粋
な
ナ
マ
コ
壁
、
観
音
び

ら
き
の
扉
窓
に
見
る
壁
の
厚
さ
、
屋
根
の
雄
大
さ
、
そ
れ
は
熨の

し斗
瓦か

わ
ら

積づ

み
と
よ
ば
れ

る
独
特
の
積
み
方
に
よ
る
ら
し
い
。
表
門
に
も
薬や

く

医い

門
、
腕う

で

木ぎ

門
、
木
戸
門
な
ど
と

ち
が
い
が
あ
る
。
軒
に
小
屋
根
つ
き
の
庵
看
板
を
つ
き
出
し
た
、
通
路
を
埋
め
た
石

畳
。
カ
ネ
シ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
ジ
ュ
ウ
、
カ
ネ
キ
チ
、
マ
ル
サ
…
…
。
屋
号
を
商
標
に
し

た
豪
商
が
丹
誠
と
富
を
こ
め
た
建
物
な
の
だ
。
そ
れ
が
ズ
ラ
リ
と
、
一
〇
〇
年
の
歳

月
を
く
ぐ
り
抜
け
て
立
ち
並
ん
で
い
る
。

表
か
ら
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
裏
通
り
に
ま
わ
る
と
敷
地
の
大
き
さ
が
見
て
と

れ
る
。
取
り
壊
さ
れ
た
屋
敷
跡
が
長
細
く
の
こ
っ
て
い
る
が
、
二
本
の
平
行
線
が

長
々
と
の
び
、
表
通
り
で
点
に
な
る
ぐ
あ
い
な
の
だ
。
主
屋
の
背
後
の
蔵
に
し
て
も
、

内う
ち
ぐ
ら蔵
、
中
蔵
、
西
蔵
、
味
噌
蔵
、
塩
蔵
と
用
向
き
を
ち
が
え
て
並
び
立
っ
て
い
た
。

蔵
跡
が
わ
ず
か
に
礎
石
を
と
ど
め
て
い
る
。
調
査
に
来
た
文
化
庁
の
役
人
は
、
あ
り

し
日
の
ス
ケ
ー
ル
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
選
定
を
急
い
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

蔵
通
り
の
西
か
た
が
、
か
つ
て
代
官
所
の
置
か
れ
て
い
た
高
台
で
、
麓
に
侍
屋
敷
、

つ
づ
い
て
商
人
町
、
工
人
町
。
北
の
山
ぎ
わ
に
氏
神
さ
ま
を
祀
る
白
鳥
神
社
。
村
田

町
は
い
ま
な
お
江
戸
の
町
割
り
を
、
そ
っ
く
り
き
ち
ん
と
の
こ
し
て
い
る
。
旧
武
家

あ
っ
て
、
ち
か
く
選
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
や
っ
と
ジ

ュ
ウ
デ
ン
ケ
ン
が
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
」
の
略
語
だ
と
わ
か
っ
た
。
か
ね
が
ね

保
存
地
区
と
し
て
の
選
定
を
申
請
し
、
運
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
努
力
が
実
り
、
今

年
（
二
〇
一
四
年
）
九
月
、
正
式
に
官
報
に
告
示
さ
れ
た
。

「
大
地
震
が
幸
い
し
ま
し
た
」

「
…
…
？
」

こ
れ
も
問
い
直
し
て
、
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
。「
店た

な
ぐ
ら蔵

」
と
よ
ば
れ
る
伝
統
的
な

建
物
が
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
取
り
壊
し
が
あ
い
つ
い
で
い
た
。

申
請
を
受
け
た
文
化
庁
は
そ
ん
な
状
況
を
見
て
、
お
役
所
仕
事
に
は
珍
し
く
急
ぎ

調
査
に
と
り
か
か
り
、
半
年
で
正
式
決
定
。
町
の
知
恵
者
が
不
運
を
バ
ネ
に
成
果
を

つ
か
み
取
っ
た
わ
け
で
、
運
動
を
担
っ
て
き
た
人
た
ち
の
説
明
に
も
力
が
入
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
や
っ
て
き
た
。
本
町
か
ら
荒
町
。
一
時
間
も
あ
れ
ば

一
巡
で
き
る
ら
し
い
。
村
田
町
に
独
特
の
店
蔵
に
つ
き
、
念
入
り
に
コ
ー
チ
を
受
け

た
の
で
、き
れ
ぎ
れ
の
知
識
を
実
物
で
確
認
す
る
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
仙
台
の
南
を
「
仙

南
地
方
」
と
い
う
が
、
江
戸
の
こ
ろ
当
地
は
紅べ

に
ば
な花
で
栄
え
た
。
山
形
の
最
上
地
方
の

こ
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
も
う
一
つ
仙
南
の
地
が
特
産
地
で
、
品
質
の
点
で
評
判
を

と
り
、
京
方
面
へ
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

キ
ク
科
の
二
年
草
で
、
ア
ザ
ミ
に
よ
く
似
た
花
を
つ
け
る
。
紅
花
は
染
料
や
口
紅

の
原
料
と
し
て
貴
重
な
品
だ
っ
た
。
栽
培
に
適
し
た
土
壌
が
必
要
で
、
最
上
と
仙

南
が
群
を
抜
い
て
い
た
。
栽
培
の
か
た
わ
ら
、
花
を
「
紅
餅
」
に
加
工
す
る
技
術
と
、

生
産
者
か
ら
集
荷
し
て
京
・
江
戸
へ
運
ぶ
物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
山
形
に
は
最
上
川
と
酒
田
港
と
い
う
物
流
の
道
が
あ
っ
た
。
仙
南
地
方

に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
生
産
に
つ
ぐ
も
う
一
つ
の
条
件
が
見
え
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

仙
南
の
地
は
刈
田
郡
、
柴
田
郡
、
伊
具
郡
か
ら
成
り
、
そ
の
ほ
ぼ
ま
ん
中
を
白
石
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店蔵カネキチ

屋
敷
エ
リ
ア
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
つ
く
り
。
町
役
場
の
裏
手
は
城
山
公
園
で
、
一
方

に
は
広
い
草
地
が
ひ
ろ
が
り
、
も
う
一
方
に
歴
史
み
ら
い
館
と
道
の
駅
村
田
が
控
え

て
い
る
。
過
去
と
現
在
を
仲
の
よ
い
コ
ン
ビ
の
よ
う
に
し
て
配
置
し
た
。

そ
の
過
去
の
エ
リ
ア
で
「
福
づ
く
し
」
と
対
面
し
た
。
弁
財
天
、恵
比
寿
・
大
黒
天
、

福
禄
寿
、
弁
財
天
の
お
使
い
の
蛇
の
像
、
転
ん
で
も
す
ぐ
に
起
き
上
が
る
達
磨
さ
ん
。

そ
の
名
に
福
を
煮
つ
め
た
よ
う
な
お
多
福
。
村
田
商
人
た
ち
は
現
世
利り

益や
く

の
商
法
を

徹
底
さ
せ
た
よ
う
で
、
神
も
ま
た
す
べ
て
福
が
ら
み
で
あ
る
。
紅
花
の
栽
培
は
連
作

障
害
が
強
く
、土
壌
の
手
入
れ
や
肥
料
は
経
費
が
か
か
っ
た
。
花
つ
み
や
千
花（
花
餅
）

の
作
業
は
人
手
を
要
し
た
。
村
田
商
人
は
農
家
に
金
融
支
援
を
し
て
、
現
物
返
済
の

方
法
を
採
っ
た
。
生
産
者
と
強
い
結
び
つ
き
を
つ
く
っ
て
効
率
を
高
め
た
ら
し
い
。

豪
家
の
一
つ
は
越
前
か
ら
移
っ
て
き
た
。
紅
花
は
扱
っ
た
主
要
な
商
品
の
一
つ
で

あ
っ
て
、
京
・
大
坂
で
さ
ば
く
と
、
上
方
の
商
品
を
仕
入
れ
て
き
て
仙
南
で
売
る
。

近
江
商
人
が
得
意
に
し
た
「
て
ん
び
ん
商
法
」
が
こ
の
地
で
も
生
き
て
い
た
。
街
道

が
合
わ
さ
る
宿
場
町
に
は
、
い
ち
早
く
情
報
が
も
ち
こ
ま
れ
る
。
店
蔵
の
大
半
が
明

治
前
期
か
ら
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
明
治
維
新
と
い
う
激
動
期
を
無
事
く

ぐ
り
抜
け
、
さ
ら
に
活
発
に
経
営
を
展
開
し
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
紅
花
に
人
工

製
品
が
あ
ら
わ
れ
、
舟
運
に
鉄
道
が
と
っ
て
代
わ
っ
て
以
後
、
華
麗
な
富
の
町
は
お

伽
噺
の
眠
り
姫
の
よ
う
に
百
年
の
眠
り
に
つ
い
た
。

新
旧
が
適
度
に
ま
じ
り
合
い
、
そ
の
大
き
さ
、
あ
る
い
は
小
さ
さ
が
人
間
の
尺
度

に
応
じ
て
い
る
町
は
、
町
歩
き
が
快
適
だ
し
、
歩
い
て
も
疲
れ
な
い
。
ノ
レ
ン
に
染

め
つ
け
た
屋
号
の
マ
ー
ク
が
、
は
じ
め
は
謎
の
記
号
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
う
ち
ヤ
マ
、

カ
ネ
、
カ
ク
、
マ
ル
な
ど
に
一
字
な
い
し
数
字
を
組
み
合
わ
せ
る
つ
く
り
方
が
わ
か

っ
て
く
る
。
現
在
に
生
き
る
家
族
の
家
で
あ
れ
ば
旧
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
生
活
の
た
め
の
改
造
、
増
築
を
加
え
つ
つ
町
並
み
の
雰
囲
気
は
こ
わ
さ
な
い

の
は
、
並
み
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
重
伝
建
に
選
定
さ
れ
る
と
、
建
物
の
修
復
に

は
国
や
町
の
補
助
が
あ
る
か
わ
り
に
、
新
築
や
改
築
な
ど
に
制
限
が
課
せ
ら
れ
る
。
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と
き
に
は
工
事
差
し
ど
め
に
あ
う
。
町
当
局
、
ま
た
市
民
の
手
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ

ろ
う
。
福
の
神
だ
け
で
な
く
、
知
恵
の
神
さ
ま
の
出
番
に
な
る
。

蔵
造
り
が
そ
の
ま
ま
カ
フ
ェ
に
な
っ
て
い
て
、
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ひ
と
休
み
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
も
ど
し
て
い
く
と
、「
も
う
一
つ
の
目
」
の
記
憶
し

た
も
の
が
映
像
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
生
身
の
目
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
鬼
瓦

に
は
屋
号
の
マ
ー
ク
が
く
っ
き
り
と
刻
ん
で
あ
る
。
庵
看
板
の
木
目
に
「
上
諸も

ろ
は
く白　

大
沼
屋
」
と
浮
き
出
て
い
る
。
表
門
の
欄
間
に
木
目
を
利
用
し
た
飾
り
が
入
っ
て
い

て
、
伝
統
的
な
装
飾
パ
タ
ー
ン
を
利
用
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
透
か
し
彫
り
を
ま
じ
え
、

ハ
ッ
と
す
る
ほ
ど
美
し
い
。
か
つ
て
の
棟
梁
た
ち
は
、
百
年
後
の
姿
ま
で
想
定
し
て

飾
り
つ
け
た
か
の
よ
う
だ
。

電
話
が
ま
だ
ご
く
珍
し
か
っ
た
こ
ろ
、
電
話
番
号
が
地
位
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。

カ
ネ
カ
ノ
ウ
の
電
話
番
号
表
札
が
高
ら
か
に
「
電
話
一
番
」
を
う
た
っ
て
い
る
。
ヤ

マ
シ
ョ
ウ
が
電
話
二
番
。
ヤ
マ
シ
ン
こ
と
山
田
邸
は
関
東
以
北
で
は
も
っ
と
も
古
い

店
蔵
と
い
う
が
、
元
紅
花
商
人
は
現
山
田
医
院
院
長
で
あ
る
。
商
人
の
店
と
医
院
を

い
か
に
し
て
折
り
合
わ
せ
る
か
。
そ
の
点
、
聴
診
器
の
セ
ン
セ
イ
は
あ
ざ
や
か
に
共

存
の
解
決
法
を
見
つ
け
た
よ
う
で
、
重
伝
建
の
将
来
に
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

蔵
通
り
が
つ
き
た
と
こ
ろ
の
山
裾
の
白
鳥
神
社
は
、
な
ん
と
も
た
の
し
い
と
こ
ろ

だ
。
ま
ず
赤
い
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
先
の
フ
ジ
の
木
が
見
も
の
で
あ
る
。
太
く
、
う
ね

う
ね
と
の
び
、
大
杉
に
巻
き
つ
い
て
い
る
。
幹
が
割
れ
て
、
さ
な
が
ら
大
蛇
が
の
び

上
が
っ
て
い
る
感
じ
。
昼
間
で
す
ら
思
わ
ず
足
が
す
く
ん
だ
の
だ
か
ら
、
夕
闇
の
な

か
で
見
よ
う
も
の
な
ら
、
あ
わ
て
て
逃
げ
出
し
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
つ
づ
く
境
内
に

仁
王
立
ち
し
た
ケ
ヤ
キ
の
大
木
の
ス
ゴ
イ
こ
と
。
巨
大
な
幹
に
人
の
背
を
こ
え
る
大

き
さ
の
コ
ブ
が
三
つ
、
四
つ
と
モ
ッ
コ
リ
ふ
く
ら
ん
で
い
て
、
異
様
な
獣
の
顔
に
も

見
え
る
。
神
仏
の
加
護
を
受
け
る
の
か
、
神
社
や
寺
の
境
内
に
は
途
方
も
な
い
樹
木

が
根
を
下
ろ
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
白
鳥
神
社
の
千
年
ケ
ヤ
キ
も
そ
う
で
あ
る
。
ま

わ
り
を
ひ
と
め
ぐ
り
し
て
、
た
だ
た
だ
驚
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
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拝
殿
前
の
狗
犬
を
見
て
、
い
ち
ど
に
気
持
が
な
ご
ん
だ
。
十
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
台

座
に
の
っ
て
い
る
だ
け
。
そ
れ
に
小
さ
な
つ
く
り
な
の
で
、
小
犬
が
左
右
に
し
ゃ
が

ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
の
顔
も
獅
子
と
は
大
ち
が
い
で
、
生
ま
れ
て
ま
な
し
の

小
犬
そ
っ
く
り
。
幼
稚
園
児
の
よ
う
で
も
あ
る
。
一
方
は
お
す
ま
し
顔
で
目
を
伏
せ
、

も
う
一
方
は
プ
イ
と
横
を
向
い
て
い
る
。

こ
れ
を
つ
く
っ
た
石
工
は
、
は
た
し
て
何
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
風
化
ぐ

あ
い
か
ら
し
て
、
相
当
古
い
狗
犬
と
思
わ
れ
る
。
猛
々
し
く
牙
を
む
い
た
獅
子
型
は

あ
と
か
ら
加
わ
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
、
初
期
の
も
の
は
て
ん
で
ん
バ
ラ
バ
ラ
。
石
工
は

手
本
に
よ
ら
ず
、
身
近
な
小
犬
、
あ
る
い
は
わ
が
家
の
幼
児
を
手
本
に
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
愛
嬌
あ
る
二
体
が
神
さ
び
た
本
殿
の
右
、
左
に
、
屈
託
な
げ
に
す
わ
っ

て
い
た
。

村
田
町
は
町
域
が
Ｙ
の
字
の
形
を
し
て
お
り
、
左
に
の
び
た
一
翼
に
は
自
然
公
園
、

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
、
谷
山
温
泉
、
右
に
の
び
た
菅
生
地
区
に
古
く
か
ら
の
神
社
や

寺
、
民
宿
、
自
然
農
園
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ス
。
Ｙ
の
右
か
た
は
「
姥う

ば

ケ

懐ふ
と
こ
ろ

地
区
」
と
い
っ
て
、
民
話
の
残
る
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
、
民
話
伝
承
館
、
水
車
、

ふ
る
さ
と
お
と
ぎ
苑
が
あ
る
。「
姥
の
手
掛
け
石
」
と
い
う
不
思
議
な
石
は
、
伝
説

に
よ
る
と
、
京
都
で
渡
辺
綱
に
片
腕
を
切
り
取
ら
れ
た
鬼
が
、
綱
の
伯
母
に
化
け
て

腕
を
取
り
返
し
、
逃
げ
る
途
中
に
す
べ
っ
て
転
び
、
手
を
つ
い
た
跡
だ
と
い
う
。
た

し
か
に
表
面
に
く
っ
き
り
と
爪
の
跡
が
つ
い
て
い
る
。
京
都
は
紅
花
取
引
の
相
手
方

だ
っ
た
。
京
の
鬼
が
東
北
の
小
邑
に
逃
げ
こ
ん
で
い
て
も
、
一
向
に
不
思
議
は
な
い

の
で
あ
る
。

Ｙ
の
字
の
下
の
棒
に
あ
た
る
の
が
蔵
の
町
筋
で
、
そ
の
南
が
た
に
学
校
、
体
育
館
、

消
防
署
、
警
察
、
商
工
会
、
保
健
セ
ン
タ
ー
。
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
な
か
に
変
化

が
あ
っ
て
、
町
と
し
て
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
条
件
を
お
び
て
い
る
。
そ
こ
へ
重
伝
建

の
お
墨
つ
き
が
出
て
、
町
お
こ
し
に
は
鬼
に
金
棒
と
い
う
も
の
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

重
量
挙
げ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
三
宅
義
信
選
手
は
、
こ
の
蔵
の
町
か
ら
巣
立
っ
た
そ
う
だ
。

あ
の
小
柄
な
英
雄
は
バ
ー
ベ
ル
に
か
か
る
際
、
目
を
伏
せ
、
念
じ
る
よ
う
な
間
を
と

っ
て
か
ら
、
地
球
の
重
し
の
よ
う
な
鉄
輪
に
と
り
つ
き
、
裂れ

っ
ぱ
く帛
の
気
合
で
も
っ
て
頭

上
高
く
差
し
上
げ
た
。
紅
花
の
町
と
あ
の
気
合
の
一
瞬
と
は
、
何
か
通
じ
合
う
よ
う

な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
気
が
す
る
の
か
、
わ
れ
な
が
ら
不
可

解
な
が
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
納
得
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

バ
ス
停
前
に
も
ど
っ
て
く
る
と
、
黄
色
い
ヤ
ッ
ケ
の
人
が
腕
組
み
し
て
立
っ
て
い

る
。
お
仲
間
が
ふ
え
て
四
つ
の
黄
色
が
並
び
立
ち
、
黒
ず
ん
だ
土
壁
の
前
に
紅
花
が

四
つ
ひ
ら
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

（
い
け
う
ち　

お
さ
む
） 白鳥神社の縄文ケヤキ
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　片
付
け
は
捨
て
る
こ
と
に
あ
ら
ず

　
最
近
、「
実
家
の
片
付
け
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
雑
誌
の
特
集
な
ど
を
目
に
す
る
こ

と
が
多
い
。

そ
う
し
た
状
況
は
、
い
つ
の
時
代
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
今
、
注
目
さ
れ

る
の
か
。
平
和
で
、
そ
れ
な
り
に
豊
か
な
時
代
が
半
世
紀
以
上
続
き
、
日
本
の
各
地

で
モ
ノ
を
た
め
込
ん
だ
家
が
、
世
代
交
代
の
時
期
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
我
が
家
に
も
つ
い
に
「
実
家
の

片
付
け
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

が
や
っ
て
き
た
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
は
、
箱
根
の

大
平
台
に
あ
る
。
箱
根
登
山
鉄
道
の
隣

駅
に
あ
る
宮
ノ
下
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
、

最
後
の
同
族
経
営
社
長
で
あ
っ
た
祖
父
、

山
口
堅
吉
が
建
て
た
家
だ
。
堅
吉
は
、

創
業
者
の
次
女
、
貞
子
の
婿
と
な
り
、

一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）
か
ら

富
士
屋
ホ
テ
ル
の
経
営
に
参
画
し
た
。

家
を
建
て
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
（
昭

和
五
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
妻
の
貞
子
は
、
昭
和
七
年
に
亡
く
な
り
、
二
年
後
の

昭
和
九
年
、
後
妻
の
千
代
子
を
む
か
え
た
。
堅
吉
が
五
十
三
歳
の
時
、
千
代
子
と

の
間
に
生
ま
れ
た
一
人
娘
、
裕
子
が
私
の
母
で
あ
る
。
そ
の
婿
が
父
、
祐
司
で
あ
り
、

裕
子
は
、
貞
子
が
亡
く
な
っ
た
の
と
同
じ
三
十
九
歳
で
亡
く
な
る
と
（
ホ
ラ
ー
小
説

の
よ
う
な
話
だ
が
）、
父
は
後
妻
の
順
子
を
む
か
え
た
。

す
な
わ
ち
家
は
、
四
人
の
女
主
人
と
、
二
人
の
主
に
よ
っ
て
住
み
継
が
れ
た
も
の

で
あ
る
。
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
創
業
者
亡
き
後
、
実
質
的
な
経
営
を
引
き
継
い
だ
の
は
、

長
女
の
婿
で
あ
る
山
口
正
造
だ
っ
た
。
堅
吉
は
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
年
）
に

正
造
が
亡
く
な
っ
た
後
、
社
長
と
な
っ
た
。
義
兄
弟
で
あ
っ
た
二
人
は
、
実
は
同
世

代
だ
っ
た
。
年
齢
は
三
歳
、
婿
入
り
し
た
年
も
四
年
し
か
違
わ
な
い
。
ホ
テ
ル
の
事

業
に
関
わ
っ
た
年
数
は
、
長
生
き
し
た
堅
吉
の
ほ
う
が
は
る
か
に
長
く
、
ゆ
う
に
半

世
紀
を
超
え
る
。
そ
れ
な
の
に
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
容
貌
も
性

格
も
華
や
か
で
、
積
極
的
に
事
業
を
拡
大
し
た
正
造
ば
か
り
が
、
創
業
者
に
次
ぐ
主

人
公
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。

実
際
、私
も
『
箱
根
富
士
屋
ホ
テ
ル
物
語
』
を
書
い
た
頃
、実
の
孫
で
あ
り
な
が
ら
、

堅
吉
の
こ
と
は
過
小
評
価
し
て
い
た
。
だ
が
、
彼
が
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
経
営
を
引
き

継
い
だ
の
は
、
戦
争
末
期
か
ら
終
戦
後
の
進
駐
軍
に
よ
る
接
収
と
い
う
、
日
本
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
、
い
や
日
本
の
国
そ
の
も
の
が
危
機
に
立
た
さ
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
こ
と
に
、
や
が
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
産
業
の
歴
史
を
生
き
た
家

旅
行
作
家　
　
　
　

山
口
　
由
美

連載Ⅱ
ホスピタリティーの

手触り81
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高
校
入
学
で
上
京
し
た
私
が
実
家
で
暮
ら
し
た
の
は
、
十
五
年
ほ
ど
で
し
か
な
い
。

そ
ん
な
私
が
こ
の
家
と
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
数
年
前
の
漏
電
騒

ぎ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
工
事
の
た
め
、
天
井
を
は
ず
し
て
み
る
と
、
そ
こ
か
ら
貞

子
が
亡
く
な
っ
た
頃
に
封
印
し
た
ま
ま
、
長
い
こ
と
人
目
に
触
れ
ず
に
き
た
資
料
が

出
て
き
た
の
で
あ
る
。
竣
工
年
を
知
っ
た
の
も
そ
の
時
だ
っ
た
。

家
の
設
計
図
や
貞
子
の
葬
儀
の
記
録
と
共
に
富
士
屋
自
動
車
の
経
営
資
料
が
発

見
さ
れ
た
。
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
自
動
車
部
門
で
あ
る
富
士
屋
自
動
車
は
、
当
時
、
堅

吉
が
実
務
を
任
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
貞
子
が
亡
く
な
る
前
年
、
箱
根
登
山
鉄
道
の

自
動
車
部
門
と
合
併
し
て
い
る
。
箱
根
の
交
通
史
の
一
端
を
物
語
る
こ
れ
ら
の
資
料

は
、
そ
の
後
、
箱
根
町
立
郷
土
資
料
館
の
特
別
展
で
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
や
り
と
り

を
通
し
て
町
の
文
化
財
担
当
者
と
、
家
を
登
録
文
化
財
に
す
る
話
も
進
ん
で
い
っ
た
。

何
の
変
哲
も
な
い
古
ぼ
け
た
家
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
洋
館
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ

み
よ
が
し
の
派
手
さ
が
な
い
と
こ
ろ
が
長
所
だ
と
い
う
。
そ
の
評
価
は
、
義
兄
の
正

造
と
は
正
反
対
に
容
貌
も
地
味
で
、
我
慢
強
さ
と
几
帳
面
が
取
り
柄
の
堅
吉
の
人
と

な
り
そ
の
ま
ま
で
、
な
ん
と
も
感
慨
深
か
っ
た
。

文
化
財
に
す
る
以
上
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
人
の
目
に
触
れ
る
も
の
に
し
た
い
。

ま
た
相
続
す
る
に
あ
た
り
、
維
持
費
く
ら
い
は
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い

ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
結
果
、
日
帰
り
ス
パ
を
開
業
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
改
装
工
事
の
た
め
に
、
実
に
八
十
四
年
ぶ
り
の
「
実
家
の
片
付

け
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
量
の
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
、
と
い

う
の
は
、「
実
家
の
片
付
け
」
に
共
通
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
我
が
家

の
場
合
は
大
半
が
本
や
資
料
だ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
一
見
ゴ
ミ

に
見
え
て
、
最
後
の
同
族
経
営
社
長
だ
っ
た
祖
父
、
国
際
興
業
に
な

っ
て
か
ら
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
を
支
え
た
父
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
そ
の

も
の
で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
歩
み
と
も
符

合
す
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
だ
っ
た
。

父
が
た
め
込
ん
だ
雑
誌
や
資
料
か
ら
は
、
高
度
経
済
成
長
時
代
の
、

さ
ら
に
は
バ
ブ
ル
経
済
時
代
の
、
熱
っ
ぽ
く
華
や
か
だ
っ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

の
繁
栄
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
今
は
な
き
ホ
テ
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
幻
と
消
え

た
リ
ゾ
ー
ト
計
画
、
バ
ブ
ル
の
城
と
揶
揄
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
業
記
念
品

と
し
て
大
切
に
と
っ
て
あ
っ
た

の
は
、
高
価
な
ビ
ン
テ
ー
ジ
ワ

イ
ン
だ
っ
た
。
祖
父
の
残
し
た

も
の
か
ら
は
、
私
が
知
ら
な
い
、

遠
い
時
代
の
歴
史
が
こ
ぼ
れ
落

ち
る
。
満
州
国
と
刻
ま
れ
た
勲

章
、
戦
時
中
、
外
国
人
が
多
く

滞
在
し
て
い
た
富
士
屋
ホ
テ
ル

に
外
務
省
の
出
先
事
務
所
が
あ

っ
た
頃
の
祖
父
へ
の
任
命
状
。

驚
い
た
の
は
、
義
兄
の
正
造
が

亡
く
な
っ
た
際
、
上
海
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
追
悼
パ
ー
テ
ィ
ー

の
記
録
だ
っ
た
。
日
本
占
領
下
の

上
海
で
、
敵
対
し
て
い
た
は
ず
の

外
国
人
と
日
本
人
が
席
を
同
じ

く
す
る
写
真
は
、
不
幸
な
国
際

情
勢
に
あ
っ
て
も
、
ホ
テ
リ
エ
と

し
て
愛
さ
れ
た
正
造
の
人
と
な

り
を
伝
え
、
そ
れ
が
今
こ
こ
に

あ
る
こ
と
に
、
義
兄
を
敬
っ
て
い

た
祖
父
の
愚
直
な
几
帳
面
さ
が

忍
ば
れ
る
の
だ
っ
た
。

（
や
ま
ぐ
ち　

ゆ
み
）
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世
界
遺
産
の
単
な
る
紹
介
で
は
な
い
。
生
糸
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
、
設
定
さ
れ
た
視
点
か
ら

整
理
し
な
が
ら
読
み
進
む
と
、
な
ぜ
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
の
か
が
見
え
て
き
て
、
興
味

深
い
。『
世
界
遺
産
　
富
岡
製
糸
場
』（
遊ゆ

子す

谷た
に

玲れ
い

著
、
勁
草
書
房
）
で
は
、
登
録
の
概
要
、
製

糸
場
の
起
こ
り
、
経
済
界
、
軍
事
、
皇
室
か
ら
見
た
製
糸
場
に
つ
い
て
ひ
も
と
き
、
製
糸
場
を

成
立
さ
せ
て
き
た
絹
産
業
遺
産
群
や
海
外
と
の
関
係
性
な
ど
の
視
点
か
ら
、
周
辺
が
担
っ
た
役

割
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
筆
者
は
、「『
日
本
と
外
国
の
要
素
と
の
絡
ま
り
合
い
』『
生
糸
と
軍
事
』

『
群
埼
×
横
横
（
群
馬
埼
玉
×
横
浜
横
須
賀
）』
と
い
う
二
重
螺ら

旋せ
ん

構
造
の
中
に
こ
の
遺
産
の
あ
り

方
や
特
徴
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
構

造
を
折
に
触
れ
て
確
認
し
な
が
ら
語
っ

て
い
く
こ
と
が
実
態
に
迫
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
、「
絹
を

め
ぐ
る
物
語
は
、
ま
だ
ま
だ
国
境
を
越

え
て
、
綾あ

や

な
す
彩
り
に
包
ま
れ
て
い
く

に
違
い
な
い
」
と
、
熱
い
思
い
で
結
ん

で
い
る
。

国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
世
界
農
業
遺
産（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）は
変
わ
り
ゆ
く
進
化
す
る
、

持
続
可
能
な
農
業
を
体
現
し
た
遺
産
で
あ
る
。『
世
界
農
業
遺
産
　
―
注
目
さ
れ
る
日
本
の
里

地
里
山
』（
武
内
和
彦
著
、
祥
伝
社
）
で
は
、「
古
く
か
ら
、
人
々
は
生
き
る
た
め
に
里
山
と
里

地
を
守
り
続
け
て
き
た
。
生
活
の
中
で
農
文
化
が
育
ま
れ
、
景
観
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
環
境
に
向
け
て
我
が
国
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
」

と
説
く
。「
里
山
を
維
持
す
る
に
は
地

域
の
人
の
関
与
が
不
可
欠
で
あ
る
。
都

会
に
住
む
人
々
が
里
山
の
魅
力
に
ひ
か

れ
て
来
訪
し
、
農
水
産
物
の
流
通
も
活

発
に
な
る
。
自
然
共
生
社
会
づ
く
り
、

日
本
発
の
『
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
』
の
も
つ
広
い
領
域
で
の

実
践
が
期
待
さ
れ
る
」
と
筆
者
は
言
う
。

四六判　216ページ
定価　1,800円
勁草書房

「
観
る
観
光
か
ら
体
験
す
る
観
光
」「
観
光
か
ら
関
係
へ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
中
で
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
と

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
い
う
、
国
連
の
二
つ
の
組
織
に
認
定
さ
れ
た
「
遺
産
」
の
、
観
光
に
お
け
る
意

味
や
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。 

（
片
桐
）

新書判　224ページ
定価　780円
祥伝社

78

日本を旅した外国人
2015年1月5日（月）～2月27日（金）

　日本を訪れる外国人旅行者は2013年に年間1,000万人を
突破しました。これほど数多くの外国人が日本を訪れるのは
日本の歴史上初めてのことであり、我が国への注目がますま
す高まりつつありますが、一方で私たち日本人は、外国人が日
本のどこに、何に魅力を感じ、どのように見ているのかというこ
とをあまり理解していないのではないでしょうか。
　過去にも多くの外国人が我が国を訪れ、各地を旅する中
で、日本の文化、日本の技術、日本人の暮らしぶりや振る舞い
など、さまざまな魅力を発見してきました。このような外国人が
残した旅の記録、外国で発行された日本の旅行ガイドブック、
国際線機内誌で紹介されている日本の記事などは、外国人
の目を通して見た日本を知る貴重な資料と言えるでしょう。
　そこで本展では「日本を旅した外国人」をキーワードに、参
考になる図書、専門書、古書・稀

き

覯
こう

書（抜粋コピー）などを集
め、展示いたします。
　ぜひ多くの方に当館を訪れていただき、日本を再発見する
機会にしていただければと思います。

＊詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/

新
着
図
書
紹
介

　毎年、この時期になると、卒業論文のテーマ探しや資料収集のために
当館を訪れる学生が目立つ。何となくテーマは決めたけれど、どう研究
にアプローチしたらいいのか、皆さん苦労しているようだ。本音を言えば、
“手っ取り早く手頃な資料を見つけて論文を書き上げたい”、というのが
多くの学生の気持ちかもしれない。
　せっかく図書館を利用するなら、論文に取りかかる前に、まずは館内の
書籍を眺めながら、自分が探究したいテーマや研究方法のヒントを見つけ
ることから始めてみてはいかがだろう。さまざまな先人の知（書物）に触れ
ていくうちに、観光への興味が深まり、研究する眼も養われていくに違い
ない。 （大隅）

ベストリーダー （2014年8月～10月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。
【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『地球の歩き方ペルー ボリビア エクアドル コロンビア2014-15』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『るるぶ台北2015』（JTBパブリッシング）
・『地球の歩き方ベトナム2014-15』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『るるぶ佐賀 呼子 唐津 有田 嬉野』（JTBパブリッシング）
【その他一般部門】
・『外国人だけが知っている美しい日本 スイス人の私が愛する人と街と自然』（ステファン・シャウエッカー）
・『観光白書 平成26年版』（国土交通省観光庁）

利用状況 特別展示のご案内

旅の図書館 掲示板

旅の図書館特別展示で検索

副 館 長 の つ ぶ や き

観光文化224号 January 2015
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■
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践　

最
新
刊

観
光
地
の
持
続
的
発
展
に
と
っ
て
、
今
や
「
観

光
地
を
経
営
す
る
」
と
い
う
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
考
え
方
が
重
要
。
本
テ
キ
ス
ト
は
、
既
存

観
光
地
の
現
場
で
日
々
努
力
し
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
が
主
な
対
象
。「
観
光
地
経
営
」を「
一

定
の
方
針
（
ビ
ジ
ョン
）
に
基
づ
い
て
、
観
光
地

を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
資
源
、
推
進
主
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た

め
の
一
連
の
組
織
的
活
動
」
と
定
義
し
、八
つ
の
視
点
と
十
の
実
践
例
に
つい
て
、

そ
の
考
え
方
と
展
開
手
法
を
解
説
。
当
財
団
調
査
研
究
専
門
機
関
化
五
〇
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
発
刊
。
二
〇
一
三
年
十
二
月
発
行
（
丸
善
出
版
）。

■
美
し
き
日
本  

旅
の
風
光　

最
新
刊

調
査
研
究
専
門
機
関
と
し
て
五
〇
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
期
に
、
当
財
団
が
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
に
関

す
る
研
究
」の
成
果
を
基
に
監
修
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
を
エ
リ
ア
ご
と
に
ま
と
め
、
風
景
だ

け
で
は
な
く
、伝
統
文
化
、神
社
仏
閣
、温
泉
、

街
、
食
、
祭
り
、
芸
能
な
ど
、いつ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
日
本
の
大
切
な
資
源

と
し
て
紹
介
。
完
全
英
語
訳
付
き
で
海
外
の
方
に
も
広
く
日
本
の
観
光
資
源
の
魅

力
を
お
伝
え
で
き
る
一
冊
。
二
〇
一
四
年
五
月
発
行（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）。

■
平
成
25
年
度
観
光
実
践
講
座  

講
義
録　
最
新
刊

オ
ン
パ
ク
に
学
ぶ
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
〜

〝
地
域
活
性
化
〞
の
秘
訣
、〝
課
題
解
決
〞
の
ヒ
ン
ト
！

当
財
団
が
主
催
し
て
い
る
二
日
間
の
講
座
講
義

録
。
今
回
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
的
・
実

践
的
な
手
法
と
し
て
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
「
オ
ン
パ
ク
」
に
着
目
。
オ
ン
パ
ク
仕
掛
け

人
の
鶴
田
浩
一郎
氏
は
じ
め
、
各
地
で
活
躍
す
る
方
々
に
よ
る
事
例
紹
介
か
ら
実

践
的
な
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
触
れ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を

習
得
で
き
る一冊
。二
〇
一
四
年
六
月
発
行
。

■
旅
行
年
報
２
０
１
４　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
創
刊

『
旅
行
者
動
向
＊
』
と一体
化
し
、リ
ニュ
ー
ア
ル

創
刊
。
内
容
を
充
実
し
、旅
行
者
、観
光
産
業
、

地
域
、
観
光
政
策
、そ
れ
ぞ
れ
に
つい
て
直
近
一

年
の
動
向
を
分
析
、
出
来
事
を
総
覧
。
訪
日

外
国
人
の
発
地
調
査
、都
道
府
県
へ
の
政
策
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
新
た
に
独
自
調
査
も
増
や

し
、引
き
続
き
当
財
団
の
研
究
員
が
分
析
、執
筆
、編
集
。
旅
行
・
観
光
の
現
状

を
多
面
的
に
一
望
で
き
る一冊
。
二
〇
一四
年
十
月
発
行
。

＊
当
財
団
独
自
調
査
に
基
づ
く
日
本
人
の
旅
行
者
の
意
識
と
行
動
を
分
析
し

た
レ
ポ
ー
ト
。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
情
報
室

　
　
　

電
話 

０
３・５
２
５
５
・６
０
７
３ http://w

w
w
.jtb.or.jp

◆
昨
年
十
一
月
開
催
の
行
事
か
ら
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

『
旅
行
年
報
２
０
１
４
』
の
概
説
を
含
め
た
「
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、
旅
の
図
書
館
の
新
た
な
取

り
組
み
「
た
び
と
し
ょCafé

」、
そ
し
て
当
財
団
と

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
と
の
研
究
発
表
会
か
ら
の

韓
国
カ
ジ
ノ
産
業
の
動
向
な
ど
、
当
財
団
の
活
動

を
多
面
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。

◆
当
財
団
は
地
域
に
あ
る
観
光
資
源
を
調
査
し
、価
値

を
見
い
だ
し
た
素
晴
ら
し
い
資
源
の
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
策
を
地
元
の
皆
様
と
共
に
探
る
こ

と
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
小
誌
で
こ
れ
ま

で
紹
介
し
た
、
特
集
、
自
主
研
究
報
告
や
観

光
研
究
最
前
線
か
ら
、
参
考
に
な
る
手
掛
か

り
を
見
つ
け
出
さ
れ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

◆
特
集
「
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
通
・

販
売
―
『
売
れ
る
』と
は
」
は
い
か
が
で
し

た
か
。
従
来
の
発
地
側
目
線
の
旅
行
商
品
づ

く
り
と
何
が
違
う
か
を
登
場
者
の
コ
メ
ン
ト

を
通
し
て
考
え
、
日
本
各
地
の
事
業
体
が
主

体
と
な
っ
て
企
画
・
流
通
・
販
売
し
て
い
く

実
態
と
手
法
を
探
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
切
り
口
が
あ
る
で
し
ょ
う
。「
着
地
型
」
を

含
め
た
「
地
域
発
」
と
い
う
言
葉
に
託
し
た

意
味
合
い
を
く
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域

発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
り
方
や
地
域
で
活

躍
す
る
ひ
と
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
な
ど
に
関

し
て
考
察
す
る
材
料
に
な
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
桐
）

  

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

政
府
は
い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
を
め
ど
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を

設
置
。
自
律
的
か
つ
持
続
的
な
地
域
社
会
の
実
現
に
は
、
地
域（
ま
ち
）の
経
済
活
性

化
に
よ
る
定
住
者（
ひ
と
）の
所
得（
し
ご
と
）の
維
持
・
拡
大
が
不
可
欠
。
移
出
産
業

と
し
て
の
「
観
光
」
に
も
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
号
特
集
で
は
、「
観

光
消
費
が
地
域
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
」
を
取
り
上
げ
、
当
財
団
の
調
査
研

究
の
成
果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
昨
今
急
速
に
存
在
感
を
増
す
訪
日
外
国
人
消
費

に
も
焦
点
を
当
て
、
観
光
消
費
を
活
か
し
た
地
域
経
済
活
性
化
の
道
筋
を
探
り
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
二
〇
一
四
年
九
月
〜
十
一
月
）

行
く
先
々
で
見
て
触
れ
て
、
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
語
り
、
感
じ
た
こ
と
。
世
相
の
な
か

に
見
た
観
光
の
未
来
像
な
ど
、
各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、
ホ
ッ
ト

な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。
当
財
団
ホ
ー
ム
ペー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
た
三
カ
月
分

を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧   

で
検
索
で
き
ま
す
。

２
２
２　

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
世
界
が
広
が
っ
た
１
年 

（
門
脇
茉
海
）

２
２
３　

観
光
政
策
に
生
か
せ
る
学
術
研
究
を
目
指
し
て 

（
川
口
明
子
）

２
２
４　

観
光
産
業
が
持
つ
「
裾
野
」
と
は 

（
菅
野
正
洋
）

２
２
５　
「
い
い
話
」
を
売
る 

（
久
保
田
美
穂
子
）

２
２
６　

利
用
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性 

（
五
木
田
玲
子
）

２
２
７　

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
事
業
の
間
に
あ
る
壁 

② 

（
後
藤
健
太
郎
）

２
２
８　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
と
歴
史
文
化
観
光 

（
塩
谷
英
生
）

２
２
９　

も
し
、
あ
の
時
、
旅
に
出
な
か
っ
た
と
し
た
ら 

（
清
水
雄
一
）

２
３
０　
フ
ァ
ン
が
支
え
る
東
北
復
興 

（
高
﨑
恵
子
）

２
３
１　

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
／ 

着
地
型
旅
行
商
品
の
有
望
な
潜
在
顧
客
と
は
？ 

（
外
山
昌
樹
）

２
３
２　

指
標
研
究
最
前
線　

〜
ヨ
ー
ロッ
パ
の
動
向
〜 

（
中
島
泰
）

観光文化224号やバックナンバーをPDFで閲覧できます。  観光文化最新号   で検索

「
２
０
１
４
年
度
催
し
物
の
ご
案
内
」

当
財
団
主
催
の
今
年
度
の
催
し
物
実
施
・
予
定
に
つい
て
ご
案
内
し
ま
す
。

本
編
「
財
団
活
動
の
い
ま
…
」
で
第
１
回
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
中
の
第
２
回
開
催
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

●「
第
２
回　
た
び
と
し
ょC

afé

」
開
催
予
定

二
〇
一
四
年
度
内
　
二
月
あ
る
い
は
三
月
の
平
日
　
17
時
30
分
よ
り

会
場
：
当
財
団
　
旅
の
図
書
館
（
東
京
八
重
洲
・
ダ
イ
ビ
ル
地
下
一
階
）

コン
テ
ンツ・ツ
ー
リ
ズ
ム
の一
分
野
で
あ
る「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
」を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、奈
良
県

立
大
学
地
域
創
造
学
部
講
師・岡
本
健
氏
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
お
招
き
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
に
つい
て
は
、当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U

RL:http//w
w
w
.jtb.or.jp 

で
ご
案
内
し
ま
す
。
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